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　虐げられてきた娘は、

　美しき鬼のあやかしの花嫁となり、尊い命と共に、

　変わらぬ愛を注がれ、幸せな運命を生きてゆく。
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冷酷な鬼は身籠り花嫁を溺愛する
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一幕、愛くるしい命







　まだ昼間だというのに、曇どん天てんのせいで町に薄暗さが立ち込める。その中でも、当主としてこの地を治めている鬼のあやかしの魁かいの屋敷はひりっと肌を刺すような緊張感に包まれていた。

　魁の妻の美み織おりが、夜が明ける頃から産気付き、初うい産ざんなこともあり少しばかり時間がかかっているからだ。

　狸たぬきのあやかしで美織のお付きとして世話をしている女中のハルは、たっぷりのお湯が入った手桶を抱えて足早に廊下を進んでいたが、ふと玄関の戸が開く音を耳にし、足を止めた。

　美織のもとへ早く戻らないといけないが、来訪者である強いあやかしの気配を無視することはできず、そのまま玄関へと足を向けた。

「朱しゅ蛇じゃ様！　誰もお迎えに上がらず申し訳ございません」

　数名のあやかしを従えて立つ、年老いてはいるが威厳ある姿を確認すると同時に、ハルは恐れを交えながら慌てて頭を下げた。

　朱蛇は蛇のあやかしで、魁と同じように当主を務めているため、本来なら玄関先で待ちぼうけなどさせてはいけない存在だからだ。

「いや気にするな。魁殿に話があって来たのだが……どうやら間が悪かったようだな」

　大らかな朱蛇にホッとしつつ、ハルは廊下の奥を気にかけながら、忙しさの理由を説明する。

「今朝方、美織様が産気付きまして、魁様は自室で待機されていらっしゃいます。お声がけしてきましょうか？」

「いいや、ここで邪魔したら機嫌を損ねるだけだ。こちらも急ぎではあるが、じっくりと腰を据えて話をしたい要件でもあるし、また日を改めて来るとしよう」

「お見えになったことは魁様に必ずお伝えしますね」

　朱蛇がゆっくりとした動きでハルに背を向けたその瞬間、屋敷の奥から強い霊力が迫ってきた。動きを止めて数秒黙り込んだ後、朱蛇は唖あ然ぜんとした様子で振り返り、ハルも同じように目を丸くして美織の部屋の方へと視線を向けた。

「……無事に産まれたようだな」

　朱蛇が呟つぶやいたその直後、視線の先から赤子の泣き声が聞こえてきた。ハルは大きく安あん堵どして目に涙を浮かべ、「そのようですね！」と嬉うれしそうに顔を綻ほころばせる。しかし、感動が冷めやらぬうちに襖ふすまの倒れるような音や、女中たちの慌てふためく声が響き渡ったため、徐々に戸惑いの面持ちへと変わっていった。

　一方で、朱蛇は騒ぎなど気にも留めず、数秒目を閉じた後感心するように頷うなずく。

「素晴らしい。これなら十分任せられるだろうよ」

　ハルはどういった意味かという風に首を傾げるが、朱蛇はそれ以上は語らず「失礼した」とだけ告げて身を翻ひるがえした。

　お付きの者を伴って母屋から離れていく朱蛇に向かってハルは頭を下げて見送ってから、大急ぎで美織の部屋へ移動する。

　部屋に近づくにつれて、赤子の泣き声と騒めき声が大きくなっていく。

　そして、廊下側へと倒れている襖が目に飛び込んできた瞬間、ハルは「まあ」と驚きの声をあげ、恐る恐る室内を覗き込んだ。

　あたふたした様子でおくるみにくるまれた赤子を抱いた主治医と、部屋の隅には高い霊力にあてられ気絶したらしい女中が三名ほど倒れていて、他の女中が彼女たちを介抱していた。

　そして部屋の中央に敷かれてあるこの時のために用意されていた布団には、無事出産を乗り越えた美織が横たわっており、そのそばにアキがいる。ハルとアキは四つ子の姉妹であるため、見た目もそっくりだ。

　赤子がひと際大きく泣き声をあげると、室内が霊力を過分に含んだ強風に襲われ、棚から落ちた花瓶が花々と水を撒き散らす。

　花瓶は他にふたつある。それらも落下しそうになっているのを目にしたアキが慌てて棚へと駆け寄り、手だけでなく体全部を使って花瓶を押さえた。

　ハルも室内に入りたいが、手に持っている桶の中のお湯が風で巻き上げられるため、その場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかできなかった。




（いったいどうしたらいいのかしら……）

　我が子が巻き起こしているだろう事態に美織が戸惑っている間にも、風は鋭利さを増していく。主治医の頬に小さな傷をつけたところで、颯さっ爽そうとした足取りで室内に入ってきたのは美織の夫である魁だった。

　風などものともせずまっすぐ美織のもとへと歩み寄ると、その傍らで膝をつき、身を起こそうとした美織をしっかりと支える。

　美織は魁と視線を通わせた後、本能に突き動かされるように主治医に向かって両手を伸ばした。

「その子を私に」

　主治医は半泣き状態で、美織へと赤子をそっと手渡した。美織はしっとりとした重みと温かさを腕に感じながら、泣いている赤子へと「よしよし」と優しく声をかけた。

　黒曜石のごとく黒々と輝く赤子の瞳が美織を捉えると、少しずつ泣き声は収まっていき、吹き荒んでいた風がぴたりとやんだ。

「泣きやんだわ」

　あやして泣きやませなくてはと思って赤子を受け取ったのだが、なにかをするよりも先に静かになってしまったため、美織はきょとんと目を見開く。

　アマビエのあやかしである女の主治医は美織のそんな様子に気付き、赤子の気持ちを代弁した。

「美織様の霊力を感じ取り、本能で母上だと認識し、安心したのでしょう。それにしてもさすが魁様のお子というべきか、凄すさまじい霊力でございますね。わたくしどもも、害のない存在だと早く認識していただかないといけませんね。このままでは屋敷が壊れてしまいます」

　主治医は大惨事となっている室内や、呆然としている女中たちに対して苦笑いを浮かべた後、気絶したままの女中たちを部屋から運び出すべく動き始めた。

「ここにいる者たちは、みんなあなたの味方ですよ。怖がらなくて大丈夫」

　主治医の腕に抱かれて泣き叫ぶ声を聞いていた時、なんとなく美織は赤子が怯おびえているように感じたのだ。

　まだ言葉がわからないのは百も承知だが、安心させたくて話しかけ、赤子の綺き麗れいな黒色の瞳を見つめ返していると、不意に魁の美麗な面持ちが重なった。

「魁様に目元が似ていますね」

　感じたままに言葉にすると両者への愛いとおしさが一気に膨らんできて、美織の心が幸せで満たされていく。

　赤子に穏やかな眼差しを向けている美織へ、魁は微ほほ笑えみと共に囁きかけた。

「そうか？　俺には美織によく似ているように思える」

「私にも似ていますか？」

　自分で産んだ赤子なのだからそう言われて当然なのだが、霊力の強さや瞳の美しさなど魁に通じるところばかりに目がいっていたため、なんだかくすぐったく感じてしまう。

　はにかんだ笑みを浮かべると、美織の肩に魁がそっと触れた。

「よく頑張ったな美織」

　魁からかけられたそのひと言で、赤子を身み籠ごもってから体調が優れなかった時の苦しさや、赤子の霊力が高まらず不安に押し潰されそうだったあの一時の記憶が、美織の頭の中に蘇よみがえってくる。

（魁様との赤子を無事に産めてよかった）

　今までのつらさがすべて報われたように感じ、美織は目に涙を浮かべた。

「いつも魁様が私を支えてくれたから頑張れました。ありがとうございます」

　声を微かに震わせつつも、凛りんとした声音で美織は感謝を告げる。

　心で繋つながり合うようにじっと視線を通わせていると、美織の視界いっぱいに微笑む魁が映り込み、目を見張ると共に彼が額に口づけてくる。

「高い霊力を纏まといあやかしとなった美織も、惚ほれ惚ぼれするほど美しい」

　優しい口づけと甘く響いた言葉に、美織は頬を染める。気恥ずかしさから視線を泳がせるものの、嬉しくて口元は綻んでしまう。それを魁に見られた上に、小さく笑われて、美織はさらに顔を真っ赤にした。

「そういうところはいつまで経たっても変わらぬな」

　魁がしみじみと感想を述べたところで、気絶した女中たちを別の部屋へ運び終えた主治医が戻ってきた。そのまま赤子の様子を見るように近づいてきたため、魁はゆっくりと美織のそばから立ち上がった。

「美織の霊力もしばらく安定しないかもしれない。しっかり休ませるように」

　魁の求めに主治医は心得ておりますとばかりに「はい」と真剣に返事をする。それを確認した後、魁は身を屈め、赤子へと顔を近づけた。

「お前の名前も早く決めないとな。美織も考えておいてくれ」

　腕の中でぐずり始めていた赤子が、魁が近づいた途端大人しくなったため、美織は不思議に思いながらも「わかりました」と返事をした。

　そして歩きだした魁を追いかけるように赤子の目が動いたのに気付いて、美織は思わず呟く。

「見えているのかしら」

「まだぼんやりでしょうけど見えていると思います。けれど今、目で追いかけたのは、魁様の強い霊力に反応したのでしょう。本能で逆らってはいけないと感じ、黙ったのかもしれませんね」

　主治医が美織の質問に答えながら赤子の顔を覗き込むと、赤子は思い出したように再びぐずり始めた。

「あやかしの赤子は、人間の赤子とはやはり違いますからね。しかも、この子は別格です。もうすでに振り回されておりますが、将来がとっても楽しみですよ」

　間で苦笑いを挟みつつも、目を輝かせている主治医の期待を心強く感じ、美織は「これからもよろしくお願いします」と頭を下げたのだった。




　あれこれ頭を悩ませ、いくつか候補を挙げた後、魁と話し合いの末、美織は我が子の名を彗すいと決めた。

　初めてのことに戸惑うばかりで、お世話ひとつとってもぎこちない美織だが、女中たちに手伝ってもらったり、主治医に教わったりして、忙しなくも満ち足りた毎日を過ごしていた。

　飛ぶように一ヶ月が経ち、穏やかな時間が流れる昼下がり。美織はようやく泣きやんで眠りに落ちた彗を自分の腕から赤子用の布団の上へと慎重に下ろし、ハルとアキと共に息を吐いた。

　そこにとてとてと歩きながら部屋に入ってきた九きゅう尾びの狐きつねが、窓際に無造作に置かれた座布団に身を丸めるようにして寝入る。そんな見慣れた光景に美織は小さく微笑んだ。

　もとは人間だった美織がこうしてあやかしたちの住む常世で暮らすようになり、もうすぐ一年が経つ。

　幼い頃に両親を亡くした美織は伯お父じ夫婦に引き取られたが、そこでは女中として扱われ、従妹いとこの瑠る花かからも虐げられる毎日を送っていた。

　そんな日々から救ってくれたのが魁だった。

　最初は瑠花の代わりに生いけ贄にえとして常とこ世よに連れてこられたとばかり思っていたが、魁は美織を食らおうとせず、周りのあやかしたちの様子から、どうやら自分は贄ではなく花嫁として期待されていることを知る。

　魁に深い愛情を注がれ、あやかしたちの優しさにも触れるうちに、美織はこのまま常世で生きていきたいと願うようになった。

　しかし、人間である美織は常世で生き続けることができないため、あやかしとなる必要があった。そして、あやかしとなるには魁の子を宿し産まねばならず、美織は出産を通してようやく自分の望む生き方を手に入れたのだ。

　眠る彗の隣に敷いてあった美織の布団は部屋の隅まで吹き飛ばされ、机の上の文具や棚の上の本はすべて畳の上に落下している。室内は彗の霊力の暴走により嵐が通り過ぎていったような状態ではあるが、これでも生まれたての頃よりはだいぶマシである。

　もちろん美織たちも慣れ始めていて、風で巻き上げられてボサボサとなった髪を気にすることなく、すやすやと眠る彗をにこやかに見つめる。

「はあー。彗様は本当に可愛らしいですね」

「見ているだけで癒いやされますねぇ」

　ハルとアキがうっとりと口にした言葉に、美織は同意するように頷いた。

（産まれた時、魁様は私にも似ているとおっしゃったけど、やっぱり私には魁様にそっくりに見えるわ）

　彗を通して、赤子の頃の魁を見ているような気持ちになることがしばしばあるため、美織は改めてそんなことを考えた。

　自分なんかにこの子の母親が務まるだろうかと不安になることは、実際まだある。

　しかし、気持ちよさそうに眠る顔はもちろんのこと、魁に似ている瞳でじっと見つめられたり、小さな手でぎゅっと己の指先を握りしめられたり、機嫌よく笑う仕草を見せてくれた時など、そのすべてに愛おしさが加速し、美織の気持ちも強くなる。

（彗の母親は、私だけだもの。気弱になんてなっている暇はないわよね）

　この平穏も彗が眠っている間だけ。目覚めれば、彗のお世話で手いっぱいとなり、余計なことなど考えている余裕などない。

　ハルは静かに立ち上がり、極力足音を立てずに歩きだす。

「美織様も今のうちに少し横になられますか？」

　部屋の隅に追いやられた布団を直しながら小声で問いかけると、アキもつられるようにもうひとつ提案をする。

「それともお茶菓子でもお召し上がりになりますか？」

「ありがとうございます……それでは一緒にお菓子でもいただきましょうか」

　ゆるりと考えを巡めぐらせたのち、美織がみんなで休憩するのを選択すると、アキが素早く立ち上がり、九尾の狐の近くまで吹き飛ばされていた、たくさんの箱の中からふたつ掴み取った。

「昨日、主治医が持ってきたお饅まん頭じゅうがまだ残っていましたから、それを食べましょう……ええと、どの箱だったかしら。朱しゅ果かの果汁もあったはずだけど」

　箱の蓋ふたを開けたが、中身が思っていたものと違ったようで、すぐさまアキは他の箱へと手を伸ばした。

　これらの箱はすべて出産のお祝いである。彗の誕生から毎日のように、顔馴染みである町のあやかしから、美織も初めて会う魁の知り合いで位が高そうなあやかしまで、誰かしらが屋敷に顔を出すため、贈り物は増える一方なのだ。

　比較的食べ物が多いため、屋敷のみんなで食べたり、町の子供たちに分けたりしながら、なんとか消費している状態である。

　そして朱果の果汁は、産後は果実をそのまま食べるより、白湯に混ぜて飲んだ方が肥立がよくなるとされているため、高価な物ではあるが贈り物として重宝されているようだった。

（朱果の果汁は、智ち里さとさんも贈ってくださったのよね）

　智里は女の鬼のあやかしで、美織が常世に来る前は魁の花嫁候補でもあった。彼女自身も魁に想いを寄せていたため、美織は冷たく当たられたりもした。

　しかし今は和解し、智里は一族の当主である彼女の父親と共にお見舞いにも来てくれ、朱果の果汁は彼女が個人的に選び、美織にくれたものである。

　彼女とはあまり接点はないが、折に触れてこうやって気遣ってくれているため、美織は智里に対して以前ほど苦手意識はない。

　饅頭はすぐに見つかったようだが、小瓶に入った朱果の果汁はなかなか見つけ出せず、アキが箱を開けては閉めてを繰り返す。

　美織もどんな箱に入っていたかを思い出せずにいたが、こちらに向かって廊下を進んでくる気配に気付き、そちらへと目を向ける。

「美織様、入ってもよろしいですか？」

　襖の向こうで少しばかり気配をうかがうような間を置いてから、小声でぽつりと問いかけられた。

　美織はすぐさまいつも通りに返事をしかけたが、寝ている彗へちらりと目を向けてから、「はい」と囁くように返した。

　それから極力音を立てずに襖が開けられ、吊り目がちな面持ちの狐のあやかしである女中が室内を覗き込んできた。

　女中は彗がすやすやと眠っているのを遠目に見るとホッとした顔をし、慈しむような笑みを浮かべた後、傍らに置いてあった箱を両手で抱えて、忍び足で室内に入ってくる。

「町のみなさんが、また美織様に贈り物を持ってきましたよ」

　贈り物はそれだけではなかったようで、続けて、同じく狐のあやかしの女中がたくさんの花が生けられた花瓶を抱えた格好で室内に姿を現し、やはり小さな声で美織に説明する。

「お団子とお花と、あとはたくさん食べてとお野菜もいただきました。お野菜は炊事場の方に運びましたので、お夕飯の時にお出ししますね」

　美織は女中ふたりに「ありがとうございます」とお礼を言ったのち、わずかに首を傾げるようにして考え込む。

「一昨日もいただいたのに。たくさんお礼をしなくちゃいけませんね。どんなものなら喜んでもらえるでしょうか？」

　問いかけに反応するように、ハルとアキはそれぞれ手を止めて、「そうですねぇ」と美織と同じように小首を傾げた。

　三人がそっくりな仕草をしている横で、女中たちは手に持っていた物をそれぞれ室内に置いた後、我慢しきれないように彗のもとへと近づいていく。

「彗様、本当にお可愛らしい」

「早く私たちの気配にも慣れてくださったら嬉しいのに」

「柔らかな頬に触れられるハルとアキが羨ましいわ」

　ふたりは傍らで膝をついて、彗の寝顔を上から覗き込みながら、うっとりとした、それでいて少しばかり切なげな表情を浮かべる。

　出産後しばらくは、美織と魁以外の者が抱いたり触れたりすると、彗は火がついたように大泣きしていた。主治医曰く、両親の霊力を本能で感じ取っているため、それ以外の相手の霊力を必要以上に警戒してしまうらしいのだ。

　これは霊力の高い赤子特有の傾向で、そのため、美織と魁以外の者たちはしばらくの間、不必要に近づくことは禁止されることとなったのだ。

　一方で、もちろんお腹が空いたり、おしめが汚れていたりする場合も、赤子らしく泣き喚き、室内に嵐を引き起こすことも多々ある。そのたびに翻ほん弄ろうされる美織を補佐するべく、ハルとアキも一緒になって奮闘していたからか、最近彗に変化が現れた。

　ハルとアキをいつもそばにいる存在として覚えたことで、幾分警戒心が和らいだのか、ふたりがそばに寄っても大泣きする頻度が減ってきたのだ。

　それをきっかけに、美織が常世にやってきた頃からお世話になっていて、最近は毎日のように様子を看にやってくる主治医や、魁の右腕である天てん狗ぐのあやかしの八や雲くもに対しても、目を動かして警戒するような様子は見せても泣かなくなっていった。

　そこで屋敷の女中たちは早く自分も彗に覚えてほしくて、あれこれ理由を作っては美織の部屋に行きたがるのだ。

　狐のあやかしの女中ふたりがニコニコと寝顔を眺めていると、突然彗がパチリと目を開けて、しっかりと女中たちを見た。

　ふたりが思わず表情を強張らせると同時に、窓際で眠りこけていた九尾の狐も勢いよく目を開ける。座布団から慌てて飛び起きると、美織の部屋から一目散に逃げ出していった。

　それに気付いた美織とハルとアキの三人はまさかといった様子で彗へと顔を向ける。すると、女中ふたりがぎこちない笑みを浮かべた次の瞬間、甲高い声で彗が泣き始めた。

　穏やかだった室内に再び嵐が巻き起こり、女中ふたりは「美織様、申し訳ございませんっ！」と涙目で謝りながら部屋を出ていき、すぐさま美織は彗を腕で抱き上げる。

「彗、大丈夫よ。この屋敷にいるみんな、あなたの味方だからね」

　しっとりとした彗の温かな重みを感じながら、美織は柔らかく笑いかけ、優しく話しかける。

　アキは吹き飛んだ箱を器用に掴み取り、ハルは持ってきたばかりでたっぷりの水が入った花瓶が倒れないように両手でしっかりと押さえた。

　美織が「大丈夫よ」と繰り返しあやすうちに、彗は美織の腕の中でうとうととし始め、徐々に嵐は弱まっていった。

「しばらくは美織様の部屋に花瓶を持ち込んではいけないと決めたはずなのに。まあでも、この程度で収まってよかったです」

「彗様の成長も目まぐるしいものがありますものね。今後が楽しみですよ」

　ハルのぼやきに美織は苦笑いしつつ、その後にしみじみと続いたアキの呟きに深く頷いた。

　まだ生後一ヶ月だが、すでに彗の首はしっかりすわっているため、出産当初と比べても、だいぶ抱っこがしやすくなったと実感しているからだ。

　人間の赤子と比べると、あやかしの赤子は成長速度が速いらしい。一ヶ月程度で首がすわった後も、三ヶ月頃にはお座りからハイハイができるようになり、半年で立ち上がって歩きだす子もいる、といった説明をすでに主治医から受けている。

（こうした時間も、今この瞬間だからこそかもしれないわね）

　慌ただしく毎日は過ぎていってしまうが、安心しきった顔で眠りに落ちていく我が子の様子をこうして見ていられるのもきっとわずかな間だけ。自分が想像するよりもあっという間に大きくなっていくのだろうといった予感を覚えながら、美織はゆっくりと窓際へ歩を進めていく。

　なんの気なしに庭に目を向けると、黒に緑色の模様が入った手のひらほどの大きさの蝶ちょうが、宙で舞い踊っているかのようにひらひらと飛んでいた。

「綺麗」

　これほどの大きさの蝶を初めて目にしたため驚きつつも、緑の部分が陽に反射してわずかに輝いたのを目にすると、美織はぽつりと感想を述べた。

　すると、その声が聞こえたかのように、黒蝶がゆらりゆらりと揺蕩たゆたいながら美織に近づいてきた。

　窓のすぐ向こうで羽根をはばたかせている黒蝶をじっと見つめていると、なぜか目が合っているような感覚に陥る。

（……この蝶はいったい）

　一転して気味の悪さを覚えると、美織の足が無意識に後ずさっていく。

　はっきりとした理由のない不安が湧き上がってきて、美織が表情を険しくさせた時、眠っていたはずの彗の目がパチリと開き、再び大きな声で泣き始めた。

「すっ、彗様！　どうなされましたか？」

「もう狐たちはいませんから、安心してくださいな」

　慌ててあやし始めた美織のもとへ、ハルとアキが驚きの面持ちで飛んできて、優しく話しかけた。

　確かにふたりが感じた通り、彗の泣き方はついさっきの女中ふたりに対しての激しさとよく似通っている。

　風が吹き荒れる中、「あのふたり、まだ廊下にいるんじゃないかしら」とハルが確認しに行く。廊下へと顔を出してキョロキョロと見渡しながら「あら。いないわね」と呟いた後、徐々に彗の泣き声が弱くなっていった。

「なにか気に障ったのでしょうか？」

「……もしかして、彗も蝶々が気になったのかしら」

　戻ってきたハルが不思議そうに彗の顔を覗き込むのを見て、美織は思い出したように窓の外へと顔を向けた。

　美織の言葉につられるようにして、ハルは窓のそばへと歩み寄って外の様子をうかがう。

「蝶々ですか？　もういないようですね」

「……本当だわ」

　美織も慌てて視線を戻すものの、先ほど漂っていたその場所に大きな黒蝶の姿はもうなかった。

（もしかして、あの蝶々もあやかしだったのかしら）

　そんな風に考えると彗が警戒心を抱いたのも納得ができ、美織はひとり頷いた。




　彗を小さな布団に寝かせてから、美織はいただいた団子を少しばかり食べた後、「あとはみなさんで食べてくださいな」とハルとアキに笑いかけた。

「美織様は相変わらず少食ですね」と困ったような顔をしたふたりは手早く部屋の片付けを済ませ、「夕食の手伝いをしてきますね」と団子の箱を片手に出ていった。

　ひとりになった美織は気だるさを感じ、今のうちに体を休めておこうと、彗のそばに敷いてもらった自分の布団に体を横たえる。

　すやすやと気持ちよさそうに眠っている彗の顔を見つめているうちに、美織もうとうととまどろみ始めた。

　眠りに落ちかけては意識を浮上させ、彗の様子を確認するのを何度か繰り返したのち、美織は優しい声に導かれるようにして、ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げた。

「さすが俺と美織の子だ」

（……これは、魁様のお声）

　ぼんやりする頭でそう認識してから、美織は小さな布団の上に彗の姿がないことに気付いて瞬きを繰り返し、声のした方にゆっくりと身じろぎした。

「なかなかやるじゃないか」

　眩まばゆい橙だいだい色の夕陽が降り注ぐ窓際に魁が立っていて、その腕に彗を抱いていた。彗が「きゃきゃっ」と上機嫌に声をあげるのを耳にしながら、美織は体を起こす。

「魁様、お帰りになられていたのですね。お出迎えもせずに申し訳ございません」

　声をかけると魁がゆるりと振り返り、美織へと軽く首を横に振ってみせた。

「そんなことは気にする必要はない。美織が優先すべきは体を休めることだ」

　言いながら、魁は彗を抱いたまま、美織の傍らに腰を下ろした。腕の中から彗が魁に向かってにこりと笑いかけると、魁もつられるように笑みを浮かべる。

　その様子を美織は幸せな気持ちで見つめながら、「ありがとうございます」と日頃の感謝の気持ちを言葉にした。

　美織が「みなさんになにかお礼をと考えているのですが、なにが喜ばれるでしょうか？」と昼間頭を悩ませていたことを魁に相談しようとしたところで、パタパタと足音を響かせてハルが開けられたままだった戸口に姿を現した。

「魁様、前当主である信しん様の使いの方がお見えになっております。美織様への出産のお祝いの言伝と、他にも信様よりお言葉を預かってきているとのことです。玄関でお待ちいただいておりますが、いかようになさいますか？」

　座礼をしつつの報告を受け、魁は面倒そうに息を吐くと、腕に抱いていた彗をそっと布団に戻した。

「そのまま帰らせてしまいたいところだが、話を聞いてやるまで居座るだろうな。仕方ない」

　自分への言伝があると聞いてしまえば美織は黙っていられず、立ち上がった魁を見上げてお願いする。

「魁様、私も一緒に行ってもよろしいでしょうか？」

　魁は美織の言葉にもちろんといった様子で頷き、手を差し伸べた。美織は微笑みながら、その手を掴んで立ち上がる。

　魁がハルへ「彗を頼む」とひと声かけ、美織も軽く頭を下げてから、ふたりは廊下へ出て、玄関へと進んでいく。

（魁様のお父様にはまだお会いしたことがないわ……粗相がないようにしなくちゃ）

　魁の父親の名は信といい、早々と魁に当主の座を譲り、常世と現世うつしよを遊び歩いているという。隠居後、領地の外れに住まいは建てたが、なかなか帰らないと聞いている。

　詳しい所在を掴めないため、こちらから報告することも難しく、魁が人間の花嫁を得たことや、その花嫁が赤子を産んだことを、信が風の噂で耳にし、屋敷に戻ってくるのを待つほかなかったのだ。

　もちろん訪ねてきたのは使いの者であるが、初めて信と接点を持つため、自然と美織の顔が緊張で強張っていく。

「美織、気負わなくていい。ただのイタチだ。もっと気軽に」

「はっ、はい！」

　返事からして力が入っている美織に魁は小さく微笑んだ後、その表情の温度を下げて、廊下の先へと視線を向ける。

　玄関先に立っていた八雲と女中二名は、魁が近づいてきたことに気付くと、道を開けるように脇へと引く。

　すると玄関先に、確かにイタチのようにひょろりとした年配の男が立っているのが、美織の視界に飛び込んできた。

　男も魁に気付くとすぐさま丁寧に頭を下げて挨拶する。

「魁様、ご無沙汰しております」

「遠いところ、ご苦労だったな」

「滅相もございません。私も信様としばらく現世を巡っていたのですが、久しぶりに常世に戻り、朱蛇様の領地に入ったところでご結婚や出産の話を聞きまして、そこから慌てて屋敷に戻り、こうして飛んできたところでございます。遅くなり申し訳ございませんでした」

　改めるように男は魁に頭を下げた後、ぼやきを我慢できない様子で、「私は何度もそろそろ戻りませんかと言ったんですよ。けど、信様がなかなか聞き入れてくださらなくて」とペラペラ話を続けた。

「父に連れ回されて、お前も大変だな」

「時々は。でもやっぱり信様との旅はとても楽しくて、私も毎回喜んでお供させていただくのですけどね」

　苦笑いで魁が述べると、心の底から楽しんでいるのを認めるような微笑みを男は浮かべてみせた。

　その後、男は魁の斜め後ろで真剣な面持ちで話に耳を傾けている美織に気付き、まさかといった様子でわずかに目を大きくさせた。

「私としたことが、すぐに気付かず、自分の話ばかりべらべらとすみません。そちらにいらっしゃる方が、魁様の奥様でございますか？」

「はっ、初めまして美織と申します！」

「初めまして。信様に仕えております、高こう明みょうと申します。とってもお可愛らしい方ですね」

　高明は美織を褒め称えた後、居住まいを正すように表情を引きしめ、丁寧に頭を下げた。

「魁様、美織様、ご結婚おめでとうございます。そして、美織様ご出産おめでとうございます。信様と巴とも乃の様、そして侍従一同、おふたりに心からの祝福を」

　魁は特に無感情のまま高明を見つめ、一方で美織は恐縮するように頭を下げ返す。

　巴乃というのは信の後妻の名で、魁とあまり仲がよくないと美織はハルとアキから聞いている。実際、魁の口から巴乃の話題が出たことは一度もないが、これからはそうもいかなくなるのだろうなと美織はそんな予感を覚えた。

「それでは早速、信様より預かったお言葉を伝えさせていただきます」

　高明は咳せき払ばらいをひとつ挟んでから、少しばかり声の調子を変えて話しだす。

「祝言に駆けつけられず、その上、祝いの言葉も遅くなったことは、申し訳なく思っている。許してほしい。土産をいくつか持たせたが、まだたくさんある。土産話も同様だ。本来ならこちらから会いに行くべきところだが、あいにく巴乃、様の体調が優れなく、訪ねることが難しい。そちらから孫の顔を見せがてら、遊びに来てもらえると大変嬉しい。よろしく頼む」

　さすがに巴乃を呼び捨てにはできなかったらしく、〝様〟とつけた箇所だけは明らかに高明の言葉ではあったが、その他は信の口調なのだろうと美織にもわかった。

　ひと通り言い終えた後、高明はふうっと息を吐き出し、今度は自分の言葉で話しだす。

「土産がちと大きいものもありまして、まとめて玄関の外に停めてある荷車に置いてあります」

「……そんなにたくさん持ってきたのか」

　わずかに目を細めて魁が玄関の戸へと目を向けると、高明はきらりと目を輝かせて、説明を開始する。

「実は朱蛇様の領地から屋敷に戻る途中で、とびっきりの贈り物がしたいからと色々寄り道をいたしまして……まずは東の山奥の谷間にある竜の住処へ向かいまして、そこで七色に輝くウロコを探し回って見つけた後、今度は霊験あらたかとされている湧き水を汲むべく西へと移動しまして。どうせなら水瓶にたっぷり汲んだらどうだろうと……」

　饒じょう舌ぜつに語りだした高明に対し、そばで聞いていた八雲が「さっき慌てて屋敷に戻ったって言ってませんでしたっけ？」と呆あきれ顔でぽつりと呟き、それを受けて女中たちがくすりと笑う。

　他にも一目惚れした反物や櫛くしだったり、そして今回持ってきてはいないが、赤子の誕生と共に植えるとよいとされる木の苗を確保してあり、これまた少し気が早いが幼児用の草ぞう履りを注文し、編んでもらっていると高明は言う。

　一気に話が流れていくため、聞いているだけで美織は目が回りそうになる。

「そっ、それほどまでにたくさんの物をお土産にくださるなんて、どれも大切にさせていただきます。……水瓶もとても重かったのではないですか？　上がってもらってひと休みしていただいた方がよろしいのでは？」

　自分たちのために多くの荷物を持ってきてくれた高明を、玄関先に立たせたままなことに気が引けて、美織は魁に提案する。すると、高明は嬉しそうに微笑んで、軽く首を横に振る。

「美織様、とてもお優しい方ですね。私のような者までお気遣いくださって、ありがとうございます。巴乃様が町で売られている饅頭を久しぶりに食べたいとのことなので、これから買って大急ぎで帰らねばなりません。それ故、長居は致しませんのでお気になさらずに」

　再び耳にした魁の継母の名に、美織は思わず動きを止める。

（お義母様は具合が悪いと言っていたわよね。たくさんいただいてしまったことだし、それならやはりこちらから行くべき？　……魁様はどのようにお考えなのかしら）

　そんな風に考えを巡らせるものの、屋敷の外に出ると右も左もわからなくなる自分が「行きます！」などと勝手な発言をすることはできず、美織はうかがうように魁へと視線を向ける。

　最初から魁の考えは決まっていたようで、表情の温度を上げることなくすぐに口を開いた。

「父上に、断ると伝えてくれ。今すぐ孫の顔が見たいと言うならそちらが来い、と」

　あまりにもはっきりと断られたため、高明は面食らった顔で数秒動きを止めた後、少々歯切れ悪く今さっきの言葉を繰り返した。

「しかし、魁様……先ほども言いましたが、巴乃様の体調が優れず、こちらを訪ねるのが難しい状態でありまして……」

　魁が鼻で笑うと、そこで高明は言葉を途切らせ、気まずそうに表情を強張らせた。その様子を冷めた目で見つめ、魁は続ける。

「こちらも産後ひと月の美織に無理をさせたくない。彗も同様だ。ふたりともまだ遠い地まで連れ回せるような段階ではないと俺は考えている」

（魁様、そんな風に考えてくださっていたなんて……嬉しい）

　彼が断った瞬間は驚いたものの、その理由が自分を想ってのことだったため、会いたいと言ってくれている信には申し訳ないと思いながらも、美織は嬉しさで心が温かくなり、思わず口元を綻ばせる。

　今日は大丈夫だが、先週はずっと微熱が続いていたのだ。ハルとアキが尽力してくれるとはいえ、彗を優先して自分の体調の悪さなど後回しにしてしまうため、主治医に注意を受けてばかりだ。

「行くかどうかの検討をするとすれば、美織がしっかりと回復した後の話だ。今じゃない。お互い、無理を押してまで会うような関係ではないのだから、それで問題ないだろう」

　魁が自分の考えを述べ、最後にバッサリと切り捨てるように言い放つと、高明の真しん摯しな眼差しが美織を捉え、深く理解したように小さく頷いた。

「そうですね。美織様は元人間だと伺っております。出産後の今、無理は禁物でございますね。私どももよく心得ているはずなのに、申し訳ございません。信様にもそのようにお伝えさせていただきます」

　高明の視線を受け、彼が元人間の自分を通して魁の実の母親である沙さ月つきを見ているように思え、美織は思わず表情を引きしめた。

　そこで美織の部屋の方から彗の泣き声が聞こえてくる。戻らなければと美織がそわそわし始めた一方で、高明はそちらへと顔を向けて、優しく目を細めた。

「ひとまず、魁様と美織様の元気な姿を拝見できてホッとしました。お子様……彗様と仰いましたね。彗様のお顔も見られたらと思っておりましたが、今日のところはこの霊力だけで満足させていただくとします。将来が楽しみになりますね」

　言い終えると、高明は改まるように姿勢を正し、魁と美織に向かって軽く頭を下げた。

「また時間をあけて、お伺いさせていただきます……魁様は信様になにかお伝えしたいことはございますか？」

　少し首を傾げた状態で高明から問われ、魁は短く息を吐いた後、口を開く。

「父上には特にないが……確か、体調が悪いと言っていたな。俺にはすこぶる元気そうに思えるが」

　鋭い指摘に高明はぎくりと顔色を変えて、狼狽うろたえるように視線を泳がせる。

（それって、お義母様のことよね……元気そうってどういうことかしら？）

　魁がどうしてそう思うのか美織にはわからず、しかし、高明の態度に違和感を覚える。

　魁は特段表情を変えることなく、要件を口にする。

「余計な真似はするな、目障りだと伝えておけ」

「……そ、それは、いったいどのような意味で？」

　魁の言う〝余計な真似〟という点に関しては心当たりがなかったようで、高明は真顔で確認する。しかし、魁はそれ以上明言することはせず、ただただ厳しく返した。

「本人に言えばわかる。あまりにも頻繁に送るようなら、そちらに敵意があるとみなし、俺も黙ってはいない」

　相手が父に仕えるあやかしだから、さらりと言ってはいるが、その声音と眼差しから、魁が内心では怒っているのが伝わってきて、高明は息をのむ。

「……わかりました。しっかりと釘くぎを刺しておきます」

　少しの間を置いてから、高明は魁にそう返事をした。

　神妙な面持ちで屋敷を後にする高明の背中に向かって、美織はすっきりとしない感情を抱きながら、お辞儀をしたのだった。




　高明が屋敷を訪ねてから三ヶ月が経った頃。

　赤子用の布団の上でちょこんとお座りしている彗を取り囲むような形で、美織とハルとアキはお喋りに花を咲かせていた。

「ですから美織様、私たちが思うにそれは嘘うそですね」

「嘘なのですか？」

「ええ。あの時、共に高明様のお話を聞いていた女中にも確認しましたが、みんなその意見で一致しております」

　高明が来た時の話をしているうちに、美織は巴乃のことを思い出し、「体調はよくなられたのかしら」と心配したことからこの話題になったのだ。

「確かにあの時、魁様はすこぶる元気そうに思えるとおっしゃっていましたけど……巴乃様はどうしてそのような嘘を？」

　なんとなく〝お義母様〟と言いづらく、美織は迷った末に〝巴乃様〟と言い表した。

　ハルとアキは「何度かお会いしたことがありますが」と揃って渋い顔をする。

「巴乃様は鬼のあやかしでいらっしゃいますから、気位が高いのです。そちらから挨拶に来ていないのに、どうして自分から会いに行かないといけないのかと、駄々をこねたのではないでしょうか？」

「本当でしたら、信様は高明様がいらしたあの時に、美織様と彗様の顔を見にいらっしゃるつもりだったのかもしれませんね。しかし、巴乃様には断られ、父親だけが行くわけにもいかなくなり、結局高明様が使いとしていらっしゃったのでは？」

（そのような方なら、魁様と衝突してしまうのもわかる気がするわ）

　あくまでハルとアキの憶測に過ぎないが、鬼のあやかしが自尊心が高いというのは美織は身を持って体験済みなため、頭の中で巴乃と智里を重ねて想像してしまう。

「……そ、それは、結婚の挨拶もしに行かなかったのが原因でしょうか？」

「原因はもっと根深いところにありますので、美織様はお気になさらぬように」

　彗をお腹に宿してから美織は自分のことで必死だった。祝言の宴を催してもらった時も、旅に出たままの信に連絡を取ることが難しいと前もって聞いていたため、巴乃のことまで気が回らなかったのも事実だ。

「根深いところですか？」

「そもそも巴乃様と魁様が仲が悪いですから」

「もっと遡さかのぼれば、巴乃様が沙月様を快く思っていなかったことから始まっていますし」

　そんな昔からの因縁があるとは思わず、美織が言葉を失った隣で、ハルとアキは話を続ける。

「あまり大きな声では言えませんが、信様と沙月様と巴乃様は三角関係だったのですよ。ちょうど以前の魁様と美織様と智里様と同じ状況でした。信様と沙月様は相思相愛の仲で夫婦にもなられましたが、産後、沙月様がお亡くなりになってしまい、それから信様は巴乃様を後妻に迎えることになりました」

「巴乃様は東の地の出身で、有力者の娘でもありましたから、信様は断れなかったと聞いていますよ。その上、信様は変わらず沙月様を大切に想い続けていらっしゃって、だから夫婦仲はあまりよろしくなく、巴乃様は魁様に沙月様を重ねては、幼い頃からつらく当たられていたみたいです」

　嫉妬が含まれているとなると、関係の改善は簡単にはいかないだろうと美織は複雑な面持ちとなる。

「自分の子どもである瀧たき様よりも、所詮人間と見下していた沙月様のお子様である魁様の方が霊力が高いことも気に入らず、挙句、信様が瀧様ではなく魁様を後継者に選んだこともいまだに面白く思っていないようです」

　父親は同じだが、弟の瀧の方が能力が下だとするならば、沙月よりも自分が劣っていることになってしまうと考えたのかもしれない。

（そう考えると、同じ境遇の彗のこともあまり快く思っていない可能性があるのね）

　そんなことを考えながら、美織は見守るような視線を彗に向ける。彗は大人しくお座りをした状態で、窓際の座布団の上で体を丸めて眠っている九尾の狐をじっと見つめている。

「屋敷から離れる際も大変だったという話ですからね。嫌だと叫んでなかなか納得せず、出ていく時は古い女中を根こそぎ連れていったらしいです。残されたのは沙月様に肩入れしていた者や新人ばかりで」

「でもその大規模な空きができたおかげで、私たちは雇っていただけたようなものですけど」

　ハルはあまり大声で言うことでもないかと思ったのかわずかに小声で、一方でアキは苦笑いと共にあっけらかんと言ってのけた。

「あちらの屋敷を辞めた古い女中たちが、やはり魁様のことが心配だったのか、最後にこちらにも挨拶しにやってくることが多々ありまして。その時、私たちもお話を色々伺っているのです」

「自分のわがままを押し通したけれど、巴乃様はいまだに、信様の跡を継いだ魁様が自分たちを領地の隅へ追いやったとして根に持っていらっしゃるらしいですからね。この屋敷を出て別の住まいを持つことは信様のお考えだったというのに」

「どうにかして、自分が上でありたいのでしょう。会うことがありましたら、美織様も色々言われると思いますが、気にしては負けですよ」

　ふたりから励ましを受けて美織は微笑むことで応えるものの、そこはかとない不安から次第に笑みにぎこちなさが滲にじみ出していく。

（自分のことならいくらでも耐えられるけれど、彗に対して心ない言葉を言われるのは我慢できないかもしれない）

　自分にも守りたいものができてしまったが故にそんな葛藤を抱く。

　しかし、結局は魁に迷惑をかけるような行動だけはしてはいけないといった考えに美織が至ったところで、ずっと静かにしていた彗が、九尾の狐に向かって勢いよくハイハイし始めた。その気配に九尾の狐は素早く気付いて飛び起きると、彗から逃げるようにして美織の部屋を飛び出していく。

　しかし、彗もしっかりと軌道修正し、「きゃっ！」と楽しそうな声をあげながら、猛烈な勢いで九尾の狐を追いかけていった。

　彗の屋敷の女中たちへの警戒心も随分薄れてきた中、彼の一番のお気に入りが九尾の狐で、こうやって追いかけ回しては捕まえて、目を輝かせて手荒に撫なで回すということを繰り返している。

　最初はうんざりしていた九尾の狐だったが、最近はその追いかけっこを楽しんでいる様子もある。遊び相手になってくれているのだと感謝しつつ、美織は部屋の外へと出ていこうとしている彗を追いかけるべく、ゆっくりと立ち上がった。

　ハルとアキと共に廊下に出たところで、向こうから歩いてきた魁と目が合い、美織はにこりと微笑みを浮かべる。

「彗、楽しそうだな」

　走っていった九尾の狐が魁の後ろへと回り込むと、魁は自分の足元へと一直線に近づいてきた彗を抱き上げる。

「朱蛇が来ている。恐らく泣くだろうが、せっかくだから彗の顔くらい見せてやろうと思う」

「朱蛇様が来てくださったのですね。決してお邪魔はしませんので、私もご挨拶だけさせていただきたいです」

　出産と重なるようにして朱蛇が屋敷を訪ねていたことを、美織もハルから聞いていた。魁に大事な話があった様子だったことも承知しているため、挨拶に時間は取らせないという思いと共にお願いすると、魁から「もちろんだ」とすぐに返事があった。

　魁は彗を抱いたまま大広間に向かって歩きだす。美織もそれに続くと、座敷の奥に酒のもてなしを受けている朱蛇がいた。

　彼のそばにはいつものお付きたちの姿はなく、代わりに並んで座しているふたりの若い男性の姿があった。

（おふたりとも初めて見るお顔だわ）

「おおっ、その子が愛息子か。すっかり赤子の顔がなくなってしまっているな」

　魁や美織が入ってきたのに目を止めて、朱蛇は魁の腕に抱かれている彗を眩まぶしそうに見つめる。

　彗は朱蛇を凝視しつつ、ぎゅっと魁にしがみつくものの、泣きだす様子は今のところない。

「名はなんと言ったかな？」

「彗でございます」

　朱蛇の問いかけに美織が答えると、朱蛇はまるで孫でも愛めでるように顔を綻ばせた。

「彗だな。覚えたぞ。小生意気な目元が魁殿そっくりだが、しかし可愛らしく見えるのは美織殿のおかげだな」

「……ところで何用だ。そのふたりと一緒に来たということは、ただ立ち寄ったというわけではないのだろう？」

　冷めた顔で魁が早速話を切り出すと、自然と美織の視線も傍らの男性たちへと戻っていく。

　朱蛇は美織の不思議そうな面持ちを見て取って、ふたりを紹介する。

「こやつらは儂わしの息子。兄の仁じんと弟の松まつ波ばだ」

　美織が初めましてのふたりに対してお辞儀をすると、姿勢正しく座っていた仁はすぐさま美織に対して頭を下げ返す。

　白い肌に黒髪で落ち着いた雰囲気を纏っている兄の仁とは対照的に、茶色の髪の弟の松波はずっと足を崩して座していて、どことなく落ち着かない様子だ。そして美織に対しては怪け訝げんそうな眼差しを返すのみ。

「実は、そろそろ儂も隠居しようと思っていてな。手始めに、治めている領地の半分を跡継ぎである松波に譲ることにした」

　魁は「ほう」と呟いて、弟の松波へと品定めするような視線を向ける。続けて、表情を変えず静かに座している仁のことも同じように見つめた後、冷めた眼差しを松波へ戻す。

「そちらを跡継ぎに決めたのか」

　少しばかり呆れたようにも聞こえる魁の呟きに、松波は気を悪くして顔をしかめる。

「ひとまずそう決めたが……やはり、後々気が変わるかもしれんな」

「父上！　意見を翻さない約束では？」

　朱蛇のぼやきに、すぐさま松波が非難の声をあげた。

「儂の気持ち的には、譲る領土を松波と仁で分けてほしい。そこでの動きを見せてもらった上で、どちらが儂の跡継ぎに相応しいかを決めたかったのだが……妻やその周辺に、猛反対されてしまった」

「当然です。母様が言うように、俺と兄のどちらが優れているか一目瞭然なのだから、検討する必要がどこにあるのですか？　俺ひとりで立派に領地を治めてみせますよ。まあどうしてもと望むなら、俺の手伝いくらいさせてあげてもいいけど」

　言いながら松波は小馬鹿にするように笑い、顔色を変えずに俯うつむいている仁へと意地の悪い顔を向ける。

「兄さんが将来引き継ぐとしたら、父上の跡ではなく、元人間の母親がやってる林の管理人の方だろ？　元人間の出来損ないでもできるんだから、無能な兄さんでも立派に果たせるよ」

「やめてください！」

　そこまで言われれば、さすがに美織でも朱果の林の守まもり女めのことを指しているのだとはっきりわかり、たまらず大きな声で叫んでしまう。

　食べると霊力の安定が図れる朱果の実を守る蛇のあやかしの女性を、朱果の林の守り女と呼ぶ。彼女も自分と同じように人間からあやかしになった過去を持つことから、美織は身近な存在に感じているのだ。

　美織に怒られ、松波は目を丸くする。同時にずっと無表情だった仁も驚いたように顔を上げ美織を見つめる。

　松波はすぐに心外だとばかりに眉根を寄せて、逆に美織を睨にらみつけてくる。

　美織も自分ごときが朱蛇の息子を非難する資格はないと考え、「失礼しました」と小声で謝罪の言葉を口にした。

　生意気だといった目で、松波は美織を不機嫌に見ていたが、怒った理由を察したように「ああ」と小さく声をあげて、半笑いで訂正の言葉をかけた。

「こちらこそ、すみません。そういえば、あなたも元人間でしたね。もちろんあなたのことを言っているわけではないですから、気にしないでください」

（今の私はあやかしなのに……元人間というだけで、見下す対象となるのね）

　どこまでも自分が優れているとして譲らない松波と、すべてを受け入れてただ黙って聞いている仁に、かつての自分と瑠花の姿が重なって、美織の心に重苦しさが広がる。

　続けて、ちょうど先ほどハルたちとの話に上がっていた巴乃のことまで思い出してさらに気が重くなり、美織の表情は強張っていく。

　自分の発言で、場の空気が重くなっていることなどまったく気にする様子もなく松波はすっくと立ち上がり、心なしか胸をのけぞらせながら魁の前まで一気に進み出た。

「魁殿、親父はこう言ってますが、俺が正式な跡継ぎに決まりました。今後は、当主同士としてよろしくお願いいたします」

　俺とお前は同等の立場なのだと主張するように松波は言い放つと、握手を求めるように手を差し伸べた。しかし、魁は応じることなく、ただその手を睨みつける。

　拒否されるとは思っていなかったのか松波は驚き、同時に魁の迫力に顔を青ざめさせ、気まずそうに手を引き戻した。

　息子の様子を見て、朱蛇は声高に笑ってから、厳しく諌いさめた。

「松波、魁殿はお前とそれほど歳は離れていないが、お前よりすべてにおいて格上だ。儂の領地で儂の息子として甘やかされて育ってきたお前など、相手にするわけがなかろう。礼儀を欠けば、お前に譲った途端、容よう赦しゃなく領土を奪いに来るかもしれんな」

　これまでずっと朱蛇の後ろで大きな顔をして生きてきたのだろう。松波は痛いところをつかれたらしく、悔しそうに顔を赤らめた。

「魁殿、見ての通りの青二才だ。領土を譲り渡す線引きはまた改めて伝えるが、魁殿の領地とも接している部分も出てくるゆえ、先に報告だけはさせてもらう」

「承知した」

「なにかあった時は、すまぬが力を貸してやってほしい」

「それは約束しかねる。それに本人も俺の力などいらぬと言うだろう」

　朱蛇からのお願いを魁はさらりと拒否した後、理解が追いついていないような顔をしている松波に対して、淡々と理由を述べ始めた。

「俺自身も人間の母親から産まれている。ご覧の通り、妻は元人間。息子も俺と同じ境遇だ。そんな男から助けられたら、さぞ惨めだろう」

　そこでようやく自分の失言に気付いたようで、松波は顔を青くし、凍りついたようにその場に立ち尽くす。

「俺は領土拡大に興味はないが、我が息子はそうじゃないかもしれない。息子が成長し、お前の領土も欲しいと言うなら、俺はためらいなく奪ってくればいいと答える。侮あなどっていた相手に寝首をかかれないように気をつけるんだな」

　ニヤリと笑いながらの魁の発言に松波は息をのみ、彼がずっと抱きかかえている小さな存在へと思わず視線を落とす。すると、じっと自分を見つめる彗と目が合い、松波の足がジリッと後退する。彗の眼差しが、最初に魁が自分に対して見せた品定めでもするような眼差しと重なって見えたのだろう。

　そんな息子に朱蛇は情けないとばかりに小さくため息をついて、厳しく言い放つ。

「儂の跡を継ぐということは、こういうことだぞ。たとえ相手が格上の相手でも、臆せず渡り合っていかなければ、のまれて終わりだ。領地も民も自分の命も守れない。いい勉強になったな」

　松波は仁の隣までゆっくり下がると、そのまま崩れ落ちるようにぺたりと座り込んだ。

　朱蛇は酒をひと口飲んでから、仕切り直すように再び口を開く。

「もうひとつ、儂からも魁殿に話があるのだが」

「なんですか？」

「先ほども言ったが、儂は本気で隠居する気でいる。そこでだ、中央地域の統括首をそなたに継いでほしい」

　朱蛇の話に驚いたのか、魁はわずかに目を大きく見開いた後、納得した様子でぽつりと呟く。

「なるほど、こちらが本題か」

「そうだ。私の領地を誰が継ぐかなんて話は、おまけに過ぎん」

「中央地域の統括首」

　美織が耳にした言葉を頭の中で反はん芻すうするように呟くと、それを聞き逃さなかった朱蛇が説明を始める。

「常世は東西南北に中央と、地域を区切っておるのは知っているか？」

「はい。私たちが暮らしているのは中央だと聞いています」

「その通り。統括首は中央地域の当主の代表として地域をまとめ上げ、自分たちの不利益にならぬよう他地域の統括首とも渡り合わねばならない。そして今現在、中央統括首として名前を連ねさせてもらっているのが儂だ。それを魁殿に継いでもらいたい」

　はっきりと言い切るところからして、朱蛇の気持ちはしっかり固まっているのが手に取るように伝わってくる。

（魁様はどのようにお考えなのかしら）

　美織は魁を見上げるものの、彼は口を開かない。その表情からもどのように考えているかが見えてこなかった。

　魁がなんと答えるのか気が気でないといった風に、松波が口を挟む。

「父上、この前の話し合いでは、中央統括首の話はしていなかったじゃないですか。そんな大事なことを勝手に決めてしまったら母さんが怒りますよ」

「だから、話をしなかった。言えば、統括首から退くことはもう少し先延ばしにしろと言うだろうからな。お前が儂の跡継ぎとして一人前になった後に、すべてを譲ってから退けと」

　松波は父の持っている権力を他に渡すのが口惜しいのか、それなら自分が一人前になるまで待てばいいじゃないかといった顔をする。

「お前が一人前になるまであと何年かかるんだ。とてもじゃないが待っていられない。当主として儂の跡を継ぐだけなら反対の声が出なくても、中央統括首としての跡目となると話は別。お前では中央の他の有力者たちを納得させられないだろうよ」

「そんなこと」と反論しかけて、松波は言葉をのみ込む。すでに長年当主として役目を果たしてきた魁と、まだ跡すら継げていない自分を比べられてしまえば、今の段階ではどう頑張っても勝ち目はない。

　朱蛇は「黙っておれ」といった目を松波に向けてから、改めるように魁と向き合った。

「お子が生まれて大変な時だというのはわかっている。美織殿にも負担をかけてしまうことになるのは申し訳なく思う……がしかし、こうして面と向かえば、自分の勘は正しいと自信が湧いてくる」

　朱蛇は美織を見つめながら、自信たっぷりの笑みを浮かべてみせた。

　美織はしばしきょとんとする。

「次の中央統括首は、魁殿以外考えられない。美織殿と共に力を尽くしてくれれば、中央地域は他の地域の脅威にさらされることはなく、儂の時代よりさらに安定し、強固なものになるだろう」

　期待と希望の込められた朱蛇の言葉に答えるように、魁がようやく口を開いた。

「……その件に関しては、今ここで即答できない。どう考えても、美織の負担の方が大きいからな。よく話し合って決めさせてくれ」

　魁の意見に、朱蛇はもちろんだと頷き、美織だけが話についていけずに困惑する。

（統括首となる魁様の負担より、私の負担の方が大きい？）

　どういうことかと考えて、少しばかり不安になる。

「半年後、私の領地で中央統括内の有力者たちの集まる祝祭を催すこととなった。そこでみんなに、統括首から退く考えと、魁殿に引き継ぐという話ができたらと思っている。おふたりでぜひ参加してほしい」

　朱蛇が期限含めて話をまとめると、ずっと魁に抱かれていた彗へと朗らかに笑いかけた。

「話は以上だ。長々とすまなかったな。彗も、泣きもせず耳を傾けていて偉いの」

　最後に酒を飲み干してから立ち上がり、「ご馳走さま」と声をかけてから、朱蛇は立ち上がる。「帰るぞ」と息子ふたりに声をかけてから、ひとり先に勝手知ったる様子で、すたすたと歩きだした。

　それにすぐさま松波が続き、その後、仁もゆっくりと立ち上がる。

　玄関まで進んでいく三人を見送るように、美織が玄関へと移動し始めると、魁も彗を抱いたまま歩きだす。

「失礼した」と朱蛇が玄関から出ていくと、松波も何度か魁へと振り返りつつ、外へと出ていく。

　父と弟が視界から消えた後、仁がゆるりと美織を振り返った。

「美織様、少しよろしいですか？」

　懐から取り出した小瓶を、そのまま美織へと差し出す。

「母から、美織様にお渡しするように預かって参りました」

「ありがとうございます。これはもしかして、朱果の果汁ですか？」

「はい、そう聞いております。ご出産おめでとうございます。少しでも回復の手助けになればと母が申しておりました」

　美織は仁から小瓶を受け取ると、嬉しそうに微笑んだ。それを見て、仁は美織に頭を下げた。

「美織様、ありがとうございます。美織様のおかげで、母が明るくなりました。笑い顔も見せてくれるようになって、息子として感謝しかありません」

「かっ、顔を上げてください。私の方こそ、あなたのお母様にはとてもお世話になったのです。不安な時に背中を押していただき、ありがたかったです」

　あやかしになるべく朱果の至宝を見つけようと朱果の林に入った時にかけてもらった励ましの言葉に、美織は勇気をもらったのだ。

　仁は顔を上げると、涙のたまった目で、美織を見つめ返した。

「今日はようやくおふたりに会えたこと、彗様の可愛らしいお顔まで拝見できたこと、母への土産話ができました。これからも母をよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。必ず、お返しを持って三人で朱果の林へ伺うとお伝えください」

　美織と魁に深く頭を下げた後、玄関を出ようとした仁を、魁が呼び止めた。

「待て。弟には力を貸してやるつもりはないが、お前の言葉なら耳くらい貸してやろう。なにか困ったことがあったら、ここに来るといい」

「ありがとうございます！」

　魁の言葉で、仁の目から涙がポロリと溢こぼれ落ちた。

　ずっと無表情を貫いていたが、それは感情を押し殺していたからだということがわかり、美織は気の毒になってくる。

　仁はもう一度深く魁に頭を下げた後「失礼いたします」と言って、玄関から外に出ていった。

「兄を跡目に選べばよかったのに。霊力も性格も弟より優れている」

「実は私もそのように感じていました。朱蛇様も、本当はそうされたかったのではと思いますよ。仁様が跡目なら、一人前になるまで待ったかもしれませんね。統括首を譲るために」

　美織も自分の考えを述べてから、魁と視線を通わせる。

　同じく人間の女から産まれ、霊力が高くて跡目に選ばれた魁と、霊力が高くても跡目に選ばれなかった仁。

（周りとの兼ね合いで、押し切られ妥協したけれど、中央統括首の座だけは現統括首として譲れず、魁様に話を持ってきたのかもしれない。中央地域を守るという一番の責任を果たすために）

　美織は魁へと手を伸ばし、いたわるようにそっと触れた。

（妻として魁様をしっかり支えなくちゃ）

　朱蛇という存在の大きさを改めて実感しながら、抜けてしまった穴埋めの余波はきっと魁の肩に圧しかかってくるだろうと予想し決意を強くした。
















二幕、新たな鬼灯の簪







　朱蛇が屋敷を訪ねてから一週間が経った。

　魁が忙しく、統括首のことに関してゆっくりと話ができていないが、半年後に朱蛇の領地にて行われる中央地域の祝祭に参加するなら、その前に信のところに顔を出しておくかという流れにはなっている。

「まったく気乗りしないが」と気だるくぼやいた魁の様子を思い返しながら、廊下を進んでいた美織は小さく微笑む。

　視線の先には、パタパタと可愛らしい音を響かせながら、好奇心いっぱいに四つん這いで進んでいく彗の姿がある。

　すれ違う女中たちから「彗様」と優しい声をかけられるたび、彗が顔を上げたり、進む速度を落としたりして反応をみせるため、女中たちから歓喜の声があがる。

　そうこうしているうちに庭が見渡せる縁側へとたどり着く。いつもはその辺りで狛犬たちが遊び回っている姿をよく見かけるが、今は魁と共に外へ出ているため、長閑のどかで静かな光景が広がっている。

　庭師が精魂込めて整えている立派な日本庭園を眺めていると、彗が着物の裾を引っ張ってきた。少しばかりぐずりそうな気配を感じ、美織はそっと彗を抱き上げる。

（そろそろお腹が空く頃合いかもしれない）

　そんなことを考えながら、「彗、部屋に戻りましょうね」と声をかけた時、日差しが降り注いでいた縁側にひらひらと舞い踊る影がちらつき、美織は思わず動きを止める。

　庭へ視線を戻すと、そこにはいつか目にした黒に緑の模様が入った大きな蝶が優雅に飛んでいた。

（この黒蝶……やっぱり嫌な感じがする）

　見つめていると威圧されているような感覚に陥るからか、自然と足が後ずさった時、美織の目の前にひらひらと羽ばたきながら黒蝶がもう二匹姿を現した。

　大きな蝶が三匹に増えたことで、気味の悪さを覚える。しかも前回同様、じっと観察しているみたいにこちらを向いているため、余計に心の中に重苦しさが広がっていく。

　警戒心を募らせると、最初に現れた一匹が、鋭く突き刺すかのように一直線に美織に向かってくる。

　かろうじてそれを避け、美織は動揺しつつも三匹それぞれの動向を注視する。

　今の動きは蝶というよりは小鳥のように素早く、攻撃を仕掛けてきたとしか思えない。

（どうして攻撃など……標的は私というより、まさか彗？）

　鋭く向かってきたその先にいたのは彗だったことに思い至ると、美織から怯えや動揺がふっと消え去った。

（彗を傷つけることは許さない。この子は私が守る）

　ぐずりだした彗をしっかりと抱いて、美織は黒蝶を強く睨みつけた。

　その瞬間、一気に空気が張り詰め、三匹の黒蝶の羽ばたき方が揃ってぎこちなくなる。一匹が痙けい攣れんしながら地面へと落ちていったのを皮切りに、残りの二匹が力を振り絞るようにして再び彗めがけて向かってくる。

　その動きに先ほどの鋭さはないが、それを敵だと判断した美織は警戒を緩めない。

　彗を右手でしっかりと抱きかかえながら左手を大きく振って黒蝶を追い払えば、二匹を数体の鬼火が取り囲む。続けて彗が大きな声で泣き喚き始めると旋風も巻き起こり、蝶の体に鬼火が燃え移っていた。

　一匹はそのまま鬼火によって燃やし尽くされ、もう一匹は右へ左へとよろめきながら、屋敷の外へと逃げていった。

「……今の鬼火は彗、あなたが？　守ってくれたのね。ありがとう」

　生じた小さな鬼火に美織は呆気にとられた後、彗に向かって微笑みかけた。そして、その柔らかな頬へと愛しさと感謝を込めて、口づけする。

「美織様！　彗様！」

　そこへ彗のただならぬ泣き声を聞きつけ、ハルとアキが慌てふためきながら廊下を駆けてくる。

「いかがなさいましたか？」

「蝶々がいて……でも、平気よ。彗が追い払ってくれたから」

「蝶々でございますか……あら？　なにか落ちていますね」

　アキが庭に見慣れぬものが落ちているのに気付き、縁側の下に用意されている草履を履いてそちらへと向かっていく。ちょうどそこは燃えた蝶々が落ちた場所だったため、美織は「アキ、気をつけて」と声をかけた。

「こっ、これは灰になってしまっていますね……ああ、あちらにも同じものが」

　最初に拾い上げたものは、アキの言葉通り、燃えかすとなってパラパラと崩れ落ちていった。

　アキはもうひとつの方も指で摘み上げると、そのまま縁側へと舞い戻る。

「美織様、これは神楽かぐらの葉でございます」

　見せられたのは丸みを帯びた小さな葉で、美織は思わず言葉を失う。

「蝶々ではないの？」

　落ちていったのは確かに黒蝶だったはずなのに、アキの手にあるのはただの葉っぱでしかなく、美織は大きく動揺する。

「神楽の葉とはいったい？」

「まるで神楽の鈴のようにたくさんの葉がついていることから、そう呼ばれているのですが……式しき属ぞくを生み出す際に形代として使われることがありまして、蝶々と仰っていましたし、もしかしてそれでしょうか？」

　とても言い難そうに、しかしその可能性を隠すことはせずに、アキが補足を入れる。

「式属だなんて、誰がなんのために？」

　ハルはアキが持っている神楽の葉に眉を寄せて困惑気味に呟いた。

（式属……式神のようなものかしら）

　かつて暮らしていた浅あさ羽ばねの家でも、人の形を模った形代を何度か目にしたことがある。大事に保管されていたこともあって、もちろん美織はそれに触れることはしなかったが、陰おん陽みょう道どうと関わりのある家系では馴染み深いものである。

　葉と紙とで違いはあるものの、そういうことだろうと想像すると、次第に先ほど感じた違和感がぴたりとはまっていくような感覚を得た。

「相手が誰かまではわかりませんが、目的は彗だったように思います。蝶々がじっと彗を見つめていましたから」

　美織の言葉にハルは「そんな」と悲痛の声をあげ、彗へ心配そうな眼差しを向ける。

　当の彗は眠そうな目でぼんやりと美織を見つめていたが、大きなあくびをすると共に、身を捩よじってぐずり始めた。

「そうだったわね。部屋に帰りましょう」

　美織はあやしながら優しく声をかけ、今一度庭へと目を向ける。

　不穏な気配はもうないが、先ほどアキが掴み取ろうとした葉の燃えかすが、風に吹かれて物陰へと消えていった。

　美織は自室に向かって静かに歩きだし、神妙な面持ちでハルとアキに考えを述べる。

「魁様が帰宅されたら、すぐに今さっきの出来事を聞いていただくことにします」

「そうなさった方がいいです。これは重要な証拠になりますから、しっかりと保管しておきましょう」

　手に持った神楽の葉を警戒心むき出しの眼差しで見つめているアキに、美織は神妙な面持ちで頷いたのだった。




　その晩、魁が屋敷に戻ってくるのを見計らって、美織は彗を抱いて彼の部屋へと向かう。

「魁様、聞いていただきたい話があるのですが、よろしいですか？」

「ああ。入れ」

　廊下から断りを入れると、魁の返事と共に、内側から八雲によって戸が開けられた。

「ありがとうございます」

　八雲に感謝しつつ室内に足を踏み入れると、囲炉裏の近くに座っている魁を見つけ、美織は微笑みかける。

「すみません。今、片付けますので、もうしばらく彗様を抱いていてください」

　八雲は刀の手入れをしていたらしい。部屋の隅に置かれた刀はもちろん、出しっぱなしになっていた道具を慌てて片付け始めた。

　その様子を腕から身を乗り出し、興味津々で見ている彗の姿に魁は苦笑いしつつ、自分の傍らにある座布団へ座るように美織を促す。

「ここに来るのは久しぶりだな」

「そうですね。出産後は自室にこもりきりでしたから」

　出産前はこちらで夜を過ごすことも多かったが、出産直後から、ハルとアキも美織の部屋で寝泊まりしてくれていて、子育てを手厚く手伝ってくれている。

　美織が魁の傍らに腰を下ろすと、押入れの中に道具などをしまい込んだ八雲が「美織様、もう大丈夫です」と声をかけてくれる。すると、言葉を理解しているかのように、彗が美織の腕から飛び出して、元気よく部屋の中をハイハイし始めた。

　その姿を美織は目で追いかける。八雲が彗のそばでしゃがみ込み、「ハイハイの腕、上がってますね」と真面目な顔で話しかけた。

「美織、持ってきたものを見せてみろ」

　魁は気づいているらしく、美織の着物の袖を見つめながら話を切り出してきた。すぐに美織もこの部屋を訪ねた目的を思い出し、慌てて袖の袂から神楽の葉を取り出した。

「昼間のことですが、庭に大きな黒蝶が現れました。少し前にも同じものを目にしていて、その時と同じでなんだか気味が悪くて……しかも今日は三匹に増えたので余計に」

　美織は思い出しながら話をし、差し出された魁の手の上に神楽の葉をのせた。

「式属だ。間違いない。怪我はないか？」

「彗も私も怪我はありません。むしろ彗が鬼火と旋風で追い払ってくれました。頼もしいです。母親としては情けない限りですが」

　弱々しく笑った美織から、神楽の葉へと魁は視線を落とす。確認するように葉をひっくり返した後、魁は苦笑いで否定する。

「……そうか。美織は陰陽師の家系の出だったな。情けなくなる必要は少しもないぞ」

　陰陽師の家系であることとどう話が繋がっているのか理解できなかったが、励まされたように感じて、美織は「ありがとうございます」と表情を和らげた。

　しかし、魁の指先がくるりと神楽の葉をひっくり返した瞬間、葉に金色の糸が絡まっているように見えて、目を丸くする。

（今のはなに？）

　疑問を抱いたものの、瞬きを繰り返していたら見えなくなってしまい、美織は言葉をのみ込んだ。

「あとの二体はどうした？」

「……え？　あ、はい。一体目は燃え尽きてしまいまして、二体目には逃げられました。すみません」

「構わない。一体捕獲しただけで十分だ。気にするな」

　申し訳なさそうな面持ちの美織に、魁は首を横に振る。

　すると、ふたりの話を聞いていた八雲がぽつりと問いかけた。

「美織様、式属はどのような黒蝶でしたか？　緑の模様など入っておりましたか？」

「ええ。その通りです。どうしてわかったのですか？」

「式属を送りつけてくる相手に心当たりがあります。なので、その方の式属の特徴を言ったまでです」

　あっさりと放たれた八雲の言葉に、美織は驚きの眼差しを魁へと移動させる。

「ということは、魁様もお心当たりがあるのですね？　いったいどなたがそのようなことを？」

　恐る恐るといった様子で美織が核心に迫ると、魁は眉間に皺を寄せつつも微み塵じんの迷いもなく口を開く。

「……俺の継母だ」

「巴乃様が、ですか？」

　そこで、「余計な真似はするな、目障りだと伝えておけ」と魁が高明に対して最後にかけた言葉の意味をようやく理解し、美織は複雑な面持ちとなる。

「私には、蝶々が彗を狙っていたように感じました」

　ふたりの言葉を信じるなら、巴乃が彗を狙っていたことになる。信じたくないという思いは、許せないという憤りへとすぐに塗り変わっていき、美織は膝の上でぎゅっと拳を握りしめる。

「いつ何時、式属が姿を現しても、私がしっかりと彗を守れるようにならないと」

　そして溢れ出そうになる悔しさを、覚悟の言葉と共に吐露すると、握りしめた手の上に、温かな大きな手が重ね置かれた。

「ひとりで背負うな。同じ鬼など上位のあやかしたちは式属を送って用件を伝えてくることもあり、屋敷の敷地の中に入ってきても殺気のないものは弾かないようにしていた俺にも落ち度がある。これからは式属をすべて弾くか……いや、狛犬か九尾の狐を、番犬代わりに置いておいた方が安心かもしれないな。もちろん屋敷の者にも注意喚起をしておこう。ふたりで足りないところは、みんなの力を借りればいい」

　自分を見つめる魁の優しい眼差しに美織は冷静さを取り戻し、「はい」と返事をしながら、魁の手の上に、もう片方の手を重ねた。

　彗を追いかけるようにして部屋の中をうろうろと歩き回っていた八雲は、ふたりに目を向けることなく話に加わる。

「空気を読まずに意見を言わせてもらいます。たとえばですけど、美織様も式属を操って応戦するというのもひとつの解決策のように思えます。今回のことだけでなく、なにかあった際、やり返す手段を持っていた方が美織様も心強いかと」

　八雲の意見を聞いて、美織はハッとさせられる。すぐさま魁へと前のめり気味に問いかけた。

「しっ、式属というものは、私にも作り出せるのですか」

「訓練すれば使えるようになるが、式属を送った相手が自分より格上だと、反撃を喰らう場合もある。使えなくてもなんら問題ないし、美織はそのままで十分だ」

　美織が持ってきた神楽の葉へと視線を落としつつ魁が考えを述べると、美織は「でも」と小声で呟いた後、顔を伏せた。

（式属を使えるようになれば、みんなと一緒に彗を守れるかもしれないと思ったけれど……霊力を使ってなにかしたことすらない自分が扱えるかもなんて、やっぱり甘いわよね）

　そう思いつつも、すっぱり諦めきれずに美織が縋るように再び魁を見ると、やがて魁が根負けしたように八雲に指示を飛ばした。

「八雲、神楽の葉を一枚」

　八雲はすぐさま魁のそばまでやってくると、その場で片膝をつき、袂から取り出した神楽の葉を魁に差し出す。

　それを見て美織は思わず目を丸くする。

「……常にお持ちなのですか？」

「ええ。式属で事足りる相手も多く、重宝するので常備しています」

　霊力の高い者からすると、そうなるのかと美織が思わず納得すると、魁が神楽の葉を掴み取った。そして霊力をこめるかのように目をすっと細めた次の瞬間、葉が立派な鷹へと姿を変えた。

「すごい」

　美織が呟くと同時に、畳の上へと舞い降りた鷹のもとへと、好奇心で目をきらきらと輝かせた彗がまっすぐ突き進んでいく。

　その勢いに驚くようにして逃げていく鷹をどこまでも追いかけ回す彗を、「怖いもの知らずですね」と八雲が捕まえた。

「生み出せる式属は霊力の高さによって異なる。鳥獣系の式属だった場合、相手が悪いと認識し、決して深入りせず、引くことを考えた方がいい」

「わかりました」

「あとは美織も目にした蝶や、ネズミなどの小動物も見かけたことがあるな。その程度は取るに足らない……が、決して油断はしないように」

　魁や八雲にとっては取るに足らない相手であっても自分には違うとちゃんと承知しているため、美織は魁へと「わかりました」と苦笑いで繰り返した。

「そのさらに上に、高位使役と呼ばれるものもあります。それができる相手の方が断然厄やっ介かいです」

　補足した八雲に、美織が「高位使役？」と疑問をぶつけると、彼の説明が続く。

「わかりやすく言うと、九尾の狐や狛犬がそれに当たります。もとが葉っぱなどではなく、生命体ですからね。俺もできません」

　それができる人物に大いに心当たりがあり、思わず美織は魁を見上げた。

「本当に魁様はすごいお方なのですね」

「八雲からは断然厄介だと言われたけどな」

　魁は苦笑いしてから、軽く手を払うような仕草を見せた。すると、式属がパッと姿を消し、葉に戻ってしまい、彗は驚いた様子で周囲をきょろきょろと見回した。

「美織も、式属使いにとっては厄介な相手だろうな」

　神楽の葉を再び掴み取った魁がそんなことを呟いて口元に笑みを浮かべたが、美織は意味がわからず、彼をきょとんと見つめ返した。




　日を同じくして、しかし時間は随分過ぎて、夜分遅くのこと。羽を焦がした一匹の黒蝶が最後の力を振り絞るようにして、とある屋敷の塀を越えて敷地内へと入っていった。

　月の光を浴びるように、庭に黒髪の女がひとり立っている。そこへと黒蝶は舞い降りていき、華きゃ奢しゃな肩の上でようやく羽を休めた瞬間、女が乱暴に蝶を掴み取った。

　ぐしゃりと握りしめた後、女の手からわずかに焦げた神楽の葉がはらりと落ちていく。

「下等な女から産まれたくせに、一丁前に鬼火を使うか」

　式属から感じ取った霊力から、これまで煮湯を飲まされ続けてきた相手の顔がちらつく。しかし、相手がその場にいたならば、先ほどの式属も戻ってこられはしなかったはずで、逆に式属を飛ばしてこちらに攻撃を仕掛けてきたことだろう。

　そのため、自分の式属を追い払ったのは、産まれたばかりの赤子の可能性が高いと女は推測する。

「魁も、その赤子も、どこまでも憎たらしい」

　女が髪をかき乱しながらそう吐き捨てると、屋敷の廊下を音もなく進んできた高明がぴたりと足を止めて、女へと厳しい眼差しを向けた。

「巴乃様、式属を飛ばされたのですね。魁様より預かった言葉をお伝えしたはずですが、お忘れになられましたか？」

「黙れ、高明。お前ごときがこの私に小言だと？　気分が悪い！」

「……失礼いたしました」

　高明が淡々と謝罪の言葉を口にすると、廊下の奥の暗がりから男が姿を現す。同時に男の高い霊力により、一気にその場の空気が張り詰めたものとなる。

「式属を飛ばされれば、探りを入れられているようにしか思えない。魁を怒らせるのが目に見えているだろう。魁が手にした家族の様子が気になるなら、そのような周りくどいことなどせずに、我らも高明と共に赴けばよかったのでは？」

「……信様」

　巴乃はなにか言いたげな顔をするものの、その名を呼びかけるだけにとどめた。

　冷たく感じられる眼差しも相まって、その男の容姿は〝美しい〟と形容するのが一番相応しい。黒髪は耳を隠すほどの長さで、魁と大きく違いはあるが、その美貌と他者に与える威圧感には確かな血の繋がりが感じられる。

　信が高明の隣で足を止めると、巴乃へ向けている眼差しが剣を孕はらんだ。

「気になっているだけで……まさかいらぬことはしておらぬよな」

　攻撃を仕掛けていないかの確認であり、信から漏れ伝わってくる怒気が、もしそうであれば見過ごしはしないと語っているかのようである。

「もちろん。なにもしておりませんよ」

　一段と重苦しくなった空気に高明がたまらず背筋を震わせる一方で、巴乃は顔色ひとつ変えずに淀みなく答えた。

　信が「そうか」と呟くと、少しばかり空気が和らぎ、息苦しさも緩和されていく。

　その変化を彼が納得したものと捉えた巴乃は、先ほどまでの勢いを取り戻すように、自論を展開し始める。

「そもそも高貴なあやかしである私たちが、人間臭い場所にわざわざ行かないといけないのですか？　あちらから挨拶に来るのが礼儀でしょう？」

　高明はため息をつきそうになるのを堪こらえた後、冷静さを言葉に滲ませながら、自分の考えをぶつける。

「美織様は元人間でございますが、今は立派な鬼のあやかしになっておいででした。そのような言葉は決して魁様の前で口にされませんように。魁様は美織様をとても大切にされておりますゆえ」

「鬼のあやかしですって？　元人間の分際で、私と同じ鬼だなんて烏お滸こがましい……二度とそんなことを口走らないでちょうだい」

　それ以上喋るなとばかりに巴乃から睨みつけられ、高明はさっさと口を閉じたが、表情は呆れ切っていて、肩も竦めてみせた。

「……お前は変わらぬな」

「ええ。変わりません。あなたが当主を務め、私がその妻としてお役目を果たしていた、あの頃のままです」

　呆れた様子なのは信も同じで、ため息混じりに呟くと、すぐさま巴乃はさも当然だといった様子で言い放つ。

「元人間の分際で、智里さんを侮辱したと聞きましたよ。当主の妻として周りのあやかしたちに、さぞ大きな顔をしているのでしょうね。不満も言えないでしょうし、みんなかわいそうに」

「町のあやかしたちと少し話をしてきましたが、みんな口を揃えて謙虚な方だと言っていました。少なくとも私には、美織様を当主の妻として受け入れているように見えましたけど」

　そっぽを向いて目を合わせないようにして、美織を庇かばう発言をした高明に、すぐさま巴乃が噛かみつく。

「魁の手前、仕方なくそう言っているだけでしょう！　魁の機嫌を損ねるような発言をしたら、町を追い出されてしまうのだから……お前も、主に反抗的な態度を取ってただで済むと思っているのか？」

「私の主は信様であって、あなたではございません」

「高明！　イタチごときが生意気な！」

　恨み節を強くして巴乃が金切り声をあげると、信から「やめろ」と厳しく制される。高明は「失礼しました」と素直に謝罪を述べて首を垂れた。

　一方で、信から責めるような目を向けられた巴乃は、苦虫を噛み潰したような顔をするものの、強気な姿勢は崩さない。

「……とにかく、魁ひとりなら、なんとか当主を務められていたかもしれませんが、元人間の小娘が当主の嫁として相応しくないようなら、魁を退かせることも考えないとね」

　冷たい風が吹き抜けると庭の低木が揺れて、そこからわずかに鈴の音が聞こえてくる。巴乃はその音に引き寄せられるようにゆっくりと近づいていき、薄く発光しながら鈴の音を響かせる葉をつけた枝を手折って、小さく微笑む。

「式属を飛ばすことはやめないわ。私が見極めて、無関心なあなたや、領地で暮らすすべてのあやかしたちの代わりに、引導を渡してやるわ」

　神楽の葉を手にしながら堂々と宣言してきた巴乃に、高明は真顔となり、信は呆れきった様子でため息をつく。

「俺はもう引退した身。魁を引きずり下ろしてまで当主に戻りたいなど、今さら思わぬ」

「当主になるべき者がもうひとりいるでしょう。あなたの子どもは魁だけじゃありません」

「……瀧か」

「瀧は独り身ですからね。ゆくゆくは、当主の妻として相応しい高貴な血筋の娘と縁を結ばせるとして……それまでは私が、今度は当主の母として再び勤めを果たしてみせましょう」

　当主の妻が叶わないなら当主の母としてあやかしたちの上に立ちたいという巴乃の思いが、野心たっぷりの微笑みから伝わってきて、信は「結局はそれか」と高明にも聞き取れないほどの声音で呟いた。

　そして少しばかりためらったのち、信ははっきりと巴乃に告げた。

「魁を当主から下げるのは難しい。朱蛇殿が黙っていないからだ」

「……朱蛇様？　どうして今、その名が出てくるのです」

「今宵の月の明るさに惹ひかれて屋敷のそばを散歩していたら、朱蛇殿のお付きのあやかしがやってきて、報告を受けた」

　根無草のように普段からふらふらと歩き回っているため、このような時間に散歩に行っていたと言われてもさほど驚きもしない。しかし、朱蛇から接触があったと聞いてしまえば、巴乃と、同行していなかったらしい高明にはなおさら動揺が走る。

「なんの報告です？」

「朱蛇殿が、領地の半分を息子に譲ると決めたらしい……それと、中央統括首を引き継いでほしいと魁に申し出たとのことだ」

「中央統括首を魁にですって!?」

「返事は保留となっているが、朱蛇殿が次の統括首は魁以外考えられないと言ってくれているらしく、半年後に催される中央地域の祝祭のその日までに、強引に約束を取り付けるだろうとのことだ」

　巴乃は唖然としたまま立ちつくす。しかし、「それは素晴らしい！」と高明が褒め称え、手まで叩たたきだしたところで、神楽の枝を握りしめ、ぱきぱきと折れる音を響かせた。

「統括首に就くには有力者たちからの多くの同意が必要だが、魁を当主から下ろそうとする動きがあるとなれば不利に働いてしまう。当然、朱蛇殿が黙っているはずがないだろう？」

「魁の霊力の高さは認めるわ。けれど統括首となれば、魁だけじゃなくその妻の霊力も重要となってくる。中央統括首の嫁が元人間だなんて、他の地域のあやかしたちに馬鹿にされてしまうわ。朱蛇様はなにをお考えなのかしら」

「朱蛇殿は甘くない。次の世代で中央地域を任せられる者たちと考えた末、魁夫婦を選んだはずだ。それは魁だけじゃなく、魁の霊力を色濃く引き継いでいる彗を無事に産み、あやかしへと生まれ変わった美織さんもまた、朱蛇殿のお眼鏡にかなったということ」

　信が満月を見上げながら、どことなく誇らしげに見えるような顔で考えを述べた時、高明が慌てた様子で信の袂を軽く引っ張った。何事かと視線を移動させた信は、高明から目線で示され、そこでようやく巴乃が怒りで爆発寸前なことに気付かされる。

「中央地域の当主の妻や、跡継ぎ候補とされている息子の嫁に、高貴な血族の出身者が多くいます。もちろん鬼のあやかしである私も含めて。魁の元人間の嫁は、その誰よりも素晴らしい霊力をお持ちということかしら」

　声を震わせながら巴乃から責め立てられ、信は「おい待て、お前や他の者たちを蔑んだつもりはない」と弁明するが、それは誇りを傷つけられた巴乃の耳には入らない。

「そうじゃなきゃ、私は許せない。中央統括首の立場に魁が就くというだけでも腹立たしいのに、元人間の小娘に大きな顔で指図されるなんて我慢できないわ。絶対に反対よ！」

　巴乃は折った神楽の枝を地面に投げ捨てると、それを力いっぱい踏みつけた。

　信と高明はそれを止めることなく、繰り返し踏みつける様を静かに見つめている。

　やがて巴乃はなにかを思いついたように動きを止めた。

「半年後の祝祭、私たちも出席させていただきましょう。必ず」

　必ずという力のこもったひと言に、信と高明は揃って表情を強張らせたが、巴乃はゆっくりと庭から縁側へと上がり、屋敷の奥へと消えていった。

「もう一度魁様のもとへ行き、詫びを入れてきた方が？」

「……ああ、よろしく頼む」

　高明からの問いかけに、信は苦笑いをしながら答えると、何回も踏みつけられてばらばらになってしまった神楽の枝葉に向かって、深いため息をついたのだった。




　彗は生後半年を迎え、立ち上がっては一歩を踏み出せるまでに成長していた。

　ハルと共に玄関から外へと出た美織の視界に、魁の足にぎゅっとしがみついた状態の彗の姿が飛び込んでくる。彗は履き下ろしたばかりの慣れない草履をしきりに気にしていて、その様子が可愛らしくて思わず笑みを浮かべた。

「魁様、お待たせいたしました……一昨日も思いましたが、彗の草履ぴったりですね」

　魁と彗、そしてそのそばに控えている八雲のところへと近づいていくと、美織に気付いた彗が魁の足元からとてとてと歩を進める。

　大きくふらついて倒れそうになった彗に対し、美織とハルが「危ない」と声をあげると同時に、後ろからしっかりとつかまえる形で魁が彗を掴み、抱き上げた。

「この様子では、お義父様にお会いする頃にはもう履けなくなっているかもしれませんね」

「それも仕方ない。孫の顔を見ることで満足してもらおう……さ、出発するぞ」

　魁が彗を抱いたまま門のそばに停まっている牛車に向かって歩きだすと、それに美織とハルが続く。

　よく見ると牛ではなく狛犬たちが繋がれていて、美織が「今日はよろしくお願いします」と話しかけると、二匹が揃って嬉しそうに吠えた。

　四人が屋形に入ったのを確認した後、八雲が御者台に乗り込み、慣れた手つきで手綱を振るうと、力強く狛犬たちが走りだす。

　先ほども話に上がっていたが、一昨日、高明が再び屋敷にやってきて、「草履が完成しましたので」と彗に贈り物をくれたのだ。今回はもてなしをさせてもらうべく客間に上がってもらい、そこで彗とも初顔合わせとなった。

　彗は高明を警戒したのか、しばらく距離を置きつつぐずっていたが、次第にそばに近づくようになると、高明はまるで自分の孫と接するかのように嬉しそうに顔を綻ばせた。

　並べられた酒や食事に手をつける前に、「魁様ならもう気付いていらっしゃると思いますが」と高明は前置きし、巴乃が式属を飛ばしていたことについて謝罪をした。

　美織に「高明様が謝る必要はありませんよ」と気遣われたことで、高明はさらに申し訳なさそうな顔となり、「信様と共に注意はしましたけど、巴乃様に反省の色はなく、もしかしたらまた同じことを繰り返されるかもしれません」と苦々しく告げた。

　そして、朱蛇が魁に統括首の継承の打診をしたことも、信はもちろん、巴乃も知っていると打ち明け、「巴乃様が祝祭への参加を強く希望していらっしゃいます」と付け加えた。

　実は、中央地域の祝祭の開催が三ヶ月後に決定したと、先日朱蛇の使いから報告を受けたばかりということもあり、魁が「俺たちはまだ引き受けるかどうか決めていない」と高明に説明した。

　その上で、「とはいえ、こちらも祝祭に参加する可能性はある。そこで初顔合わせとなるよりは、その前に一度父上のもとを訪ねておくことにする」と決めたのだ。

　そのため今日は少しでも彗に外出に慣れてもらうべく、五人でお出かけすることとなった。

　目的地は、以前美織が魁に簪かんざしを買ってもらい、そして鬼灯の簪の修理をお願いしていた簪屋があるあの町である。

　鬼灯の形をした宝玉のついた鬼灯の簪は、幼い頃に常世に迷い込んだ美織が魁からもらったものである。一度は瑠花に奪われてしまったが、この簪がきっかけとなり、魁と再会を果たすことができた。

　結果、宝玉は割れてしまったのだが、鬼灯の簪は沙月の形見でもあるため、以前のような姿を取り戻せればと簪屋に託したのだ。

　つい先日、修理が完了したと連絡をもらい、美織は楽しみにしながらこの日を迎えたのだった。

「美織は久しぶりの外出だな。欲しいものはなんでも購入したらいい」

「私は特に欲しいものなどありませんので、彗の方でなにか必要なものがあれば買っていただけたらと思っているのですが……なにかありますか？」

　物見から町の景色を眺めている彗を軽く押さえながら、美織はハルに確認するように問いかける。

「そうですね。頂き物も多くございますし、足りないものは特に思いつきませんねぇ」

　草履をはじめ、彗が着ている赤子用の袴も贈り物であり、事足りてしまっているため、ハルもなにも思いつかない様子である。

　彗の姿に気付くと、町のあやかしたちが「彗様！」と笑顔で手を振ってきて、無反応の彗に代わって美織が軽く会釈をする。

　警備をかねて歩いていた天狗たちも、狛犬たちや御者台の八雲の姿に気付いたからか、こちらに向かってとても丁寧に頭を下げる様子が見受けられた。

　流れていく景色は前に乗った時よりも格段に速い。狛犬たちの力強い走りを肌で感じながら、美織とハルが「狛犬たちは速いですね」と話をしていると、魁が考えをまとめたように話しだす。

「祝祭に参加する際と、間に合うなら父上のもとに行く時のものとして、彗と美織に新しい着物をあつらえよう……いや、間に合わなくても構わないか。気に入る反物があれば、すべて購入しよう」

「わ、私はすでに何着もいただいていますし、まだ袖を通してないものもあります。彗のものだけでよろしいかと」

「何着あっても構わないだろう。久しぶりに俺も美織に贈り物がしたい」

（……い、いえ。毎日のようになにかしらいただいておりますけど）

　最近では「似合うと思ったから」と桜色の巾着や、「美お味いしそうに見えたから」と水飴を手土産として魁からもらっている。

　その時のことを思い返して戸惑いの表情を浮かべるものの、眠くなってきたのか、もしくは退屈になってきたのか、彗がぐずり始めたため、美織は優しく我が子を抱き寄せた。

　彗をあやすうちに、一行は川岸へと到着する。少しの間休ませるべく狛犬たちをその場に残し、前回同様、美織たちは川舟に乗り換える。

　美織に抱かれている彗を途中で魁が引き受けつつ、久しぶりの町へと降り立った。

　やはり魁はあやかしたちの視線を集めるが、今回はその腕にいる彗も同じくらい注目されていて、「なんと可愛らしい！」といったうっとりした声や、「さすがお子も霊力が高い」と感心するような声が聞こえてきた。

　八雲から微かな笑い声が聞こえた気がして、美織が不思議に思って目を向けると、それに気付いた八雲がこそっと話しかけてくる。

「すみません……ご自分が注目を集めても無感動なのに、彗様が褒められたらまんざらでもないご様子だったので、つい笑ってしまいました」

　言われて様子をうかがえば、魁が誇らしげな顔をしているように見えてきて、美織も思わず微笑んだ。

「……こそこそ喋っていないで、まずは簪屋に行くぞ」

　八雲の言葉は聞こえていたらしく、魁がじとりと視線を向けてくる。

　集まってきていたあやかしたちは魁の不機嫌な眼差しを目にして恐れ慄おののくが、八雲はさほど気にした様子もなく「はい」と返事をし、美織も普段と変わらぬやり取りに再び笑みを浮かべる。

「魁様！」

　後方から聞き覚えのある声がかけられ、美織も足を止めて振り返る。そこには智里と、友人らしき女の狐のあやかしたちがいた。

　智里は魁へにこりと笑いかけてから、美織へ視線を移動させた。

「こんにちは」

　その声音はとても気まずそうで、以前一方的に嫉妬をぶつけてしまったことを今でも負い目に感じているのが伝わってくる。

　もちろんそれに関してはすでに謝ってもらっていることもあり、美織に智里を責める気持ちなどない。

「智里さん、こんにちは。出産のお祝いを、しかもとても高価な物を贈ってくださって、ありがとうございます。お陰様でこうして体調を崩すことなく、元気に過ごせております」

「役に立ったのなら贈った甲斐があったわ。そちらこそ、お礼の品をありがとう。早速使わせてもらってる。お陰で髪が艶つややかで気分がいいわ」

　ハルとアキと主治医にも相談して、智里へのお礼は椿油にしたのだ。気に入ってもらえるか不安だったが、智里の表情から不評ではないのがわかり、美織はホッと胸を撫で下ろした。

「……その子が、あなたたちの子どもよね？」

　視線を魁へと戻すと、智里は自然とその腕に抱かれている幼子に注目する。ほんの一瞬、奪い取られてしまいそうな気持ちになり怖くなるものの、智里から返答を求めるような顔で見られ、美織はすぐに冷静さを取り戻していく。

「彗と言います」

「彗……魁様にそっくりね。その仏頂面が」

　智里が「ふふっ」と笑い、美織は魁と彗を見比べて苦笑いする。

　魁は完全に煩わずらわしいとばかりの顔で、そして彗は強く警戒しているのかしかめっ面となっているため、その表情は確かに似通っている。

　そこで智里が魁と彗に近寄っていったため、彗が嫌がるように魁にしがみついた。

「正解よ。私はあなたにとって警戒すべき存在……でもね、今だけはその必要はない。私に攻撃の意思はないもの」

　智里は彗に笑いかけながら、赤いかざぐるまを差し出した。それに彗がきょとんとした顔をした時、風が吹き抜け、かざぐるまがカラカラと回りだす。

「あげるわ。さっきもらったの」

　回転が止まったところで、彗は恐る恐る小さな手を伸ばし、それを受け取る。次の瞬間、再びかざぐるまが回りだし、一気に彗の目が輝いた。

　彗がにっこりと智里に笑いかけると、智里は口元を押さえて、ゆっくりと後ずさっていく。

「小さな魁様が笑ってる。すごい破壊力だわ。あれほど可愛らしい生き物、見たことない」

　そんなことを小声でぶつぶつ言いながら、そのまま智里はその場を離れていき、友人のあやかしたちが慌てて智里を追いかけていった。

「ち、智里さん。かざぐるまをありがとうございます！」

　声が届かないだろうことは承知の上で美織がお礼を言った横で、ハルが「わかります。彗様は本当に可愛らしいですものね」としみじみ呟いた。

　そこから一行は簪屋へと移動する。店の暖の簾れんをくぐったところで、魁たちの来店に気付いた店主が店の奥から、わずかに足を引きずりながらやってくる。

「魁様、美織様、大変ご無沙汰しておりました。予定よりも長くお待たせしてしまったのですから、本来ならこちらからお渡しに上がるべきだったのに、申し訳ありません」

「構わない。それより怪我は大丈夫か？　痛むなら気にせず座ってくれ」

「ありがとうございます。足も手もだいぶ治ってきましたので大丈夫です」

　店主が転んで足と手を怪我してしまい、鬼灯の簪の完成が遅れてしまっていたのだ。

　前に店主の代わりとして事情を伝えに来たあやかしに、美織は「こちらはいつでも構いませんので、回復を優先するようにお伝えください」と返事をしたのだった。

　店主は「少々お待ちください」とひと言断ってから、ゆっくりと店の中を移動して戸棚の前まで行く。棚の小さな扉を開けて中から長方形の箱を取り出すと、大事そうに両手で抱え持って、美織と魁の前まで戻ってくる。

「早速ですが……記憶を頼りに作り直させていただいた鬼灯の簪です」

　美織は魁と視線を通わせた後、箱を受け取って、胸を高鳴らせながら蓋を開けて中を確認する。

「綺麗」

「また傑作が生まれたな」

　鬼灯の宝玉の形状は前とそれほど変わりがないのに、艶やかな輝きは幾重にも折り重なり繊細で、傾けると色の濃淡が生まれ、眩さも増す。宝玉自体も強い霊力を内包していて、まるでひとつの生命体を見ているような気持ちになっていく。

　そのため記憶を頼りに作ったものであっても、まったくの別物に見えて仕方なく、魁が言うようにまたひとつ店主の手によって傑作が生み出されたのは間違いない。

　うっとりと呟いた後も宝玉から目を離せずにいると、心奪われるような感覚に既視感を覚え、美織はハッとさせられる。

（魅了されるところもしっかりと継承されているのね）

　もう会うことはないかもしれない従妹の瑠花が鬼灯の簪に惚れ込んでいた様子を思い出し、わずかながらもいまだに気持ちが重くなる。

　美織が自然と瞳を伏せると、店主が「すみませんが、お言葉に甘えて少しだけ失礼します」と手近にあった踏み台に腰掛けた。深く息を吐いて穏やかな面持ちを取り戻した後、美織へと話しかけた。

「その宝玉はまだまだ霊力を高められます。今度は美織様の霊力で磨き上げてください」

（今度はということは、以前の宝玉は魁様のお母様の霊力で磨き上げられたものだったのね）

　確かに、何度も沙月に助けてもらったような感覚を抱いていた。そのため、美織は納得すると同時に、いずれ自分も彗の花嫁へ引き継ぐことができたらと、使命感のようなものが湧き上がってくる。

「はい。頑張ります！」

　美織がいつもより声を張って返事をし、それに店主が微笑みを返した時、美織の頭部になにかが触れた。驚き見ると魁の手には扇型の簪があり、美織はきょとんとする。

「この形のものは持っていなかっただろう。美織に似合うな。これももらおう」

　かざぐるまを握りしめながら簪にも興味を示している彗の手をかわしながら魁が購入の意思を示すと、店主はすぐさま踏み台から腰を上げ、「ありがとうございます」と魁から簪を受け取る。

「他には……」

「魁様、これから美織様が選ぶ反物のお色や柄に合わせて購入されてはいかがですか？」

「そうだな。後でまた立ち寄ることにしよう」

　まだ物足りないとばかりに物色を始めた魁だったが、ハルの提案にすぐに乗り、気持ちは呉服屋へと移ろいだす。

「荷物になるようでしたら、簪の方は一旦こちらで預かりましょう。お戻りはいつでも構いませんので、ゆっくりと買い物を楽しんでいらしてください」

　美織が鬼灯の簪の入った箱を店主に手渡すと、「すまないがよろしく頼む」と魁が言葉を添える。

　そこで新たな客が店に入ってきたため、深く頭を下げる店主に見送られながら、美織たちはそのまま店を出た。

　呉服屋へと歩を進める途中で、彗は美織の腕の中へと移動する。ハルが息を吹きかけ、かざぐるまをカラカラと回すと彗が喜び、それを見たあやかしたちから「なんて可愛らしいの」といった声が聞こえてきて、美織もつい笑みをこぼす。

　店の前で商品を眺めながら話をするあやかしたちや、連なって道を駆けていく子どもたち。「饅頭はいかがですか？」と元気よく呼び込みをする饅頭屋の店主の姿など、賑にぎやかな光景を眺めているうちに、あっという間に呉服屋へと到着する。

　女店主から「魁様、お待ちしておりました！」と手厚く迎えられ、店の奥の和室へと通された後、美織のための反物に帯や帯締めだけでなく、彗用のものも目の前に並べられていった。

　その手早さに美織がついていけずにいる傍らで、興味津々の彗が悪戯いたずらをしないようにハルと八雲がやや翻弄されながら対応する。

「柔らかい桜色なども美織様にぴったりですね」やら「濃紺のお召し物ですと、彗様の凛り々りしさが増しますね」と女店主が褒め称えるたび、「では、それももらおう」と魁があっさり言い放つ。そのため、美織が「魁様、お待ちください」と買いすぎないように必死に止めに入った。

　なんとか頑張って三着ずつの合計六着にとどめたところで、美織と彗は採寸してもらうべく部屋を移動する。

　そして、信の屋敷へ着ていけるようにと、魁の希望通り一着ずつ大至急仕上げることを約束した女店主に、「今後もどうぞご贔ひい屓きに！」と笑顔で見送られたのだった。

　水車のそばで八雲が彗を抱っこし、ハルが「彗様、見てください。水車がございますよ。大きいですね」と話しかける様子を、美織は微笑みながら見つめた後、ぐるりと町を見回して、隣にいる魁へ話しかけた。

「前に連れてきていただいた時も思いましたが、ここもとっても素敵な町ですよね」

「そうだな……でも、もうすぐここは朱蛇の息子が引き継ぐことになっている。変わってしまうだろうな」

「もし、大きく変わってしまうようなことになったら正直寂しいです」

　上が代われば、大なり小なり町の雰囲気も変化してしまうだろう。それは仕方ないことだとわかっていても、今の雰囲気を好ましく感じる美織にとってはどうしても寂しく思えてしまう。

「俺も同じだ。この町には簪屋の店主をはじめ、腕のよい職人たちが揃っているからな。暮らし難くなるようなことがあれば、黙ってはいない。ひと言言わせてもらうことにする」

「……きっと智里さんも、あやかしたちに変わって物申してくれそうですね」

「確かに。この町は多くのあやかしたちが足を運んでいるから、下手なことはできないだろう。しばらくはお手並み拝見というところだな」

　言い終えたところで魁は小さく息をつき、建ち並んでいる店へと目を向けてがらりと話題を変える。

「あとはなにを買おうか。欲しいものは？」

「もっ、もう十分買っていただきましたので大丈夫です！」

　問いかけておいて、慌てて答えた美織の言葉はさらりと聞き流し、魁はとある店に目を留めて質問を繰り返す。

「……紅はどうだ？」

「持っております」

「でも美織様は今つけている一色しかお持ちでないですよ」

　水車の音で聞こえていないと思っていたが、意外にもハルはしっかりと美織と魁の会話を聞いていたらしく、すかさず話に入ってきた。

　思わず美織は「ハル！」と声をあげるが、もちろん今のひと言を魁が聞き逃すはずがなく、よいことを聞いたとばかりに笑みを浮かべる。

「それならいくつか買い足そう。行くぞ」

　魁が店に向かって歩きだすと、それに倣ならうように彗を抱っこした八雲とハルも水車のそばを離れた。

（簪に、着物まで買っていただいたのに。これ以上は申し訳ないわ）

　心苦しくて動きだせずにいた美織へと魁は振り返り、微笑みと共に手を差し出した。

「美織」

　ためらっていたのに、優しく呼びかけられたことで、自然と美織の足は魁に向かう。はにかみながら、差し出された大きな手へと手を重ね置くと、軽く握りしめられ、美織の笑みが深くなる。

　愛しさゆえにこれ以上争うこともできず、美織は魁に手を引かれてゆっくりと歩きだした。

　八雲たちに続いて店の中に入ったところで、店主だろう男の声が響き渡り、美織は思わず足を止める。

「すまないが、それは使用済みだから返品も交換も受け付けられないんだ」

　店主の視線の高さに小さな女の子が浮いていて、店主は困った様子で童わらべのあやかしに話しかけていた。

　童は言葉が話せないらしく、繰り返し頭を下げてなにかを必死に頼み込んでいる。よく見れば、店に商品として並んでいる小さな丸い入れ物がその童の手にもあり、そこで美織にもなんとなく話が見えてきた。

（もしかして口紅の交換を希望しているのかしら……なんだか、昔の私を見ているみたい）

　まだ美織が浅羽家にいた頃、店主と意思疎通がうまくいかず瑠花の希望する色とは違う口紅を購入してしまい怒られたことを思い出す。

　童の目には涙が溜まっていて、交換せずに帰ればあの時の自分と同じように叱られるのかもしれないと想像すれば、美織の胸が苦しくなる。とはいえ、使用済みであるというのなら、店主としても簡単に応じるわけにいかないのも理解できる。

　美織がちらりと魁へ視線を向けると、魁はその表情からなにを考えているのかすぐに察し、軽く頷きかけた。美織は感謝の気持ちと共に魁に頭を下げてから、ゆっくりと童のもとへ歩み寄っていく。

「どの口紅と交換してほしいのですか？」

　話しかけると、童は驚いたように目を大きくさせて美織を見た後、おずおずと希望する色を指差した。

「では私がそれを買うので、あなたの持っている口紅と交換しましょう」

　童は美織の言葉にパッと顔を明るくさせ、目から涙をぽろぽろとこぼす。

　美織が慌てる横で、店主が美織と、そして共に店内に入ってきた魁を畏おそれ多い様子で見やり、恐々と確認する。

「魁様の奥様、微量ではありますが、使用済みです。それでも構いませんか？」

「ええ。気にしません」

「ありがとうございます。お安くさせていただきますね」

　店主も相当困っていたらしく心からの感謝を美織に表すと、すぐに紙袋に品物を入れ、童の持っているそれと交換する。続けて店主が童の持っていた口紅を紙袋に入れたところで、魁が店主に話しかけた。

「その童は誰の使いだ？」

「すみません。その子から聞くことができず、口紅もとてもよく売れる色なのでそこから購入者をたどることも難しく、わかりません」

　店主がゆるりと首を横に振り、魁は「そうか」とため息混じりに言葉を返した。

「今つけていらっしゃる色と購入された色、微妙に色味は違いますが、どちらも桜色ですね。美織様、思い切ってこちらのお色もいかがですか？」

「……私には少し派手じゃないでしょうか。それにこれひとつで大満足ですので」

「なにをおっしゃいますか。確かに赤が強めですけど、美織様なら品よくお似合いになると思います」

　ハルが赤の口紅を美織に勧めるのを魁は横目で見つつ、店主へさらりと言い放つ。

「他にも何色かいただこう」

「ありがとうございます！　奥様、どれにいたしましょう！」

　魁の気前のよいひと言に、店主が嬉しそうに手揉みしながら美織へと近づいていく。

　困った様子で固まる美織に代わってハルが店主とやり取りし始める。

　童は交換してもらった口紅をしっかりと抱きしめて、店の端にとどまったままその様子をニコニコしながら見つめていた。

　先ほど購入した着物の色なども考慮しつつ、ハルが候補をいくつか決め、その中から美織がひとつ選んだ。すると、魁が「この色も美織に合いそうだ」とさらに三つ追加したため、美織は目を大きくさせた。

「またのご来店お待ちしております！」と深々と頭を下げる店主に見送られながら、美織たちは店を後にする。

「そろそろ簪屋に戻りましょう」

　これ以上町をふらふらしない方がよさそうだと判断し、美織は急かすように魁へ話しかけるが、魁は考え込むように顎に手を添える。

「美織もふたりも疲れただろう。簪屋に戻る前に、饅頭でも食べてひと休みしよう」

　魁は美織から八雲とハルに視線を移動させてから、美織の後ろにいる童を見た。

「お前も来るか？」

　童は驚いたように体を跳ねさせると、嬉しそうに微笑みながらふるふると首を横に振った。そして美織と魁に対して何度も何度も頭を下げて感謝を伝えた後、その場からパッと姿を消した。

「律りち儀ぎな子だからこそ、不ふ憫びんに思える……主はいったい誰なんだ」

　魁の呟きに美織も同意するように頷く。

（昔の私のような扱いを受けていなければいいけど）

　どこの誰なのかもわからない以上、美織には祈ることしかできない。

「どうかお元気で」

　吹き抜けた風に乗って思いが届くのを願いながら、美織はどこへともなく囁きかけた。




　簪屋に戻った後、一行はそのまま川舟へと移動し、朱蛇の町を後にする。

　魁は「待たせたな」と狛犬たちに声をかけ、労うように頭を撫でると、それを真似るように彗も狛犬たちを撫で回し、最後にはしがみついた。

　狛犬たちにおやつをあげた後、自分たちの暮らす町に向かって移動を開始する。

　初めはご機嫌だった彗もだんだんとぐずり始め、もうすぐ町に着くというところで、眠りに落ちていった。

　あどけない寝顔の彗の横で、箱の蓋を開けて鬼灯の簪を幸せそうに眺めている美織の姿に、心が温かくなるのを魁は感じながら、何気なく外へと目を向ける。

　日も暮れてきて、そろそろ店が終わる時間になるというのに、町に向かっていくあやかしたちの姿が多く見られた。そのため、魁は何事かとばかりに眉根を寄せ、そしてすぐに思い出す。

「……ああ。そういえば、今日は舞子が来る日だったな。そろそろ時間か」

「舞子ですか？」

　呟いた言葉に、美織が不思議そうに食いついてきて、魁はああそうだったと頷く。

「時々、町の双ふた子ご池いけに舞子たちが訪れて、舞を披露していく。美織はまだ見たことがなかったな。疲れていないなら、ついでに見ていくか？」

　希望を問うと、美織は興味があるようだが、早く帰った方がよいかと迷うように自分のすぐ傍らで眠っている彗に視線を落とす。

「私は見たことがありませんけど、舞子たちの踊りはとても素晴らしいと聞いております。あやかしたちの楽しみのひとつとも」

　ハルが少しばかり羨ましげに述べると、気持ちを決めたように美織の目が魁に向けられる。

「お願いします」

　目を輝かせての彼女のお願いに庇護欲が疼うずくのを感じながら、魁は御者台にいる八雲へと「双子池へ。舞を見るぞ」と声をかけた。すぐさま「御意」と返事があり、魁の屋敷ではなく、詰所の方向へと進路をとった。

　途中で道を曲がり、あやかしたちに道を空けてもらいながら、林の中を進んでいくと、やがてふたつの円が連なるような形をした池が見えてきた。

「あれが双子池だ」

「大きいですね……池の湖面の上に並んでいるあやかしたちが舞子さんですか？　みなさん、桜色の綺麗な衣装を着ていらっしゃいますね」

　物見から見つめながら美織が弾んだ声で呟き、そのはしゃぐ姿に魁の口元がわずかに綻ぶ。

　池の周りは見物しようと詰めかけたあやかしたちでいっぱいで、彼らの邪魔にならないように少し距離を置いて八雲は車を停める。

　並んだ舞子のひとりがくるりくるりと舞い踊る。そして時折動きを止め、手の平に息を吹きかけるような仕草をすると、吹雪が生じて池の湖面を一気に凍らせていった。

「今日の舞子は雪女か」

　魁が呟いた後、池のそばから笛の音が響き始める。すると一斉に舞子たちは袖をはためかせ、雪の結晶も舞い上げながら優美に踊りだす。

　湖面が凍ったためか温度が一気に下がり、美織が寒さに震える。魁はそれを見て、美織を後ろから抱きしめるようにして座り直した。

「かっ、魁様！」

「こうしていれば温かい」

　戸惑いながらも、美織は魁の腕から逃げようとはしない。

　そっと美織の髪に魁が頬を寄せたところで、気を利かせたハルが「私は御者台から見てきますね」とそそくさとその場から姿を消した。

　寸分たがわず動きを揃えて踊る舞子たちに、あやかしたちから歓声があがる。そちらに魁が視線を送ると、通りすがりにこちらを振り返り、恐縮し怯えた様子のあやかしの姿を捉えた。この町で暮らす者はそのような反応はしないので、他の町からやってきたあやかしなのだろう。

　その様子を同じように目にしていた美織が切なげに呟く。

「当主というのは寂しい時もありますね」

「仕方ない。それに当主以前に鬼であるゆえに、誰でも集まれる場所に行くと、たいてい怯えられる。怯えないのは、この町に住んでいるあやかしたちくらいだ」

　そのため自分の存在がみんなの邪魔をすると考え、魁はこのような場に気軽に顔を出すことはない。

　言い終えた後、魁はちらりと美織の表情をうかがう。彼女は少し切なそうにはしているものの、再び上がった歓声につられるように池へと視線を戻した。

（今のは俺だけじゃない。気付いていないようだが、美織に畏怖を感じている者もいた。美織もすっかり鬼のあやかしだからな）

　出産直後、体を支えながら覗き込んだ美織の瞳は、彗にも負けないほど黒々と輝いていた。吸い込まれそうなくらいに美しい漆しっ黒こくの輝きの奥には、高い霊力が感じられたが、それは今もなお、まるで息をひそめているかのように秘められたままで、本人も自覚していない状態だ。

　とはいえ、なにかのきっかけで美織が霊力を露わにすることもあった。巴乃が式属の蝶を送り込んできた時だ。鬼火を生じさせて式属を追い払ったのは彗だと美織は思っているようだが、魁は手元に残った神楽の葉から、それは美織で間違いないと踏んでいる。

　神楽の葉には霊力で形成された金色の霊力が絡まっていた。そして、陰陽師がそのような手法であやかしを捕らえることがある。

（血筋とは面白いものだ。鬼のあやかしとなった美織がその気になれば、さらに面白いことになりそうだが……それにしても、やはり気に食わない）

　式属の件を思い出したことで、苛立ちまでもよみがえってきて、魁はムッと顔をしかめた。そして鬼灯の簪が入った箱を手に取った。

「早速、俺の大切な美織に悪意が近付けないようにしておこう」

　きょとんとする美織の視線を感じながら、魁は鬼灯の宝玉に手をかざし、己の霊力を凝縮させるようにして、しっかりと宝玉に込めていく。

「一段と輝きが増しました」

「外に出かける時はもちろん、屋敷の中でも、お守り代わりに持っていろ」

　美織はそっと鬼灯の簪を箱から取り出して宝玉に軽く触れ、うっとりとしたため息をついた。

「とっても温かいです。まるで魁様の御心のように。いつでも魁様を感じられますね」

　そう言って微笑みかけた美織の唇を、魁は啄ついばむように奪って、熱を込めて囁きかける。

「しっかりと感じてくれ。俺がどれほど美織を大切に想っているか。俺のすべてで愛しているかを……こんなにも美織を欲していることも」

　再び唇を重ね合わせると、息をするのももどかしくなるほど、美織との口づけに夢中になっていく。

「愛してる」

　理性など投げ捨て、魁が美織を押し倒したところで、屋形の中へと勢いよく雪が吹き込んできた。それに美織が再び震えだし、魁は冷静さを取り戻した。

　池の上では演舞が終わりへと差しかかっているらしく、舞子たちが豪快に吹雪を巻き起こしていて、外は大盛り上がりである。

　魁は彗が雪を受けていないかを確認してから、再び美織を引き寄せる。

　己の腕の中に閉じ込めるようにして抱きしめると同時に、彼女の手元できらりと輝いた鬼灯の宝玉に目を留める。

「この宝玉は依より代にも使えるほどいい石だ。またここに、九尾の狐を封じてしまおうか」

　ぽつりと呟くと、「やっと自由になれたのですから」と美織が小さく笑ったため、魁もつられるように表情を和らげた。
















三幕、神楽の葉







　町に行った二週間後、予定通り屋敷に美織と彗の着物がそれぞれ一着ずつ届くと、すぐさま彗は袴を着させられ、女中たちから「お可愛らしい！」と褒め称えられた。

　ちょうど美織と彗の往診にやってきていた主治医も、「彗様」と慈しむように目を細めた。

　久しぶりに出かけたことで疲れが出てしまったのか、数日体調を崩していた美織だったが、主治医からの許可が出たことで、「一週間後に父上のもとを訪ねる」と魁が決定を下した。

　不安と緊張と共にいつも通りの日常を過ごし、とうとう信の屋敷を訪ねるその日を迎える。

　ハルとアキに手伝ってもらいながら桜色の着物へと袖を通し、薄化粧に桜色の口紅も差し、支度が整ったところで、廊下から魁に声をかけられた。

「準備はできたか？」

「たった今終わったところです……いつもいつもお待たせしてすみません」

　返事を待ってから戸を開けた魁へと美織が微笑みかけると、魁も口元を和らげて美織を見つめ返す。

「俺も今さっき着替え終えたばかりだ。彗も準備万端のようだな」

　魁は部屋の中で迷惑顔の九尾の狐を撫で回していた彗に視線を向けて、苦笑いを浮かべた。すると彗が魁に気付いて、「おとたま」と舌足らずに呼びかけながら、まだ少し頼りない足取りで懸命に向かっていく。

　先日町に行った後に、魁を〝とと〟と美織を〝かか〟と言い、そこから急に〝まんま〟や〝だっこ〟などお喋りが盛んになっていった。

　魁が自分の足元にたどり着いた彗を抱き上げると、美織も後に続き、今日の付き添いとしてよそ行きの装いをしているアキがついてくる。

　魁の腕におさまっている彗と目が合い、美織が笑いかけると、彗が手を伸ばし「おかたま」と呼びかけてくる。それに呼応するように美織は魁から彗を受け取った。

「いつにも増して可か憐れんだな」

　斜め前を歩く魁の呟き声がぽつりと聞こえ、美織も小声で気持ちを述べた。

「お喋りもだんだん上手になってきていますものね。本当に彗は可愛らしいです……私が言うと、親馬鹿に聞こえてしまいますけど」

　すると魁が肩越しに美織を振り返って、にやりと笑ってみせた。

「彗ももちろん愛らしいが、今のは美織のことだ」

「……えっ」

　美織は頬を赤らめて、大きな目で魁を見つめ返す。表情を戸惑いから気恥ずかしさへと変えたのち、頭に浮かんできた言葉をそのまま紡ぐ。

「か、魁様も……いつにも増して素敵です……よ？」

　それを聞いて、魁の足が止まった。唖然とした顔で見つめ返されたため、美織の顔がさらに真っ赤になっていく。

（わっ、私ったら、なんてことを口走ってしまったのかしら……恥ずかしい！）

　大きな焦りと天井なしの羞しゅう恥ち心しんから、魁と目を合わせていられなくなり、美織がぎこちなく顔を逸らした瞬間、逞たくましい腕にそっと抱きしめられた。

「可愛いことを言うな。このままずっとこうしていたくなる」

　彼の腕の中で視線をのぼらせると、すぐに魁と目が合って、口づけを求めるように美麗な顔が近づいてくる。

「おとたま！」

　唇が重なるその寸前で、彗が魁の首へと飛びつくようにしがみついた。まるで自分も一緒に遊んでいるかのように目を輝かせている彗に、魁と美織は揃って笑みを浮かべる。そして、「行くか」という魁の呟きに従って美織は歩きだした。

　そんな仲睦まじい様子をアキは後ろで眺めながら、「絵になりますねぇ」とうっとり呟いたのだった。




　玄関から外に出ると、前回のお出かけ時と同じように、すでに牛車が待機していた。

　この前は狛犬たちの二匹であったが、今回はそれにもう二匹加わり四匹となっていて、行儀よくお座りして待ち構えている状態だった。

　それにすぐさま彗が「わんわん！」と反応し、九尾の狐も〝わんわん〟と呼ばれていたことを思い出した美織は小さく笑みを浮かべる。

「この頭数だと、予定より早く到着しそうだな」

　御者台に腰掛けて狛犬たちと一緒に待っていた八雲へ魁が話しかけると、八雲はゆっくりと立ち上がって、軽く頭を下げた。

「泊まりではないですし、こちらも今後の予定が詰まっておりますから、途中で休憩は入れるとしても、移動に時間がかからない方が負担が少ないかと思いまして」

「そうだな。さっさと行ってさっさと帰るか」

　信の屋敷を訪ねることに対してやはり気乗りしないのか魁は気だるげに言葉を返してから、美織とアキを引き連れて屋形へと移動する。

「お父様のお屋敷は遠いのですか？」

「この前行った町の近くにある。距離はそれほど変わらないが、移動時間は大幅に短縮されるだろう」

　信の屋敷は魁の領地の端にあると聞いていたため、朱蛇が治めるあの町のそばだと言われて納得する。そうなると彗が寝てしまったら自分もうとうとしてしまうかもしれないと美織は考えを巡らせた。

　しかし、いざ動きだすと、あっという間に外の景色が流れていく。二匹増えたことで前回よりもさらに速度が増し、「早すぎて目が回りそうです」とおろおろするアキに同意し頷く。

　一方で、彗は度胸があるのかとても楽しそうにしており、「怖くないようだな」と魁が微笑ましげに愛息子を見つめた。

　優美な景色も、楽しむより先にどんどん遠ざかっていく。

（本当に、あっという間にお義父様の屋敷に到着してしまいそうね……お義父様、お義母様はどのような方なのかしら）

　そんなことが頭をよぎると一気に緊張感が湧き上がってきて、美織は表情を強張らせる。

（お義母様にはすでに警戒心を抱かれているみたいだし、お義父様もきっとそうよね。だって、こんなに素晴らしい息子の嫁が私のような……）

「美織」

　悲観的な思考に囚われそうになった美織の耳元で、魁が優しく呼びかける。

　美織が驚いて顔を上げると同時に、頬にそっと口づけされ、透き通るような白い頬にすぐさま赤みが差していく。

「もう一度しておくか？」

「だっ、大丈夫です」

　顔を綻ばせたアキにしっかり見られていたこともあり、美織は気恥ずかしさと共に声を少しばかり張って言い返す。

「それでいい。余計なことは考えるな」

　微笑みながら魁が口にした言葉を聞いて、思わず美織の動きが止まる。

（……私が暗い考えになっていたのに気付いての口づけだったのね）

　口づけの意味を知れば魁の優しさに胸が熱くなり、美織は愛しさを込めてその名を呼びかけた。

「魁様」

　すると、美織を見つめていた魁は美麗な微笑みを浮かべ、不意打ちのように顔を近づけた。

「今夜の予約も兼ねて、もう一度しておこう」

　宣言と同時に互いの唇が触れ合ったことで、また美織は動きを止める。

（……今夜の予約？）

「あらま」とほんのり頬を染めたアキだけでなく、彗の無む垢くな視線も感じ取ったところで、ようやく美織は魁の言葉の意味を理解し、真っ赤に染めた顔を俯かせた。




　飛ぶように狛犬たちが道を駆け抜け、町へ向かう時に利用している川が見えてくる。今回はそこで止まらずに川沿いをどんどん進んでいたが、狛犬たちの走りが徐々に緩やかになり、小さな集落へと入っていった。

「もうすぐ到着する」

　物見から外を見つめながら魁がぽつりと呟き、美織は表情を引きしめつつ「はい」と返事をした。

　村のあやかしたちは不思議そうにこちらを見ているが、中に乗っているのが魁だと気付いてハッとした後、恐れ多い様子で丁寧に頭を下げてくる。

（みなさん、とても緊張していらっしゃるわ。お顔も強張ってる）

　たとえ領主ではあっても、ここには父や継母がいるため、あまり魁は顔を出していないらしい。

　美織が住む町のあやかしたちは、魁に対して親しみを込めた眼差しを向けてくるが、この村にはにこやかに出迎えるあやかしがいないことから、交流が少ないだろうことがうかがえた。

　すれ違いざまに、美織も村のあやかしたちの数名と目が合う。その誰もが、自分に対してまで恐れを抱いているように見えてしまい、美織はほんの少しだけ居心地の悪さを覚えた。

　村の中をまだまだ進み続け、あやかしたちの姿も見かけなくなると、周囲の景色は木々ばかりとなっていき寂しいものとなる。

　同時に、美織の腕がわずかに粟立ち、緊張感が一気に膨んだ。

　結界が施されていたのか、林の中に入った瞬間に境界線を超えたような感覚に襲われ、すぐそばに強い霊力を感じ取ったからだ。

　それは美織だけでなく、彗も不安がるように魁にしがみつき、アキも顔を強張らせている。

　そんな中、魁だけはいつも通りで、彗を抱き寄せながら、気乗りしない様子でため息をついてみせた。

「……降りるぞ」

　完全に進みが止まったところで、彗を抱いた魁を先頭に美織とアキは外へと出る。

「立派なお屋敷ですね。お庭も素敵」

　目の前に佇む大きな和風家屋に美織は圧倒され、それから、綺麗に整えられている庭園へと視線を向けた。

　すると、屋敷の玄関の戸が開き、中から出てきた高明が嬉しそうに近づいてくる。

「魁様、美織様、遠いところお疲れ様でした。首を長くしてお待ちしておりました。ああ彗様、素敵なお召し物を着ていらっしゃいますね。とってもお似合いですよ」

　彗は特に警戒している様子もなく、高明をただじっと見つめていた。しかし、もうひとり別の男性が姿を現すと、魁へと慌ててぎゅっと抱きつき警戒の目を向ける。

「やあ魁、久しぶりだな。元気にしていたか」

　男性が声をかけると、すぐさま高明が道を譲るように横へとずれ、魁はゆるりとそちらを見た。

「父上、ご無沙汰しておりました。見ての通り元気にやっております」

　淡々と返された魁の言葉を聞き、美織も慌てて顔を向ける。

　そこにいたのは彼と同じく黒い髪に瞳を持ち、整った容姿の和装の男性、信だった。

（この方が、魁様のお父様！　霊力の高さに圧倒されてしまうわ。さすが親子ね）

　その霊力の高さと漂う気品で、近寄り難い印象を抱いてしまうところまで魁と一緒だ。霊力に関しては魁には敵わないように美織には感じ取れるが、もちろん元当主なだけあって、他のあやかしたちとは一線を画している。

　魁は右手で彗を抱きかかえ直した後、左手を美織の腰にそっと回し、引き寄せた。

「妻の美織と息子の彗です」

「はっ、初めまして、美織と申します！」

　美織は緊張で体を強張らせながら深く頭を下げた。するとすぐに信から「初めまして」と声をかけられ、その優しい声音につられるように、ゆっくりと顔を上げていく。

　穏やかな眼差しで自分を見ている信と目が合い、歓迎されているのを感じると同時に、美織はホッと安堵した。

「美織さんのことも、高明から聞いているよ。祝言に駆けつけられなくて申し訳なかった」

「いっ、いいえ、とんでもございません。こちらこそご挨拶が遅くなってしまって申し訳ありません」

　小刻みに首を横に振りつつ、恐縮してそう答えると、信は微笑みを深くさせ、魁へと視線を戻した。

「もしかしたら、いつか魁も霊力の相性のよい人間の娘と巡り合えるかもしれないと、何度か考えたことはあったが、まさかこれほどまでに早く事が運ぶなんて思ってもいなかった」

「美織を現世に戻したくなかったから、たくさん無理をさせてしまった」

「私も現世には戻りたくありませんでしたし、無理をさせただなんてそんな……」

　必死に自分の気持ちを伝える美織を、魁が優しく見つめる。

　その様子を目にして信は肩の力を抜いた後、声に安堵を滲ませ話しだす。

「魁のもとに嫁いでくれてありがとう。随分と魁の表情が穏やかになったのは、君のおかげだろうな。それと、立派な孫を産んでくれてありがとう。色々と大変だったと思うが、君が元気そうでよかった」

　最後に添えられた労いの言葉は美織の心を熱くさせ、嬉しくて涙が込み上げてくる。

「お義父様、ありがとうございます。魁様と共にいる今、これまで生きてきた中で一番穏やかで、幸せな時を過ごさせていただいております」

　信は「そうか」と嬉しそうに呟くと、続けて、魁の腕に抱かれている彗へと視線を移動させる。

「彗、初めましてだな。お前の祖父さんだよ。高明が可愛い可愛いと自慢してくるから、私も早くお前の顔が見たくてたまらなかった。本当に可愛らしいな。それでいて、凛々しくもある。早速私も今日から自慢して回ろう」

　顔を綻ばせながら話しかけてくる信の顔を、彗はじっと見つめて、魁にしがみついたままなかなか警戒を解かない。

　そんな様子もまた可愛いとばかりにとめどなく話しかける信へと、高明が「そろそろ中に入られては？」と提案する。信はちらりと屋敷を振り返り見て、「そうだな」と呟くものの、その足は動きださない。信は少しだけ迷うような仕草をしてから、改めて魁と美織と向き合った。

「屋敷に入る前に、謝らせておくれ。巴乃が式属を送りつけていたことは高明から聞いているな。失礼なことをした。私からも謝罪させてもらいたい。すまない」

　言い終えると同時に、信はふたりに頭を下げた。それに美織がおろおろする横で、魁がさらりと言い放つ。

「正直、いつかはそんなこともしてくるだろうと思っていた。忠告したにもかかわらず、再び式属を飛ばしてきたのは、俺に喧けん嘩かを売っているということか？　だとしたら買うが」

「二度と失礼があってはならないと、目を光らせておりましたが、隙をつかれてしまいました。申し訳ありません」

　魁は苛立ちを露わにさせたが、高明にすかさず謝罪されてしまい、大きなため息をつく。

「やめろ。子どもの頃に世話になった高明に謝られたら大目に見るしかなくなるだろ」

　大仰に天を仰いだ魁に、高明は申し訳なさそうに「すみません」と繰り返し、信は神妙な面持ちで深く息をついた。

「あれは少し気性が激しいところがあるからな。せっかく来てもらったのに不愉快な思いをさせてしまうかもな……特に美織さんには当たりが強いかもしれない。許してほしいとまでは言わないが先に謝らせてくれ。すまない」

　心構えを求められ、これからその相手と顔を合わせるのかと思うと怖くなるが、不意に脳裏に瑠花の顔がよぎったことで、美織は少しばかり前向きになる。

（あのつらかった日々を耐えてきたのだし、なにより、今は隣に一番の味方がいる。私は大丈夫）

　魁を見上げてから、美織は心の中に確かにある強い思いを言葉に変える。

「もし仮になにか言われたとしても、私はそういうことに関して慣れていますので大丈夫です。お気になさらないでください」

　凛とした表情で告げた美織に対して、魁は誇らしげな顔をした後、補足するように告げる。

「その時は俺が黙らせよう。それでさらに不機嫌になるだろうが、あとはそっちでなんとかしてくれ」

　その後のことは知らないといった魁に、信は「承知した」と苦笑いで頷き返してから、美織へと感心したような視線を向ける。

「巴乃が式属を使っても思うように探りを入れられなかった様子だったから、魁に妨害されたのだろうと思っていたが、どうやらそうでもなさそうだな。高明の言う通り、美織さんはすっかり鬼のあやかしとなれているし、彗も末恐ろしいほどに霊力がすこぶる高い」

　出産を経た後も大きな変化を感じたこともなく、むしろなにも変わっていないのではとすら思っていたため、美織はついきょとんとしてしまう。

（私、鬼のあやかしにちゃんとなれているのかな？）

　美織の心の中で大いなる疑問と少々の希望が渦巻き始めると、表情からそれを見て取った魁が苦笑いを浮かべる。

　その傍らで、信はしみじみと考えを述べた。

「統括首の件に関して、負担になるのではと心配していたが、こうやって向き合えば、魁に役目を引き継がせたいという朱蛇殿の選択にすんなり納得させられてしまったよ」

「それに関しては、まだ検討中です」

　穏やかな眼差しを美織に向けていた魁だったが、信の言葉を受けて瞬時に難しい顔となる。

「……そうか。お前たちの将来のことだからな。納得いくまで考えるとよい……さて、そろそろ中に入ろうか。立ち話をさせてすまなかった」

　信が踵きびすを返して屋敷に向かって歩きだすと、それに続く形で美織たちも歩を進める。

　髪型は違えど、魁と似通っている信の後ろ姿を美織は見つめる。

（こんな私でも魁様の花嫁として快く受け入れてくださるなんて、お義父様もとてもお優しい方ね）

　そう思うと同時に、巴乃相手ではこうはいかないだろうとも考え、美織は気を引きしめる。

（お義父様の言う通り、鬼のあやかしへと生まれ変われているのなら、魁様の妻としてしっかり胸を張らなくちゃ！）

　気弱な自分が当たり前のように顔を出し視線が落ちていきそうになるが、美織はしっかりと顔を上げて、魁と共に屋敷の中へと足を踏み入れた。

　玄関先に飾られてある小こ槌づちや、通りがかった和室の奥に飾られた甲かっ冑ちゅうへと目を留めつつ、埃ほこりひとつ落ちていない廊下を美織は進んでいく。

（屋敷の中もとっても広い）

　魁に当主を譲った後、ここに新しく建てられたのだから当然なのだが、美織たちが暮らしている屋敷よりも随分と新しく感じられる。

　そうはいっても、どんなに古かろうと初めて自分の居場所だと感じられたあの屋敷の方が美織にとって価値があるため、羨ましいとは少しも思わない。

　進む最中、「わっ！」とアキが声をあげ、続けてバタンと大きな音が響いた。慌てて振り返った先には転んでしまったアキの姿があり、美織はすぐに手を差し伸べる。

「アキ、大丈夫？」

「ありがとうございます、美織様。よそ見をしておりました」

　アキは美織の手を借りながら立ち上がって痛む膝をさする。そんなアキに「気をつけてね」と美織は心配そうに声をかけた。

　その時、廊下の奥から戸惑い顔で自分たちを見ている女中たちの姿に気付き、彼女たちに向かって軽く頭を下げる。すると、女中たちはおずおずと頭を下げ返してきたが、表情から動揺が深まったのが強く伝わってきた。

「みなさんに警戒されているのですね。初めましてなので仕方ありませんけど」

　村人と同じような反応なのが気になりつつ、一方で敵意を向けられなくてよかったと美織がホッとしたところで、アキがこそっと話しかけてくる。

「私には、主の奥様である美織様が、こうして女中の私に手を貸してくださり、親しくしていることに対して相当驚いているように見えますね」

（……今のは、驚くようなことなのかしら）

　不思議でたまらない美織へと、アキはにこやかに告げる。

「そういう美織様だからこそ、私どもも誠心誠意お仕えさせていただいております」

　アキから改まって告げられた思いを聞いて美織は目を丸くしたが、すぐに嬉しくなり微笑んだ。その会話が聞こえていた魁も、わずかに表情を穏やかにさせる。

　信が戸を開けて大広間へと足を踏み入れ、続いて魁と美織たちも歩を進めると、一気に畳の香りに包まれた。

　奥に目をやれば、掛け軸の前でこちらに背を向けて立っている、紺色の着物を纏った女性の姿が目に飛び込んでくる。そのそばには無表情で控えている割烹着姿の女中もいる。

「巴乃、魁たちが来てくれたぞ」

　信が声をかけると、艶のある黒髪をきちっと結い上げ、紺地に鮮やかな花の柄が入った着物を着た女性――巴乃がくるりと振り返った。自然と緊張感が室内に立ち込め、美織も表情を引きしめた。

「ようやく来たのね。いつまで経っても挨拶に来る気配がないから、てっきり忘れられてしまったのかと思っていたわ」

　巴乃が無愛想に鋭く言い放つと、魁が鼻で笑い飛ばす。

「こちらもなにかと忙しい……そちらは体調が優れぬと伺っていたが、良好そうだな」

「あらあら、心配してくれていたのかしら。今日はたまたま調子がいいの。床に伏せったままで出迎えることになったらどうしようかと思っていたけれど、こうして起き上がれて身なりも整えられたし、恥ずかしい思いをしなくて済んだわ」

　魁の斜め後ろに立っている美織へと、「あなたどなた？」といった視線を巴乃が投げかける。そのため、美織は慌てて魁の横まで進み出た。

「……初めまして、美織と申します」

「ああ。あなたが魁が娶めとったという元人間の娘ね。目立たないから女中かと思ったわ」

　ちくりと刺さった言葉に、美織が戸惑うようにして顔を俯かせていった横で、魁が不機嫌そうに表情の温度を下げた。

「……で、その腕に抱いているのが赤子ね。顔をもっとよく見せてちょうだい」

　巴乃が魁と彗のもとへ一歩を踏み出すと同時に、旋風がびゅっと吹き抜け、掛け軸が切り裂かれた。

　彗は真顔で巴乃をじっと見つめている。泣き喚いての力の暴走だったなら警戒していると取れるが、今のは明らかに違った。彗からの攻撃に巴乃の足が完全に止まる。

「彗と俺は機嫌が悪い。近づかない方が身のためだ」

　冷ややかに魁が忠告すると、巴乃は忌いま々いましいとばかりに顔を歪ゆがめた。

　大広間の空気がさらに悪くなったところで、ひとりの男が戸口から顔を出し、様子をうかがいながら室内に入ってくる。

「失礼します。遅くなりました……兄上、お久しぶりです！」

「ああ。久しぶりだな瀧」

　恐る恐る近づいてきていたが、魁がいることに気付いた瞬間、瀧はとびきり嬉しそうに破顔し、他には目もくれない様子でまっすぐ向かっていく。

　魁の腹違いの弟である瀧は魁よりは頭ひとつ分背が低く、顎の線で綺麗に揃えられた黒髪をさらりと揺らしている。面持ちに幼さも残っているが、とても品があり、彼もまた鬼のあやかしで間違いない。

　その後、瀧は美織や彗に視線を向けつつ紹介してほしそうな顔をするものの、あまりの雰囲気の悪さに耐えかねたのか、みなに向かって問いかける。

「あ、ええと……どうかされましたか？」

「なんでもないわよ！　それよりあなた、朝から姿が見えなかったけれど、いったいどこに行っていたの。行き先くらい告げなさい」

　巴乃からぴしゃりとお叱りの言葉が飛んできて、反射的に体を竦めてみせた瀧は苦笑いを浮かべた。

「どうしても饅頭が食べたくなりまして、町まで出ておりました」

「饅頭？　そんなもの女中に買ってこさせなさい！　あそこは朱蛇の領地なのだから、気軽に行くなと繰り返し言っているのに、わからない子ね」

「すみません」

　素直に瀧が謝ると、途端に巴乃はばつの悪そうな顔をし、態度を改めるように幾分声音を和らげた。

「まあ仕方ないわね。この村には饅頭どころか、目ぼしいものはなにも売っていないし、面白いこともなにひとつない。辺へん鄙ぴなところに追いやられて不便で仕方ないわ」

　しかし言葉の矛先が魁へと戻ると、巴乃の声も辛辣なものに変わっていった。

　お前のせいだとばかりにジロリと魁を睨みつつ、「さっさと食事を運ばせて」と苛立ちをぶつけるように、そばに控えていた女中へ命令する。

　女中もいつものことなのか特段表情を変えずに「かしこまりました」と短く返事をし、静かに大広間を出ていった。

「ああ、ずっと暮らしていたあの町が恋しい。赤子も産まれたことだし、なにかと人手がいるわよね……信様、いっそ私たちも戻りませんか？」

　アキは顔を俯かせてしかめっ面をするが、瀧は少しばかりそわそわし巴乃の言葉に興味を示した様子を見せる。そして信はまったく乗り気でないとばかりに難しい顔をする。

「我々はとうの昔に隠居後の生活の拠点をここにすると決めたはずだ。話を蒸し返さないでくれ……とはいえ、瀧は別だ。ここから独立したいと言うならもちろん後押ししよう」

「なにを言うのですか！　瀧の独立など許可できませんよ。仮にそんなことになるようなら、母親である私も共についていきます」

　その言葉に、瀧が諦めたような顔になったのを美織は見逃さなかった。

　しかし瀧は巴乃に悟られたくなかったのかすぐに表情を取り繕い、おもむろに腰に手を添える。と同時に手に違和感を覚えたのか、わずかに眉根を寄せた。

「手首でも痛めたのか？」

　それに気付いた魁から小声で問われて瀧は嬉しそうに口を開きかけるものの、巴乃が自分を気にして見ていたため、言葉をのみ込む。

「……いいえ。どこも痛くありませんよ」

　瀧は一拍置いてから、おどけた口調で否定する。明らかに母に対し遠慮している姿は、見ているこちらにも息苦しさを与え、気持ちを重苦しくさせる。

　隠し事はあっても、魁に向ける瀧の微笑みはとても無邪気に美織には感じられた。

（瀧様は魁様を慕っているのね。いがみあっているわけじゃなくてよかった）

　魁に対してなにかしら思うところはあるかもしれない。しかし、従姉妹同士ではあるが美織と瑠花、そして記憶に新しい朱蛇の腹違いの息子たちのように、歪いびつな関係性となっていないのは、瀧の純真さゆえかもしれないと美織は思う。

　彼の登場で場の空気が緩和されたところへ、ふたり分の食事の膳が運ばれてきて向かい合うように置かれる。

「魁、座ってくれ」と求めつつ信が手近な方へと腰を下ろすと、魁も彗を腕に抱いたまま、足を向ける。

　すると、信の横に膳がもうふたつ並べ置かれ、そこに巴乃と瀧が並んで着席する。同様に魁の横にも大人用と赤子用の膳が用意されたため、美織もおずおずと腰を下ろした。

　巴乃はそれを確認するようにちらりと見た後、配膳を終えて下がろうとしていた女中と視線を通わせ、わずかに笑みを浮かべた。

　高明や八雲とアキがそれぞれの主の後ろに控えたところで、魁がさも当然の顔でゆっくりと下がっていく女中へと要求する。

「待て。そこの女中、毒味を……美織の膳を運んだお前だ」

（毒味だなんて、普段はそんなことを要求しないのに）

　魁の屋敷で女中たちが作ってくれた食事に毒味がついたことはもちろんなく、町で購入した食べ物などに対しても彼が要求したことはない。そのため美織は疑問を抱いたが、魁に指名された女中の体の震えに目が留まり、ハッとさせられる。

　恐々と振り返った女中の顔は真っ青で、怯えきっていた。

　そこで美織は初めて、自分はこれまでずっと信頼できるあやかしたちに囲まれて生活していたのだと実感し、すっと心が冷たくなっていった。

「……毒ですって？　そんなもの入れると思っているの」

「大切な妻の口に入るものだから当然の要求だ。さっさと食べろ」

　たまらず巴乃が反論の声をあげるが、魁はさらりと跳ね返して再び女中に要求した。

　けれど女中は一歩も動けない。それを受け、魁は巴乃を睨み付けた。

「食べられぬか。なにか入れたな」

「濡れ衣を着せるつもりか。愚かな人間ならまだしも、誇り高き鬼のあやかしである私がそのような姑こ息そくな真似をするとでも？」

「こそこそと式属など飛ばしておいて、どの口が言う」

　魁から痛いところを容赦なく突かれ、巴乃は「お前！」と怒りを露わにした。「いい加減にしろ」と信に注意されたことで余計に苛立ちを募らせた巴乃へと、再び魁が威圧的に言い放つ。

「ここに人間はいない。我ら全員、鬼である。濡れ衣だと主張するなら、女中に代わってあなたが食べればいい。簡単なことだ」

　はっきりと言い切った魁の言葉は美織の胸に強く響き、目頭を熱くさせていく。

（……私も鬼だと言ってくださった）

　不安やわだかまりが影を潜め、心がすっと軽くなり、美織が表情を明るくした一方で、巴乃はほんの一瞬狼狽えたが、それを覆い隠すように不機嫌さをさらに加速させていった。

「なぜ私がそこまでしないといけないの？　……すこぶる気分が悪い。私はここで下がらせてもらうわ」

　巴乃は立ち上がると同時に怒鳴りつけ、怒りをたぎらせながら女中と共に大広間を出ていった。

　信が「巴乃」と声をかけるが、もちろん振り返ることはなかった。

「気分が悪いのはこっちだ。まったくなにを入れたんだ……彗の食事も手を出さない方がいいだろう」

　魁の苛立ちを滲ませての指摘に、美織は「はい」と返事をし、自分の前に置かれている膳へと視線を落とす。

（本当になにが入っているの？）

　不安を募らせた美織の前へと高明が歩み寄ってきて、「失礼します」と椀を掴み取った。

　まずは匂いを確認した後、ためらいなくひと口含んだため、美織は「あっ」と驚きの声をあげて動揺する。

　高明は眉をひそめるものの、すぐに冷静な面持ちとなり、懐から手拭いを取り出してそこに吐き出した。そして、美織と魁を申し訳なさそうに見つめる。

「腹下しの薬草が入っておりますね。食しましたら、恐らくお戻りの途中で具合が悪くなっていたことでしょう」

（これに腹下しの薬草が……）

「卑怯な手段で美織を貶おとしめようとは。こちらはどんな風にやり返そうか？」

　悪意の感じられる嫌がらせに美織は大きな衝撃を受け、頭の中が真っ白になるが、魁から飛び出した挑戦的な言葉に我に返り、小刻みに首を横に振る。

「かっ、魁様、やり返すなどいけません。私は食べずに済みましたし、事を荒げるのは望んでおりません。どうか怒りを鎮めてください」

「美織は甘いぞ」

　面目ないといった様子で頭を抱える信を、瀧は横目で見てから、自分の前に準備された膳を手に取って立ち上がる。

「……そうです甘いです。だからそれは僕が食べましょう」

「だっ、だめです。それでは瀧様が苦しい思いをすることになります」

「だからですよ。母にとって、これはただの嫌がらせでしかありません。罪の意識などないでしょう。でも僕は許されることではないと思います。兄上や父上からたしなめられるよりも、母を純粋に信じて食べた僕が腹を押さえて苦しむ姿を見せる方が、間違いに気付かせ、反省を促せられるかもしれません」

　瀧は手にしている膳と、必死に止めようとする美織の前にある膳をためらいなく交換し、真摯に告げた。

「よければですが、美織さんはこちらを食べてください。僕の前に来たものなので、妙なものは絶対に入っておりませんから」

　瀧は腹下しの薬草入りの膳と共に自分の席へと戻ると、苦しげに自分を見つめてくる信に小さく笑いつつ、静かに腰を下ろした。

　そして、瀧が箸を手に取ったところで、魁がひと言呟く。

「瀧、加減しろよ」

「いいえ、完食させてもらいます……兄上、母上がいなくなったところで、ひとつ話を聞いてもらっていいですか？　いつか僕が独り立ちした暁には、兄上たちの住む町で暮らしたいのです。僕も兄上の警けい邏ら隊たいに入りたい。今の僕の目標です」

　瀧がそのような望みを持っていたことに魁は驚いたようだったが、信は腑に落ちたらしく深く頷いた。

「だから朝早くから隠れるように剣術の練習をしていたのか」

「……父上、気付いていらっしゃったのですね。そうです、隠れて鍛錬していました。母上に見つかって、兄上に歯向かう気があるなんて変な誤解を招いたら嫌ですから」

　魁は「あり得る話だな」と同意した後、まっすぐに瀧を見つめ返した。

「いつ来てくれても構わない。心より歓迎しよう」

　希望を告げたものの、拒否されるかもしれないという不安はあったのだろう。瀧は安堵した様子を見せた後、「ありがとうございます」と感謝し、輝く笑顔で食事をし始めた。

「……あの、大丈夫ですか？」

「気にしないでください。時間が解決してくれますから」

　たまらず美織が問いかけるが、瀧は食べる手を止めずにあっけらかんと言葉を返した。確かに時間が経てば薬草の成分は体から抜けるだろうが、それまでずっと苦しみ続けることになる。

　美織は不安いっぱいに瀧を見つめた後、彼が持ってきてくれた膳へと視線を落とした。

（交換してくださったのだから、私も食べるべきよね）

　そうは思うのだが、箸へと伸ばした手が気持ちに反して震えてしまい、美織は唇を噛んだ。

（大丈夫。これにはなにも入っていないわ）

　それでも気持ちを奮い立たせて箸を掴み取ったが、その手を魁に掴まれ、箸は美織の指先から落ちていった。

　美織の戸惑いが伝わったのか、魁は掴んだ手に軽く力を込めた。自分を見つめる力強い眼差しから、無理しないでいいと心の声が聞こえてきたような気がして、美織の目にわずかに涙が込み上げる。

「食事はせずに帰ることにします」

「仕方あるまい……最後に一杯だけ付き合ってくれ。久しぶりに顔を見たのだし、もう少しだけ話がしたい」

　言いながら、信は自分に用意されていた酒を手に取って立ち上がる。魁のそばに腰を下ろしたため、魁も自分の膳にある酒を手に取った。

　高明も「それでしたら」と前置きし、美織を気遣いながら提案する。

「彗様のために信様が色々買い込んだものがございますので、お帰りになられる前にそちらを見に行きませんか？　後で私がお持ちする予定ではいますけど、目についたものがありましたら、持って帰られてください」

　食事に手をつけられないことを少しばかり負い目に感じていた美織は、すぐさま魁と視線を通わせて、「はい」と答えた。

　美織が立ち上がると同時にアキも腰を上げる。すると、魁の膝の上にいた彗が美織の後を追いかけ動きだした。

「彗様も共に来ていただけますと、とてもありがたいです。衣などもありますので、大きさが合わない場合はこちらで処分するか、村のあやかしたちに譲ることもできますので」

　信は彗が行ってしまったことを寂しそうにしつつも、「好きなものをたくさん選んでこい」と声をかける。

　美織は信に軽く頭を下げてから彗を抱え上げ、アキと一緒に大広間を出た。

「信様が目につくものをどんどん買い求められるので、玩具おもちゃもたくさんあります。けん玉などはまだ少し早いのではと申したのですが、まったく聞く耳持たずで」

「けん玉でしたら、私たち女中が先に遊ばせていただくことになりますね」

　高明のぼやきにアキが笑って返す。美織も笑みをこぼしながら、屋敷の廊下を進んでいくと、桶を両手で持った小さな童がふわふわと浮遊して、目の前を横切った。

「あなたは！」

　思わず美織が声をかけると、童の不思議そうな眼差しが向けられ、その数秒後、町で会った相手だと気付いたらしく目を丸くする。桶の水をぴしゃりと跳ねさせながら、すぐに童は美織のもとにやってきて、ニコニコ笑いかけた。

「美織様、杏子あんずをご存じで？」

　一緒に足を止めた高明から質問を受け、美織は首肯する。

「はい。朱蛇様の町に買い物に訪れた際、彼女と会いました」

「そうですか。杏子は座敷童の女児のあやかしで、巴乃様がこの屋敷に雇い入れてから一年ほどになります」

　アキは美織の言葉でいつの話かわかったらしく、「ああ、先日のことですね」と相槌を打った。

「名前は杏子というのね。少しだけ心配していたから、こうして会えて嬉しいです。お義父様のお屋敷にお仕えしていたのですね」

　ということは、先日杏子が交換しようとしていた口紅のもとの持ち主は巴乃で間違いない。改めて見た杏子の手は赤切れだらけで痛々しく、女中としてどのような扱いを受けているのか心配になる。

　一方、杏子は美織が〝お義父様〟と発言したことで戸惑った表情を浮かべた。

「杏子、この御方は信様の息子である魁様の奥様ですよ」

　高明が説明すると、杏子は一気に顔を青くさせ、美織へと深く頭を下げた。

「魁様はすごい方ですけど私はそうではありませんので、どうか楽にしてください」

　美織が慌てて言い募った時、廊下の角の向こうからぶつぶつと不満げな声が聞こえてきて、三人は揃って顔を強張らせる。

「魁も息子も元人間の小娘も、本当に忌々しい。特にあの子ども、霊力が弱ければ、ゆくゆくは当主の座を奪い返せると考えていたのに……」

　それは巴乃の声で、どこかに身を隠せないだろうかと美織は周囲に目を向けるが、そのような場所は見当たらない。

　高明はうんざりした顔をしているが、曲がり角を見据える立ち姿は毅然としている。

　美織はつい逃げ腰となってしまっていた自分を恥じつつも、高明を見習って姿勢を正し、彗を抱きかかえる手に力を込めた。

「魁の跡は息子に引き継がせ、自分は妻として、母として大きな顔をしていられるのだから、さぞかしいい気分でしょうね」

　美織の視線の先に姿を現した巴乃は足を止めると同時にしかめっ面をした。

　美織は俯きがちとなるが、後退することなく対たい峙じし続けていると、巴乃が敵意剥むき出しで吐き捨てた。

「さっきのこと謝らないわよ。腹下しの薬草なら普通は臭いで気付けるはずだもの。仮に気付かないで食べるようなら、あなたが未熟だという証だわ。至らない点を指摘してあげたのだから、感謝してもらいたいくらいね」

　下剤効果のある薬草を出したことを認める発言をした上に、瀧の言う通り、そこに罪の意識はまったく感じられない。

（ただの嫌がらせでしかないのね）

　美織が憤りを感じているのを巴乃は感じ取り、言い放つ。

「私はあなたが鬼のあやかしであるなんて認めないわ。どう足あ掻がいても所詮は元人間。私と同じわけがない」

　憎しみにも近い感情をぶつけられて美織は息をのむと、高明が鋭く注意する。

「巴乃様、おやめください」

「わかっていないようだから、教えてあげているだけよ。統括首に関してもそうだわ。あれは夫婦揃って認められなくてはいけないのよ。元人間のあなたが上に立つなんて誰も納得しないわ」

　制止の言葉を弾き返すほどの巴乃の勢いに、高明は深いため息を挟んだ後、声を荒らげず、しかし迫力たっぷりに忠告する。

「あまり美織様をみくびらない方がよろしいかと思われます」

　巴乃はわずかに口ごもるが、美織を見下すような眼差しは一向に変わらない。

「でしたらまずは私を納得させてちょうだい……とりあえず式属を作ってみせて。最低でも蝶くらい生み出せなきゃ、話にならないわよ」

　巴乃は袖から取り出した神楽の葉を、美織の足元へ投げつけた。

　美織は葉を拾い上げるが、どうしたらよいのかわからず身じろぎすらできない。

　巴乃はまさかと目を大きくさせた後、勝ち誇った笑みを浮かべる。

「式属すら作れない、なんてことないわよね？」

「……できません」

「お待ちください。そもそも美織様は神楽の葉を入手できる状態にありません。試したことがないのだから、作れなくて当然……」

「黙れ！　女中の分際でこの私においそれと話しかけるな」

　我慢の限界を迎えたアキが口を挟んだが、巴乃に怒鳴り返されてしまい、呆気なく気持ちを削がれた。

　巴乃は美織を見据えて、容赦なく冷たい言葉を浴びせる。

「笑わせないで。式属すら作れないなんて魁を笑い者にするつもり？　辞退なさい」

（そんなことできない）

　朱蛇が魁に向けた期待に満ちた眼差しを目にしているからこそ、美織は巴乃の要求を受け入れることなどできない。

　口を閉じ、じっと見つめ返してくる美織の姿は反抗的に映ったのだろう。巴乃は怒りを交えながら無情な提案を突きつけた。

「魁の足を引っ張るのが嫌なら、朱蛇の子どもを産んだ元人間の女のように、あなたも妻の座を降りたらどう？　新たに鬼のあやかしの妻を娶れば、魁は問題なく統括首を引き継ぐことができる。鬼でなくても、あなたと違って優秀な娘はいくらでも……」

　途中から得意げになって話していた巴乃だったが、瞬時に場が殺気で満たされたことで言葉と顔色を失い、背筋を大きく震わせる。

　アキと高明は真顔で廊下の隅へ移動し、杏子は床に下りて足元に桶を落とすと、ガタガタと体を震わせ、頭を抱えるようにして踞うずくまった。

「なんの話をしている」

　殺気を隠さず近づいてきた魁が、美織の隣で足を止める。

　そして、魁の斜め後ろにいる八雲は刀の柄に手を添えていて、指示さえあればいつでも刀を抜くといった様子だ。

　美織の守りを目の当たりにした巴乃は反射的に高明へと視線を向けるが、高明は特に動く様子はなく、巴乃を守ろうとする意思も感じられない。

「……なにも話していません」

　巴乃は頬を引きつらせながら答えると、「さっさと掃除を終わらせなさい」と杏子に八つ当たりをし、その場から離れていった。

　そこで魁も杏子の存在に気付き、数秒視線を留めた後、そっと美織の腰に手を回し、自分のもとへと引き寄せた。

　美織は顔を上げ、自分を見つめる魁に微笑みかけるものの、巴乃の言葉を思い出してしまえば、徐々に顔が強張っていく。

（魁様のお荷物になりたくない）

　心ない言葉で傷つけられるよりもその恐れの方が何倍もつらく、美織の心を苦しめた。




　屋敷に戻ってから三日経った。

　アキがハルに巴乃の態度についてボヤいてから、屋敷の女中たちはその話題で持ちきりで、「女主人が美織様で私たちは幸せよね」とみなが声を揃えてそう言った。

　そして、アキが杏子のことにも触れると、ハルは杏子の置かれている状況を察して表情を暗くさせた。

「あの童、信様の屋敷に仕えていたなんて……そうなると、あの口紅の持ち主は巴乃様だったということよね。同情してしまうわ」

「意図せず手に入れてしまいましたが、あの口紅、捨ててしまいましょう」

　帰り際、アキも杏子が巴乃に理不尽に叱られているのを目にしているため、嫌そうにそんな提案をする。

　鏡台の前で髪を梳とかしていた美織はそれに苦笑いで答えた後、気持ちよさそうな寝息につられるように視線を移動させる。

「今日はお庭でたくさん遊びましたからね。彗様も九尾の狐もぐっすりですね」

　すやすやと、布団で寄り添い眠っている彗と九尾の狐へとハルとアキも目を向け、「寝顔も本当に可愛らしいですね」と顔を綻ばせた。

　我が子の寝顔を美織は穏やかに見つめていたが、鏡台へと視線を戻した途端、表情にわずかな翳かげりが生じる。

　視線の先には、巴乃に投げつけられたあの神楽の葉が置かれてある。

　神楽の葉を持ち帰った翌日、自分でも式属を作れるかどうかを試してみたいと、美織は思い切ってハルとアキに相談したのだ。

　まず最初にハルとアキがお手本として小さな蝶を作ってみせた。そして美織も挑戦してみたのだが、愕然としてしまうほど、まったくうまくいかなかったのだ。

　諦め切れずに繰り返し挑戦するうちに、思いがけず葉を燃やしてしまい、美織は涙ぐんでしまった。

　自分が鬼火を生じさせたことに驚きはあったものの、式属を作り出せない悔しさは大きく、どうしようもなく落ち込んでしまう。

（式属も作れない私が魁様の妻だなんて、烏滸がましいとみんな思うわよね）

　今は大目に見てくれていても、いつかそんな風に思われてしまうかもと考えると胸が苦しくなる。

（みんなだけじゃない。魁様にそう思われるのが一番怖い……作れるようにならなきゃ）

　考え込む美織に対してハルとアキが心配そうに顔を見合わせると、廊下から魁が声をかけてきた。

「美織、入ってもいいか？」

「魁様！　はい。もちろんです」

　美織はすぐに立ち上がり戸を開けたが、魁は部屋の中に入らず、彗が眠っているのを確認すると視線を戻した。

「外は暗いが、少し散歩しないか？」

「お散歩ですか？」

　魁は「ああ」と頷いてから、ハルとアキに「美織は借りていく。彗をみていてくれ」と声をかけた。

　すぐに「彗様は私どもにお任せください。ごゆっくりどうぞ」とふたりの元気な声が返ってきて、歩きだした魁を美織は追いかけた。

「いつお戻りになられたのですか？」

「今さっきだ」

「お疲れでは？」

「平気だ」

　ぽつりぽつりと言葉を交わしながら廊下を進み、ふたり並んで屋敷を出た後、のんびりした足取りで林を抜けて町へと出た。

　店はすでに閉められ、通りはひっそりとしていて、時折重なる足音に耳を傾けながら、美織は夜の町を歩いていく。

　道の先の詰所へと向かっているのかと美織は考えていたが、階段の少し手前で魁の足が脇道へと逸れていった。

　小道は木の根などが地面から浮き出ていて道が悪く、すぐさま魁は美織の手を取り、しっかりと互いの手を繋ぎ合わせた。

「この先って、双子池ですよね？」

「その通り」

　魁はそれだけ告げて美織へと微笑みかけた。

　美織は先日目にした舞を思い出して心をときめかせながら、小道を進んでいった。

　しばらくすると開けた場所に出て、月明かりに照らされてきらきらと輝く湖面が視界に飛び込んでくる。

「わあ。お魚が輝いていますね」

「幻げん雷らいか。あれが姿を見せるのは珍しい」

　美織の手のひらほどの大きさの細身の魚がその身を輝かせて泳いでいく。

　幻雷は五匹いて、まとまって泳いでいる。しかも湖面に浮かぶ花を揺らせば、花たちも淡く発光するため、幻想的な光景となる。

「素敵ですね」

　うっとりと美織が呟くと、魁も穏やかな顔で話を続けた。

「幼い頃、真夜中に来ては、ぼんやり池を眺めたりしていた。気晴らしにはなる」

「そうだったのですね。確かに見ていると心が落ち着きます」

　美織は池のそばまで近付くと、少しだけ身を屈めて、悠然と泳ぐ魚たちを見つめる。

　そんな美織を愛しげに見つめた後、魁も美織の傍らまで進み出て、池へと視線を向けた。

　しばらくして美織は姿勢を正すと、湖面に目を留めたまま落ち着いた声音で話しだした。

「実は巴乃様に……渡された神楽の葉をこっそり持ち帰ってきました。私にも式属を作れるかどうか試してみたかったからです」

　実際は渡されたのではなく投げつけられたのだが、そこは伏せて美織は続ける。

「でも、私には式属が作れませんでした」

　美織は声を震わせながら打ち明けて、魁へと視線を向ける。

「そうか」

　そう呟いた魁に落胆している様子はなく、美織はホッとするものの、表情を強張らせたままさらに言葉を紡ぐ。

「巴乃様から、魁様が統括首となるには夫婦共に認められなくちゃいけないと聞きました。魁様は素晴らしいお方なのでなんの問題もございませんし、私も魁様が統括首に一番相応しいのではと思っております。あやかしのみなさんも心強くお思いになられるでしょうが、私も踏まえてとなると話は変わってくると思います」

　美織の気持ちに呼応するように、湖面に咲いていた花から光が消えていく。

「式属も作れない自分が情けない。これでは魁様の足を引っ張ることになるかもしれないと思うと、ただただ申し訳なくて」

（だから新たにあやかしの花嫁を……なんて言えない。魁様の隣を誰かに譲りたくない。こんなにも、魁様が愛おしい）

　自分の中にある強い思いと、苦しいほどの魁への想いを再確認し、美織はそれ以上言葉にせず口を閉じた。

　魁はそっと美織の手を掴み取り、指を絡めるようにして、先ほどよりもしっかり手と手を繋ぎ合わせた。

「俺は正直なところ、統括首には興味ない。地位を得れば、やらねばならぬことが増え、必然的に美織や彗と過ごす時間が減る」

　今の段階ですでに魁は忙しく、屋敷を空けることが多いのも事実だ。そこに統括首としての役目も担えば、魁の言う通り、共に過ごす時間まで及ぶのは確実である。

「足を引っ張るどころか、美織は俺にとってなくてはならない存在だ。このまま俺のそばにいてくれるだけでいい」

　まっすぐ目を見て伝えられた思いに、美織は涙を堪えながら繋いだ手を握り返した。

「自分を必要以上に否定するな。美織はもともと霊力が高い。自分で思っている以上にな。俺と相性がよい上に、こうしてあやかしとなり、常世にしっかりと対応できている時点で唯一無二だといっていい」

　魁に抱き寄せられ、逞しい腕の中で優しい言葉を受け取ると、堪えきれなかった涙が美織の頬を伝い落ちていった。

「式属なんてどうでもいいが、負担となるなら統括首の件は断ろう。当主であれば美織を認めない者など相手にしなければ済む話だが、統括首となればそうもいっていられないからな。いちいち腹を立てるのも面倒だ。だったら他の誰かがやればいい。そうしよう」

「待ってください。まだ決めないでください……辞退すると決められてしまうと、無力な自分と向き合うことがつらくなります。落ち込みはしていますけど、私はまだ式属を諦めていませんし、魁様が統括首としてこの地を導いていく姿も見たいのです」

　あっさりと辞退の意思を言葉にされたことで、美織は慌てて魁へと訴えかけた。

「お義父様の屋敷で魁様に、私も含めて鬼のあやかしだと仰ってもらって本当に嬉しかったです。魁様の妻としてお役に立ちたい。魁様との子をこの手で守り抜きたい。私も鬼のあやかしだって、自信を持ってあなた様の隣に立ちたいと強く思いました」

　魁は美織の思いをすべて受け止めるように、黙って耳を傾ける。

「壁は高いのですが、理想の自分に近づくにはどうしたらよいか、この三日間ずっと考えていました。それで……まずは式属を作れるようになりたいと思いました。私、もう少し頑張れます。頑張らせてください」

　魁は「そうか」とひと言呟いてから、手近にあった低木から薄く発光している葉を摘み取り、美織の顔の前でひらりと揺らした。

「……それって、神楽の葉？」

　美織は大きく目を見開いた後、魁が先ほど手を伸ばした低木へと視線を移す。

　そして次の瞬間、池の周りに同じ低木がたくさん樹生していることにも気付かされ、鼓動がひときわ高鳴った。

「神楽の葉がたくさん」

　魁の持つ葉に触れたくて、美織は手を伸ばす。すると、指先が葉に触れる寸前でひらりと避けられ、隙をつくように魁が美織に口づけた。

「頑張りすぎは禁止する」

「……こ、心に刻みます！」

　美織は真剣に答えた後、表情を崩すように照れ笑いをし、それから飛びつくように魁に抱きついた。
















四幕、座敷童の女の子







　池のほとりで話を聞いてもらったその翌日から、早速美織は式属を作り出す練習を始めた。

（蝶になれ……蝶になれ……蝶に、なってください。お願いします）

　ハルとアキが固かた唾ずを飲んで見守る先で、美織は神楽の葉を握りしめて心の中で念じるが、特に変化は起こらない。今日はもうすでに、これが三枚目の挑戦であり、前の二枚は鬼火で燃やしてしまった。

（霊力を集中させるって、みなさんどうやっているのかしら）

　ハルからそのような助言を受けたのだが、霊力を集中と言われても、その感覚が美織にはよくわからない。

　美織なりに想像を働かせ、出産前に御霊みたまの洞ほら穴あなの中で発揮したあの力のようなものだろうかという考えに至る。しかしあの時は無我夢中だったこともあり、肝心の瞬間の記憶は曖あい昧まいで思い出せない。

　美織が難しい顔で神楽の葉を見つめていると、突然指先が熱くなる。

「あっ」と声を詰まらせた時には、葉は鬼火で燃え上がってしまっていた。

　赤だけでなく青や緑に黄色と、時折炎の色を変化させて燃え上がる様はとても美しく、失敗だというのにハルとアキは揃ってうっとり顔となる。

「また失敗してしまいました」

「ああ、美織様気を落とさずに。私には式属よりも、これほど美しい鬼火を生み出せることの方が貴重に思えますよ」

「私も同感です。魁様の鬼火は力強くありますが、美織様の鬼火には繊細な輝きがありますもの。彗様の鬼火はどのように美しいか、今から楽しみですね」

　自然と三人の視線は、部屋の中で九尾の狐を撫で回して遊んでいる彗に集まっていく。

　無邪気なその姿を眺めていると、美織の中の悔しさや切なさが緩和される。

　美織が穏やかな気持ちを取り戻し始めた時、九尾の狐がピクリと反応した。彗の手を離れて素早く円窓へと近づくと、縁に前足をかけて庭の方をじっと見つめる。

　警戒している様子でもあるため、窓の向こうを確認しようかと美織が立ち上がると、ちょうど「失礼いたします」と戸の向こうから主治医が声をかけてきた。

「美織様、お変わりありませんでしょうか……あら。これはいったい」

　にこやかに室内へと入ってきた主治医だったが、風呂敷の上に山盛りになっている神楽の葉を二度見したのち、驚きの表情となる。

「式属を作る練習をしたくて、昨夜たくさん摘んできました」

　池のほとりに生息していた神楽の葉を両手いっぱいに抱えて帰宅したため、まだまだたくさんある。

「なるほど。そろそろお早い子なら、式属を短時間出せるようになりますからね。彗様でしたらできるかもしれません」

　主治医がしみじみと言うので、美織は気まずそうに訂正を入れる。

「……いえ。私です」

「……あっ、美織様でしたか」

「はい。でも式属をうまく作り出すことができなくて」

「そういうことだったのですね」

　同じく気まずさいっぱいで主治医は会話を続けた後、ふと思い至ったようにポンと手を打った。

「なるほど、このことだったのですね。理由がわかり、ようやくホッといたしました。実は朝早くに町の通りで魁様にお会いして、その時、美織様が無茶をするかもしれない、霊力を気遣うようにと言われたのです」

　昨晩の「無茶は禁止だ」と言った彼の顔が、美織の脳裏に浮かんでくる。

（魁様は私が式属にこだわることに否定的だったのに……いいえ、これだけじゃないわね。いつも魁様は私を温かく見守って、尊重して背中まで押してくださる）

　美織は彼の気遣いをしっかりと受け止めると、幸せを噛みしめるように胸を熱くさせた。

「美織様になにかあったのかと心配になって、今日は往診の予定はなかったのですが、こうしてやって来てしまいました」

「確かに、今日は往診日ではありませんでしたね」

　主治医が苦笑いすると、ハルもそういえばといった様子で相槌を入れる。

　美織は主治医に微笑みかけて、丁寧に頭を下げた。

「お忙しいのに、ありがとうございます」

「とんでもございませんよ。美味しい羊よう羹かんを手に入れたので、魁様に言われなくても、お邪魔していたかもしれないですし」

　言いながら主治医は羊羹の入った紙袋を美織に差し出した。美織は嬉しそうにそれを受け取ると、「休憩がてら、いただきましょうか」と羊羹に目を輝かせているハルとアキに話しかけた。

　円窓から彗のもとに戻って身を丸めた九尾の狐と、張り切ってお茶の準備を始めたふたりを主治医は見つめていたが、やがて言葉を選びながら美織に問いかける。

「このように突然、式属を扱えるようになりたいだなんて……もしかして、信様のお屋敷でなにかありましたか？」

　美織はありのままを話そうとするが、巴乃の顔が脳裏にちらつき、言葉が詰まってうまく出てこない。

　そのまま視線を泳がせてしまった美織に代わって、アキが口を尖とがらせた。

「大ありですよ。巴乃大奥様にあれこれ言われまして、美織様は負けじと懸命に頑張られていらっしゃるのです」

「やはり巴乃様ですか。そうだろうと思いました」

　主治医は深いため息をひとつ挟んでから、苦々しい表情を浮かべながら記憶をたどるようにして語り始める。

「巴乃様とはこちらのお屋敷を離れてからお会いする機会はなかったのですが、お姿はしっかり覚えておりますよ……私はどちらかというと沙月様側のあやかしでもあったので、煮湯を飲まされたことも多々ありました。色々と印象深いお方ですよ」

　そこでさらに苦い記憶が蘇ってきたらしく、主治医はしかめっ面で大きなため息をついた。

「そういえば、かつて沙月様も式属のことで巴乃様にあれこれ言われておりましたね。なかなかうまく作れなかったので、悔しい思いをされたと思います。時間を見つけては繰り返し諦めずに、神楽の葉と向き合っておられました」

「お義母様も同じことをされていたのですね」

　話から伝わってくる沙月の前向きさに、自分もまだまだ頑張れると美織は思えてきて、折れかけていた気持ちが息を吹き返していく。

「美織様、なにがあったか詳しく教えていただけますか？」

　改まって問いかけられ、美織は大きく頷くと前へと踏み出すような気持ちで、屋敷の廊下であったことをぽつぽつと話し始める。

　途中途中でアキに補足してもらいながら、美織は一番痛みを感じたやり取りを、拳を握りしめつつ言葉にする。

「統括首を継ぐのなら、私は身を引き、魁様は新たにあやかしの嫁を娶るべきだとおっしゃられました」

「美織様、それは断じて違いますよ！」

　主治医は大きな声で否定した後、気持ちを落ち着かせるように深呼吸しつつ、冷静に説明を始める。

「魁様が中央統括首となられれば、美織様はその妻として当主の嫁たちの意見を聞いたり取りまとめたりし、東西南北の統括首の妻たちとも渡り合わなくてはいけなくなります」

　ハルは「奥方の意見を取りまとめるなんて、骨が折れるでしょうね」と気だるげに呟き、アキは恐ろしいとばかりに体を震わせた。

「霊力が低ければ、統括首の妻たちから相手にしてもらえないといったことも起こり得ます。当然見下されますよね。そうなると中央地域の当主や妻たちは、自分たちの尊厳まで踏みにじられたように感じることでしょう。そのため統括首選びには慎重になりますし、誰かひとりでも納得しなければ問答無用で白紙となります」

　美織は申し訳なさそうに瞳を伏せ、悔しさを言葉に滲ませる。

「やはり私では魁様の足を引っ張ってしまいますね。この程度の霊力で納得させられるなんて思えませんし」

　主治医は大きく横に手を振って否定して、少し呆れ気味に告げた。

「そんなことありません。私も美織様なら問題ないと思います。美織様は霊力を自らの内々に上手に隠してしまうので、巴乃様が美織様の本来の力を見抜けなかっただけです。少し集中すれば感じ取れることなのに、頭に血が昇っていたのですね」

（霊力を隠している……と言われても、よくわからないわ）

　美織は胸に手を当ててみるものの理解できず、自分のことを自分が一番わかっていないような気持ちになっていく。

「朱蛇様はしっかり見抜かれております。だから魁様に申し出たのです。これから美織様に対し、面と向かって元人間などとのたまうあやかしは、相手の力を見抜く眼力がないと判断されてしまってよろしい！」

　拳を振り上げながら主治医が熱弁を振るうと、ハルとアキは「その通りです！」と同じ熱量で声をあげた。

　あまりの迫力に呆気に取られていた美織が柔らかな声で小さく笑うと、そこで主治医たちも揃って笑みを浮かべた。

　場が穏やかな雰囲気に包まれたところで、美織は自分の気持ちを言葉にし始める。

「昨晩魁様は、私の負担になるなら統括首にならなくてもいいとおっしゃってくださいました。他の誰かがやればいいと。朱蛇様以外、当主の方とお会いしたことはないので、なにを言っているかと言われるかもしれませんが、私は魁様こそが適任のように思うのです」

　言葉を選びながらのため、途中でたどたどしくなるものの、ハルとアキと主治医が優しい面持ちで耳を傾けてくれるため、美織は勇気を持って考えを述べていく。

「上に立つ者が誰になるかは中央地域で暮らすあやかしたちにとって、もちろん私にとっても重要な問題です。私は魁様の素晴らしさをよくわかっているので、魁様が上にお立ちになれば、今以上によりよい場所にしてくれるのではないかと期待してしまいます」

　美織は九尾の狐にくっついてうとうとしている彗の姿に、この先も幸せに笑ってほしいと、愛息子の将来に思いを馳せる。

「あやかしの父と人間の母の間に産まれた魁様だからこそ、偏った考えで物事を進めたりしませんから……って、私の身勝手な期待でしかないのですけど」

　長々と語ってしまったと美織は急に気恥ずかしくなり、最後に苦笑いを付け加える。すると、主治医は真剣な面持ちで口を開いた。

「いいえ、間違っていませんよ。実際、魁様の領地に移り住むあやかしは多いですから。それに霊力の強さから考えても、朱蛇様の跡を問題なく継げるのは魁様か、もしくは信様くらいでしょうね。お三方共、霊力が圧倒的すぎて、他の当主たちも好き勝手できないでしょう」

　主治医がひと息つくと同時に、九尾の狐は寄りかかってくる彗の重みに耐えきれなくなったのか、するりと彗のそばを離れていった。彗はぼんやりとしていたが、九尾の狐が定位置である窓際の座布団の上で身を丸めたのに気付くと、すぐさまパチリと目を開け、そちらに向かってとてとてと歩きだした。

　その姿を横目で見つつ、美織は話を続ける。

「今回のことだけじゃなく、私が妻であることで魁様の評価を下げることになってしまったら申し訳なくて……だから立派な式属を作れるようになれたらと」

「わかりました。一度試してくださいまし。私もなにかお手伝いできるかもしれません」

　主治医の求めに応じるように、美織はすぐさま神楽の葉を手に取った。集中するように手に力を込めるが、鬼火により葉を燃え上がらせてしまい、結果は先ほどと同じく失敗である。

「……なるほど、わかりました」

　肩を落とした美織だったが、主治医の力強い言葉に藁わらにも縋るように前のめりとなる。

「霊力がすんなり流れず、そうかと思えば一気に流れだしたりするので、その影響でしょう。これは人間からあやかしとなった方々や、霊力が不安定なあやかしにもよくあることです」

「練習すればうまくいくようになりますか」

「……ええ。練習と共に年数を重ねていけば、必ずよくなります」

（つまり時間がかかるということね）

　希望は残されたが、中央地域の祝祭まですでに三ヶ月を切っている。そこに間に合わせるのは難しいとわかっても、美織はやはり諦めきれない。

「霊力を外に開放される練習をされてみたらいかがでしょう？」

「外に開放？」

「巴乃様のように大きな顔で練り歩けるようになれば、うまくいきますよ」

　アキは美織に提案し、ついつい軽口まで叩く。すかさずハルが「こら」と注意し、主治医も苦笑いを浮かべて指摘する。

「霊力を内に秘めてしまうのは繊細さゆえ。そんな美織様だから、町のあやかしたちも慕っているのです。無茶を言って困らせないように！」

「大変失礼いたしました」とアキがわざとらしいほど丁寧に頭を下げた後、神楽の葉が置かれている方へと目を向け、にこりと笑う。

「あら。彗様、葉っぱが気になりますよね」

　九尾の狐のもとへ向かったとばかり思っていた彗が、いつの間にか神楽の葉のそばに座り込んでいた。葉を握ってみたり、手荒に振ったりする姿を大人たちは見守るように見つめていたが、次の瞬間、次々と式属の小鳥を生み出し、唖然とさせられる。

「こんなに一度に式属を。さすが彗様」

　主治医が感動しながら褒め称えると、彗は葉をむんずと掴み取り、宙へと放り投げた。それと同時に葉に鬼火がつき、一気に燃え尽くしていく。

　その様子に彗はパチパチと手を叩いて大喜びし、残っていた葉を次々と放り投げては燃え上がらせていった。

「す、彗、待ってちょうだい」

　美織が焦り始めた時にはもう遅く、昨夜摘んできた葉は綺麗さっぱりなくなってしまっていた。

　言葉を失っている大人たちの横で、彗の楽しげな声が明るく響き渡った。




　神楽の葉がなければ練習もできない。

　主治医を見送った後、美織は「日があるうちに、散歩がてら行きたいと思っているのですが」とハルとアキを遠慮がちに誘い、昨晩行った双子池を再び訪ねることにした。

　ハルとアキだけでなく、九尾の狐も一緒についてきてくれたため、美織は「ありがとうございます」と声をかけた。

　彗を抱いて玄関から外に出たところで、ハルが「あれなら神楽の葉をたくさん持ち帰れますよね」と、庭で水撒きをする際に使っている大きな手桶を取りに走りだす。

「どれほど摘むつもりなのかしら」というアキのぼやきに美織が苦笑いした時、まとわりつくような視線を感じ、林の方へと視線を向けた。

（……なにかしら）

　薄気味悪さを覚えて足元へ視線を落とすと、九尾の狐もそちらをじっと見つめていることに気付いた。しかし、ほどなくして九尾の狐は興味を失ったように視線を逸らす。

　改めて林へ目を向ければ、先ほど感じた気配のようなものが消えていた。美織は思わず首を傾げるが、魁の力を宿している九尾の狐がそばにいることと、その狐が警戒を解いたことで問題ないだろうと考える。

（それになにより、私には鬼灯の簪がある）

　信のところにはつけていかなかったが、美織はその後から、魁が霊力を吹き込んだこの簪をお守り代わりとして常に身につけている。

　髪に挿した簪の重みを感じながら、美織は屋敷を出る。

　歩きだしてすぐに、美織の腕に抱かれていた彗が自らの足で歩くことを要求し、一行は彼に合わせながらのんびりと進んでいく。

　町へ出ると、時々尻餅をつきつつ、九尾の狐を「わんわん」と呼び追いかける彗の姿に、あやかしたちは足を止めて微笑ましげに見つめてくる。

　彗に近づいて声をかけてきたり、お菓子をくれたりする者も多く、彗は警戒する様子をみせた。

（泣いてしまうかもしれない。ここで嵐を巻き起こしたら大変だわ）

　美織はハラハラしながら見守っていたが、彗がふと大人びた冷静な面持ちとなり、それが魁にそっくりだったため思わず目を瞠みはる。

　同時に彗が警戒を解いたことも見てとれて、美織は少しばかり動揺する。

（攻撃の意思がないと察したのかしら……もしくは、それぞれの霊力を感じ取って、負けないと判断したようにも見えるわ）

　あやかしとしての彗の優秀さを垣間見た気がして、これまで何度か耳にしてきた「将来が楽しみ」という言葉が持つ意味をようやく理解した気がした。

　あやかしたちと言葉を交わしながら、美織たちはたっぷりと時間をかけて、詰所へ続く階段の手前の小道へと入っていく。

「私も双子池へ一度だけ行ったことがあります。池も綺麗だったけど、その奥で咲いていた藤の花が見事で……あっ、もしかしたらそろそろ頃合いかもしれませんね。咲いていました？」

「ごめんなさい。気付きませんでした。先日は舞子に、昨夜は池の中を泳いでいた輝く魚に夢中になっていました」

　アキの問いかけにゆるりと首を横に振った美織に、ハルは口をポカンと開けた。

「……そ、それって幻雷ですか？」

「ええ。確かそんな名前だったかと」

「美織様、すごいです！　いるとされていますが姿を見ないので、本当はいないんじゃないかって囁かれていた幻の魚です」

　たくさんいましたとは言い出せないまま、美織は足元に近寄ってきた彗を抱き上げ、はしゃいでいるハルとアキに続く形で、池へ続く小道をどんどん進んでいく。

　横を歩く九尾の狐がしきりに周囲を見回し、警戒している様子をみせたため、つられるように美織も周りを見回す。

　小道の両脇には林が広がっている。明るいため遠くまで見渡せるが、美織には特に不審な点は見つけられない。それなのに、屋敷を出た時にも妙な気配を感じているためか、心の中で不安が大きく膨らんでいく。

　心なしか足早になりながら先を急ぐとようやく双子池が見えてきて、昼間見る姿の優雅さに不安も吹き飛び、目を奪われる。

　池には黒い欄干の橋が所々かかっていて、それを渡った向こうに、先ほど話に上っていた藤の花や、ござが敷かれた屋根付きの休憩処が見える。

「綺麗なところですね」

「住人たちの憩いの場所となっております。また遊びに来ましょう」

　美織は頷いてから低木の方へ歩きだす。

「また彗様の玩具となってもいいようにたくさん摘んで帰りましょう」

　ハルとアキは、摘み取った神楽の葉を手桶の中へとどんどん放り込んでいく。

　美織も葉を摘み取ったが、腕に抱かれている彗が手を伸ばしてきたため、「はい」と差し出した。

（さっきの彗は本当にすごかったわ。彗は特別かもしれないけれど、あやかしとして生まれればこんなに幼くても式属を作れるのね。私は相当の練習が必要かもしれないけど、頑張らなくちゃ）

　美織はもう一枚摘み取り、ハルとアキが作り出した可愛らしい蝶々を思い浮かべて集中するが、鬼火が生じてしまい結果はやはり同じだった。

　思わずため息がこぼれたが、綺麗に燃えている葉を目にした彗がパチパチと手を叩いてくれたことで、「ありがとう」と笑みが広がった。

　彗が持っていた葉を落とし、それを求めるように手を伸ばしたため、美織は慌てて彗の体を抱え直し、ゆっくりとしゃがみ込んだ。神楽の葉を無事に取り戻した彗は、目をきらきらさせながら宙に放り投げ、強い風を巻き起こす。

「彗、やめなさい！」

　慌てて美織が注意するが、風はすぐに収まらない。

　九尾の狐は飛ばされないよう体勢を低くし、ハルとアキのそばに置かれた手桶からも摘んだばかりの葉が舞い上がる。美織も持っていた焼け焦げた葉を風に持っていかれてしまう。

　ハルとアキは笑いながら、そして美織は「すみません」と謝りながら舞い散った葉を回収する。

　賑やかに来た道を引き返し始めた時、林の中から小さな姿が飛び出してきた。美織たちは驚いて足を止めるが、すぐに見覚えがあることに気付き、戸惑いの表情となる。

「……杏子さんですか？」

　本人だろうとは思うのだが、確証は持てなかった。いつも浮いていた彼女が、地面に足をついているためか、どことなく違和感があったのだ。

　美織が確認するように問いかけると、杏子は繰り返し頷き、いつもの可愛らしさでにこりと笑いかけてきた。そこでようやく記憶の中の彼女とぴたり重なり、美織も微笑み返す。

「どうしてこんなところに？」

　今度はハルが問いかけると、杏子は持っていた巾着袋を掲げるように見せた。

「お使いですか。こんなに遠くまで大変ですね」

　アキからの同情に力なく笑い返しながら、杏子はゆっくりと美織に近づいてくる。目の前で足を止めると、巾着から包み紙にくるまった饅頭を取り出した。

　杏子の視線が自分と彗を行ったり来たりしていたため、美織は少しばかり声を弾ませて質問する。

「もしかして……私と彗にくれるのかしら？」

　杏子がこくりと頷くと、アキが「先日のお礼ということでしょうか。素敵な贈り物ですね」と朗らかに呟いた。

　美織は杏子と視線の高さを近づけるべく、彗を抱っこしたまましゃがみ込む。ちょうどその瞬間、杏子のお腹がきゅうっと音を立てたため、美織は受け取るのを躊ちゅう躇ちょした。

「お腹が空いているなら、杏子さんが食べてください」

　杏子は慌てた様子で首を横に振って、頑なに饅頭を差し出してくる。

　お腹を空かせている子から食べ物をもらうのは気が引けて受け取れずにいた美織だったが、ふっと杏子の膝に目が留まる。

　見落としてしまうくらいの大きさだが、皮膚が青く変色している箇所があった。

（痣あざがある）

　美織も現世にいた頃は瑠花に叩かれたり蹴られたりして痣をよく作っていたため、ある意味馴染み深いものであり、心の中に苦々しさが広がっていく。

（……手が震えてる……顔色もいつもより悪いし、頬もこけている）

　改めて見ると、饅頭を持つ小さな手がわずかに震えている。これはいったいどういうことだろうかと美織は杏子の顔を覗き込むが、怯えるように視線を逸らされてしまった。

（やっぱり様子がおかしい）

　杏子に対する違和感が美織の中で色濃くなる。

　お互いに譲らずにいると、一瞬の隙をつくように、彗が手を伸ばして杏子の手から饅頭をひょいと掴み取った。

　そのまま彗は饅頭を口へ持っていったが、次の瞬間、杏子が素早く彗の手からそれを叩き落とした。そして、地面に落ちた饅頭を掴み取って巾着の中に戻すと、その場から逃げ出すように通りに向かって走りだした。

　あっという間の出来事に、呆気に取られたようにハルとアキは視線を通わせる。

「どうしたのでしょうか？」

「気が変わって自分で食べることにした、とか？」

　ふたりがそう言葉を交わす中、美織は林の中から視線を感じた。同時に足音も聞こえた気がして、慌ててそちらへと目を向ける。

　またもや誰の姿も見つけられなかったが、嫌な予感は大きさを増す。

　周囲に警戒の目を向けながら美織が立ち上がろうとした時、九尾の狐が彗の手の匂いを嗅いで唸うなり声をあげた。

　そこで脳裏に巴乃の顔が浮かび、美織はまさかと顔を青ざめさせた。

「……饅頭にまた腹下しの薬草など……そんなこと……でも、彗の手を……」

　そんなわけがないと思いたいが、実際に信の屋敷で腹下しの薬草入りの食事を出されたことがあるため、巴乃ならやりかねないのではと怖くなる。

　彗の手に向かって九尾の狐は唸り声をあげ続けている。いつもと違うその様子に、腹下しよりも恐ろしい薬草が入っていたらと美織の心に不安がよぎる。

「彗の手を洗いましょう！」

　危機感を覚えた美織の声に、ハルはその場で手桶をひっくり返して入っていた神楽の葉を落とすと、大急ぎで池へと戻っていく。美織も彗が手を口に持っていかないように気をつけながら、アキや九尾の狐と共にハルを追いかけた。

　手桶ですくった池の水で、彗の手を繰り返し繰り返し洗い流す。

　そうしていると九尾の狐が再び近づいてきて、彗の手に鼻を近づけた。今度は唸り声をあげることなく、問題なしと知らせるようにペロリとひと舐なめしたため、美織たちは大きく安堵する。

「美織様、あの童を捕まえましょう！」

「そうです。このような卑怯な嫌がらせは許せません！」

「なにか入っていたのか、真実を知るために杏子さんを探しましょう」

　美織はそう判断し、唯一動揺した様子のない彗をしっかりと抱え直した後、みんなと共に小道を小走りで進みだす。

「幼い彗様によからぬものを食べさせようだなんて、本当に信じられない」

「彗様だけじゃなく、美織様も狙われていましたよ。魁様に報告しなくちゃ」

　ハルとアキが憤りを抑えきれない様子で繰り返しているが、美織はまた少し違った考えを持っていた。

（確かに途中まではそうだった。でも、饅頭によくないものが入っていると知っていたからこそ、杏子さんは食べようとした彗を止めたように思えた）

　小道の先を見つめながら、美織は確信に近い気持ちを抱いた。

（足音に薄気味悪い視線……間違いなく他にも誰かいる。杏子さんに指示を送っている者が）

　小道を抜け、詰所の階段の前まで出たところで、ちょうど隊員の天狗ふたりと鉢合わせた。

「奥様、こんにちは！」

「彗様を連れてお散歩ですか？」

　美織たちは一旦足を止めて「こんにちは」と返すと、彗が階段の上から尻尾を振ってこちらを見ている狛犬たちの姿に気付いて、「大きいわんわん！」と声をあげた。

（魁様に相談すべきかしら）

　杏子だけなら美織たち三人で捕まえられるだろう。しかし、視線を送ってきている者が大男だったとしたら、捕まえるどころか逆に攻撃を受けてしまう恐れが出てくる。ましてや、それがひとりではなく何人もいたとしたら太刀打ちできない。

（……でもそうしている間に、きっと逃げられてしまうわよね）

　自分だけならまだしも、みんなを危険に晒すのは避けたいと思うが、しかし逃げられてしまえば、今回のことはうやむやとなってしまう。

　杏子のことも気がかりで美織が表情を曇らせると、それに気付いた隊員ふたりがほぼ同時に話しかけてくる。

「奥様、どうされましたか？」

「魁様は先ほど詰所にお戻りになりました。お呼びした方が？」

「……いいえ。大丈夫です。顔を合わせる機会がありましたら、お疲れ様ですとだけお伝えください」

　美織は覚悟を決めてそう返事をし、店が建ち並ぶ通りの方へ向かおうとする。

　しかし、すっかり狛犬たちに心奪われている彗が、行きたいのはそっちじゃないとばかりに大声でぐずり始めたことで美織はハッとさせられ、すぐに思いを固める。

「アキは彗と詰所にいて。私たちも童を見つけたらここに戻ってくるわ。それで……もし、しばらく経っても戻ってこないようなら、魁様を呼んでもらってください」

　このまま一緒に探し回っても、彗の泣き喚く声に気付かれてしまえば、相手に逃げられてしまうだろう。それに、詰所にいた方が彗の身の安全は確保できると美織は判断し、「アキ、お願い」と彗をアキの手へと渡した。

　アキは持っていた手桶をその場に置いて、「わかりました」と緊張の面持ちで彗を抱きかかえ、ハルと九尾の狐に「美織様をお願いします」と声をかけた。

「どうしたんですか？」と天狗たちに繰り返し質問されているアキと、狛犬へと必死に手を伸ばす彗の姿を肩越しに見ながら、美織はハルと九尾の狐を連れて駆け出す。

「ハル、気をつけて。他にも誰かいるような気がするの。深入りしない方がよいと感じたらすぐに引きましょう」

　ハルは驚きつつも「わかりました！」と答えた後、苦々しい顔をした。

「確かに、あの子がこんな大それたこと考えたりするようには思えませんよね。他にも誰かがいるということは……やはり巴乃様の仕業でしょうか」

「杏子はお義父様の屋敷に仕えている女中だから、その可能性もあると思います」

　断言を避けながら美織も自分の考えを述べると、「可能性大ありですよ」とハルから苛立った声が返された。

　店が並んだ賑やかなところまで通りを戻ってくる。美織は必死に杏子の姿を探すが、行き交うあやかしたちも多く、なかなか見つけられない。

「小さいから、あやかしたちに紛れられてしまうと探し難いですね……。そういえば、あの子、瞬間移動もできましたよね。もしかしたらもう町を後にしているかもしれません」

　慌てたようにハルが言うが、美織は冷静なまま言葉を返す。

「確かに町で会った時は姿を消すことができていました。けどどうしてか、今日は走って逃げていったわ。浮いてもいなかったし……具合が悪くていつもできていたことが今日はできないとか、そういう場合もあるのでしょうか？」

　杏子の足の痣についてはなんとなく言いづらく、そこは伏せたまま質問する。

「霊力がもともと不安定だったとしたら、そういう場合も考えられます……美織様のおっしゃる通りかもしれません。今思えば、前よりも顔色が悪かったです」

「それならきっと、まだ町の中にいるわ。見つけましょう」

　お腹が空いていそうだったため饅頭屋や食事処を見て回り、家屋の間の細路地にも注意を向ける。

　町のあやかしたちにも「小さな女の子を見ませんでしたか？」と聞くものの、一向に有力な手がかりは掴めない。

　どうしたものかと途方に暮れそうになった時、視線を感じた気がして、美織は勢いよくそちらへと顔を向ける。

（この不快な感じ、似てるわ）

　みんなそれぞれに過ごしていて、自分を見ているあやかしなど見つけられない。しかし、背筋がぞわりと粟立つ感じにはしっかりと覚えがあった。

（見逃さないわ。どこにいるの）

　美織は慎重に周囲へと気を張り巡らせて、鋭い眼差しを向ける。

　すると、周りにいたあやかしたちが動揺した様子を見せた後、恐れを含んだ視線が次々と自分に向けられるのを美織は感じ取る。隣にいたハルから「さすが我らが美織様」といった声が聞こえてきた。

　それらを気にしつつも気配を探り続けていると、通りの奥で体の大きな男が店と店の間へと入っていくのを視界に捉えた。

　ぞわりと肌が粟立ったのを感じると同時に、「ハル」と小さく呼びかけ、ゆっくりと歩きだす。

（この辺りだった）

　美織は慎重な足取りで、店と店の間にある薄暗い細路地へと入っていく。

（勘違いかもしれないけど……）

　この先に杏子がいるという確信は持てないが、重苦しい緊張感と警鐘を鳴らすかのように強く響く自分の鼓動を信じ、緊張感と共に歩を進める。

　家屋を越えて畑が見えてきたところで、納屋の陰にいるふたつの姿を捉えた美織は足を止めて鋭く見据えた。

「お前はいったいなにをしてくれたんだ。あのまま食べさせておけばよかったものを！」

　大柄の男が俯いて佇んでいる杏子を怒鳴りつけ、思わず美織は体を竦ませる。

　他の気配は感じられないため、危惧すべきはあの大柄の男ひとりだけのようである。

　霊力はそれほど高くなさそうだが、棍棒のような物を持っているため腕っぷしは強いと思われ、警戒は怠れない。

（私たち三人がかりで立ち向かって武器を奪い取れさえすれば、なんとかあの男を捕縛することができるかもしれない）

　霊力でなんとかねじ伏せて――と美織が頭の中で計画を練っていると、男が足元に落ちている巾着袋を杏子に向かって蹴り飛ばした。

「お前がヘマをしたせいで、こっちの動きに気付かれてしまった。失敗した場合、証拠を消すためにお前が食べろと指示されていただろう。この程度の毒で死にはしない。さっさと食え！」

　饅頭の中に入っていたのは腹下しの薬草ではなく、毒。その事実に美織は大きく衝撃を受け、頭の中が真っ白になる。

　杏子は怯えた顔で男を見上げた後、震える手を巾着に伸ばし、中から饅頭を取り出した。しかし、それを口に持っていけず怯え顔で固まってしまう。

　すると、男が痺れを切らしたように杏子の手を掴み、饅頭を口に押し付ける形で無理やり食べさせた。

「やめて……だめよ……」

　計画などは頭から吹き飛び、男への警戒も忘れ、美織は杏子のもとへ駆け寄ろうとする。

　その瞬間、杏子が苦しそうに顔を歪め、地面に体を打ちつけるようにして倒れた。

　しかし男は許さず、「もうひとつあるぞ。これもだ！」と、杏子の頭を乱暴に掴み上げた。

「やめなさい！」

　美織の叫びでようやく男はこちらに気付き、静かな怒りをたぎらせている美織を見て、怯えるように後ずさる。

「鬼……さっきと霊力が……どうして」

　そのひと言で、やはり先ほどから感じていた視線はこの男のものだと美織は確信を持つ。

　一方で男は美織を取るに足らない相手だと思っていたのか、ひどく動揺している。

「これ以上その子を苦しめるなら、許さない」

　ぽつりぽつりと男の周りを美織の鬼火が取り囲む。男は恐れ慄き、鬼火から逃げようとするが、男が駆け出した方へと九尾の狐が先回りし、立ちはだかるようにして鋭い咆ほう哮こうをあげた。

　魁の霊力を持つ九尾の狐も男にとっては恐怖の対象であり、完全に動きを封じられる。

　美織は男の傍らにすっと近づくと、怒りで声を震わせながら厳しく問う。

「誰の命令で私を見張り、この子を寄越したの？」

「……そんなの知らない。俺はなにもしていない。すべてこいつがやったこと」

　男は前もって準備していた文言をそのまま述べたかのようで、美織は怒りを募らせた。

　それに呼応するように鬼火がさらに増え、ひとつ、またひとつと男へ飛んでいく。

　鬼火が腕を掠かすめ、男は痛みで顔を歪めながらも、棍棒を振り回して必死に鬼火の攻撃をかわしていく。

「ひゃあっ！　しっかりして！」

　ハルの叫び声を耳にして美織はハッとする。

　見ると、ハルがおろおろと手を伸ばす先で、杏子が痙攣を起こしていた。

　美織が動揺すると共に鬼火がいくつか消え、攻撃もやむ。その隙に、男は持っていた棍棒を放り出すと、俊敏に走りだした。

「待ちなさい！」

　美織の目が黒々と輝きだす。いつか式属の蝶と対峙した時のように、美織は霊力であやかしである男をつかまえようとする。しかし、それは意識的に行ったことではないため、男の足に霊力を絡め、動きを鈍らせた程度で終わってしまう。

　それを見逃さなかった九尾の狐が逆の足に噛みついたため、男は死に物狂いで九尾の狐を振り解き、その場から逃げ出した。

　逃してしまったと落胆の気持ちはあるが、それよりも杏子が心配で美織は急ぎ足でハルのもとへ向かう。

「美織様、どうしましょう」

　ハルは泣きそうな顔で美織を見て、美織も血の気を失った杏子の姿に言葉を失う。対処法すら考えられず動揺するが、そんな中思い浮かんだのは主治医の顔だった。

「主治医のところへ、杏子さんを運んではだめかしら」

「そうですね。よい考えだと思います。急ぎましょう！」

　ハルは素早く杏子を抱き上げて、「すぐ近くですから」と先頭を切って走りだした。

　裏路地を駆け抜けるハルと九尾の狐に、美織は遅れまいと力を振り絞ってついていく。

　ほどなくして竹垣が現れて「こちらです」とハルが美織へと声をかけた。

　竹垣の向こうから主治医のほがらかな笑い声が聞こえてきて思わず美織が安堵すると、主治医と親子のあやかしが道へと出てきた。

「お大事にね」と主治医は親子に手を振った後、駆け寄ってくる美織たちに気付いて目を丸くさせる。

「美織様じゃありませんか。先ほどお会いしたばかりなのに……その子は？　いったい何事ですか？」

「毒入りの……物を……食べてしまった……ようです」

「それは大変！　急いで中へ運んでください！」

　息も絶え絶えに美織が説明すると、主治医は驚きつつも冷静に指示を出す。

　広い庭を進み、主治医が開けてくれた戸口から家屋の中に入ると、土間の先にこぢんまりとした和室があり、多くの薬瓶があることから診察室だろうと判断する。

「こちらにその子を。大至急、食べた物を吐き出させます」

　主治医は押し入れから長座布団を引っ張り出して畳の上に敷いた後、嘔吐物を受け止めるための金属製のたらいを手に取る。

　ハルが長座布団に杏子を下ろすと、主治医はそばへと飛んでいく。鋭い眼光で杏子の容態を診た後、後ろから支えるようにして杏子の体を抱き起こした。

　美織はふたりのそばに膝をつき、両手で持ったたらいを杏子の口へと近づけた。

「苦しいだろうけど、ちょっと我慢してちょうだいね」

　主治医は杏子の口の中に己の指を入れる。ほどなくして、杏子はむせかえるようにして饅頭を吐き出した。

「大丈夫そうね……すべて吐き出せたと思います」

　何度か嘔吐させた後、主治医がそう判断し、ひとまず美織はホッとする。

「なにがあったのか聞いておりませんが……毒を食べたと言われると、先ほどの腹下しの話を思い出してしまいます」

「私たちもその考えで一致しておりますよ。なにせこの子は信様のところの女中ですから」

　主治医は呆れたように天を仰ぎつつ、大きなため息をついた後、改めて杏子へと視線を落とした。そこで杏子の体にできた痣や痩せこけた顔にも気付き、「なんてことを」と憤りを滲ませる。

「美織様、この子、今日のところは預からせていただいてもよろしいですか？　解毒しつつ容態を看たく思います。栄養状態も気になりますし、怪我をしているようなら治癒も行わないと」

「お願いします」

　主治医はぐったりしている杏子をそっと横たわらせてから立ち上がると、美織からたらいを受け取って土間へと向かっていく。

　ほどなくして戻ってきた主治医の手には手拭いと、先ほどより小さいが水がたっぷり入ったたらいがあり、「手をお洗いくださいな」と美織の前に置いた。

「ありがとうございます」と主治医にお礼を述べてから、美織が冷たい水で手を洗っていると、ぐったりとしていた杏子の目がゆっくりと開いて、美織へと向けられる。

「杏子さん、大丈夫ですか？」

　手拭いで手を拭きながら声をかけると、ぼんやりと美織を見つめていた杏子はハッとし、怯えた表情を浮かべながら、力を振り絞るようにして体を起こした。

「まだ横になっていてください」

　その呼びかけは届かず、ひたすら杏子は美織に向かって深く頭を下げた。

「謝らないでください。わかっていますから」

　美織が優しく言葉をかけても、杏子は頭を下げた状態のままで小刻みに首を横に振り続ける。

　顔の下で力いっぱい握りしめている小さな手の上に、涙がぽたぽたとこぼれ落ちているのに気付き、美織もつられて涙ぐむ。

（私と彗にあの饅頭を食べさせようとしたことに苦しんでる）

　命令されてのことだったとしても、その小さな手で饅頭を差し出したのは揺るぎない事実だ。

　命を狙った行為を激しく後悔するかのように、杏子は体を震わせて泣いている。

「あなたがいたから、彗は食べずに済みました。とても勇気がいることだったでしょうに。ありがとう」

　杏子は涙で濡れた顔を上げて美織を見ると、さらに涙を溢れさせた。

　主治医もハルも、泣きじゃくる杏子の姿を切なそうな表情で見つめている。

　しかしその時、杏子に異変が起こった。突然動きを止めて嘔吐したかと思えば、顔を真っ青にさせながら、震える自分の体を抱きしめて蹲る。

　次の瞬間、室内に強い風が吹き荒れ始めた。

　ハルは風に押されるようにして土間へと転げ落ち、主治医は棚に並んだ薬の瓶が落ちないよう慌てて覆い被さる。

「……み、美織様。どうやら霊力に影響を及ぼす毒だったようです。気をつけて！」

　それは彗の霊力の暴走とよく似ていて、鋭利さを帯びた風が畳や座布団を切りつけ、薬品の瓶も次々破壊していく。

　割れて落ちた瓶の欠片かけらが鋭く飛んでいき、その先にいた九尾の狐はひらりとそれを避けた。

　そしてその刃は美織にも向かってくる。

　しかし美織は頬や着物を切りつけられても、まっすぐに杏子を見つめ続けた。

　彗の暴走とよく似ているように思えたが、冷静になればまったく違う。

　彗は無意識だろうとしっかりと風を操っていたが、杏子はそうじゃない。まるで風が主導権を得て、杏子の霊力を搾しぼり取っているかのようだ。

（このまま霊力が空になるまで暴走が続いてしまったら……その先に待つのは死）

　美織は唇を噛んだ後、腕を伸ばして杏子を引き寄せると、労わるように抱きしめた。

　その想像以上の軽さと細さに美織は息をのむ。

　同時に信の屋敷で目にした、巴乃が杏子を乱雑に扱う姿を思い出せば、胸が張り裂けそうになる。

「失いたくない。私はあなたを守りたい」

　美織は力を込めて抱きしめて、決意に満ちた瞳からひと粒の涙をこぼした。




　――時は少しだけ遡り、美織が双子池から詰所の近くまで戻ってきた頃。

　八雲を引き連れ詰所内を歩いていた魁がぴたりと足を止め、遠くを見つめるように振り返った。

「美織が来ているのか？」

「……そのようですね。珍しいです」

　八雲も気配を探り、不思議そうに返事をした。

　来ているといっても門の中にすら入っていないため、もしかしたら神楽の葉を取りに来たのではと魁は予想するが、妙な胸騒ぎを感じて廊下を引き返す。

　特になにも言わずについてきた八雲と共に、詰所の門までやってくると、天狗たちに見守られながら狛犬と戯れる彗と、不安そうに町の方へと視線を向けているアキの姿があった。

「美織はいないのか？」

　そこに彼女の姿が見当たらず、思わず小走りになりながらアキに話しかけると、自分を見たアキが大きく安堵した様子で「魁様！」と声をあげ、さっきあった出来事を話し始めたのだった。

「あの童か。美織に悪意を持つ者は簡単に近づけないように霊力を込めておいたが、近づけたということは、本人は美織に敵意があったわけじゃない。だとすると……」

「誰かに命じられ、もしくはすぐそばで見張られていて、やらざるを得ない状況だった可能性がありますね」

　苛立ちを隠さず拳を握りしめる魁へ、八雲が淡々と述べた。

　彗とアキを詰所の中へ移動させて、警護するよう天狗に指示してから、魁は八雲と共に美織を追いかける。

　美織と九尾の狐の霊力の痕跡をたどりながら、店の裏手から、やがて主治医の家へたどり着く。

　そして、家の中へ飛び込んだ魁は、目の前に広がる状況に困惑の色を浮かべた。

「ああっ……魁様！　お助けください！」

　魁に気付いた主治医が悲鳴のような声をあげると、魁は荒々しく吹き抜ける風を霊力で抑え込み、一気に場を鎮めていく。

「彗に腹下しの薬草入りの饅頭を食べさせようとした童を美織が追いかけていったとアキから聞いて、気配をたどって飛んできた。いったいどういう状況だ。説明を……」

　落ち着いたところで魁が説明を求めようとしたが、美織の腕の中で杏子が淡く輝き始めたのを目にし、言葉を途切らせた。

　そのまま杏子は、美織の腕を離れるようにしてゆっくり浮かび上がっていく。

　杏子が美織の霊力を纏っているのをしっかりと感じ取った次の瞬間、その小さな体が霊力を放った。

　優美に輝く杏子から宝石のような光が舞い落ちる中、八雲は大きく目を見開いた後、その表情に戸惑いと警戒を滲ませる。

「……幼い頃、あの姿によく似たものを文献で見ました」

「俺もだ」

　一方、魁は目を瞠ってから愉快そうに口元を綻ばせた。

「面白いことをしてくれるな。さすが俺の美織だ」

　杏子の輝きが完全に消え失せたところで、小さな体が美織の腕の中へと落ちていった。すると美織も大きく体を揺らし、そのまま横に倒れ込んだため、魁は慌てて駆け寄っていく。

　かすかに目を開けた杏子が、美織の腕をきゅっと掴んだ。

　目に涙を浮かべながらも満ち足りた笑みを浮かべた杏子から伝わってくる喜びの感情を、魁はしっかり感じ取ったのだった。




　それから数時間が経過し、夜の闇に染まっていた空がようやく白んできた頃。静寂に包まれていた信の屋敷の玄関の戸がゆっくりと開いた。

　巴乃はお付きの女中を引き連れて外に出ると、夜露に濡れた落ち葉を踏みしめながら屋敷を取り囲む林の中へと入っていく。

　林の半ばでぴたりと足を止めて、巴乃は不快感たっぷりにため息をついた。

「あなたひとり？　あの女中はどうしたのかしら」

「饅頭を食べて動けなくなったので置いてきました。どこかで命を落としているかもしれないな」

　木に寄りかかって立っていた男……杏子に饅頭を食べさせたあの男が、小さな神楽の葉を揺らしながら巴乃に返事をする。

「あの程度で命を落とすわけがないでしょう」

「そうか？　あんなに衰弱していたのだから、耐えきれずにどこかの道端で息絶えていてもおかしくないだろう」

「……まあいいわ。大して役に立たない座敷童だったし、代わりに新しい女中を雇うことにしましょう」

　そこで巴乃はチッと舌打ちしてから、男を煩わしげに見た。

「童が罰として饅頭を食べたということは、失敗したということよね。あなたはなにをしていたの？」

「守りが強くて元人間の女に近づくことができなかった」

「魁の仕業か」

　巴乃はどこまでも不満そうにそう呟き、役立たずがといった眼差しで責めるように男を睨みつけた。

「さっさとここから離れて、朱蛇の領地にでも入ってちょうだい。このことは死んでも口を開かぬように。わかっているな？」

「ああ、わかってる。もらえるものさえいただければ、すぐにでも消えてやるよ」

　男は巴乃に向かってひらひらと手を差し出した。

　巴乃は鬱陶しそうな顔をし、女中に視線で指図する。それを受けて女中は頷くと、すすっと男に歩み寄り、手のひらの上に、小さくはあるがしっかり中身が詰まっている袋をのせた。じゃらりと音がしたことから相当数の銭が入っていることは明らかだが、男は納得いかないらしくしかめっ面をする。

「軽いな。約束ではもっといただけるはずだったが」

「あれは、すべてうまくいった上での金額よ。あなたが上手くやらなかったせいで失敗し、私は女中をひとり失った。もらえるだけありがたいと思いなさい！」

　男は苛立ちを隠さず歯噛みする。持っていた神楽の葉を怒りに任せて投げ捨てた拍子に、美織の鬼火によって負った火傷が痛み、包帯の上から腕を押さえた。

　男が痛みで冷や汗をかいていることなど巴乃は気付かずに、落ちた葉が焦げているのをじっと見つめ、小馬鹿にしたように鼻で笑った。

「式属が作れないというのは本当だったのね。努力はしているようだけど、葉の様子からして無理ね。霊力も低いし、あれが鬼のあやかしと名乗るのを絶対に許してなるものか……どうかしたの？」

　そこでようやく巴乃は男が腕を押さえていることに気付いた。男はにやりと笑うと、腕から手を離し、素知らぬ顔で話しだした。

「式属すら作れない相手だ。霊力も低い。鬼のあやかしだなんて到底思えなかった……だから毒だなんて周りくどいことをしないで、直接殺しに行けばいい。あなたほどの御方なら簡単だ」

「まあ、そうでしょうね」

　当然だとばかりの巴乃の返事を聞きながら男は銭袋を懐にしまう。そして巴乃に背を向けると、笑いを堪えるような顔をしながら姿を消した。

「でもわかっていないわ。殺すとなるとそれなりの準備が必要でしょう。それよりも今は祝祭に参加させないことが重要なの」

　美織を殺せば、すぐに魁に捕らえられ、確実に命を取られるだろう。魁から逃げおおせる算段がつかない限り、その選択肢は選べない。それよりも巴乃にとって今は、中央統括首を決める祝祭の方が重要だった。

「万が一、魁が統括首となれば、あの女は私ですら手に入れられなかった地位を手にすることになる。黙っていられるはずがないでしょう。阻止するには、あの女を動けなくさせればいい。魁ひとりで参加したところで当主たちの同意は得られないもの」

「……童が失敗したなら、魁様のお怒りに触れる恐れもあるのでは？」

　視線を俯かせて静かに佇んでいた女中がぽつりと問いかけると、巴乃はぎろりと女中を睨みつけ、言い放つ。

「今回のことは、この私に対する元人間の小娘の敬意の足りなさに怒りを覚えた童が勝手にやったこと。私は一切関係ない」

「……左様でした。失礼いたしました」

　頭を下げた女中に向かって苛立ちのため息を投げつけてから、巴乃は「さて、どうしてくれよう」と考えを巡らせる。ふと、焼けた神楽の葉が視界に入り、巴乃はにやりと笑った。

「祝祭にのこのこ顔を出すようなら、当主たちの前で恥をかいてもらうしかなさそうね」

　小さな笑い声を響かせた時、村の民家がある方向から、信が姿を現した。

　信も巴乃に気付き、と同時にゆっくり視線を巡らせていく。

「誰と話をしていた」

　向かい合うように足を止めた途端、信は巴乃に問いかける。〝誰〟に女中が含まれていないのを察し、巴乃はわずかに視線を逸らした。

「これとです。朝早く目が覚めてしまい、寝つけなかったので共に散歩しておりました。信様も一緒に散歩などいかがですか？」

「遠慮しておく」

「そうですか……それではまた朝食の時に。失礼いたします」

　そう言うと、巴乃は女中を連れて、信がやってきた方に向かって歩きだした。




　信はその後ろ姿を黙って見送った後、落ちている焦げた神楽の葉に気付き、ハッと息をのむ。

「美織さんになにかしたな」

　苦々しく呟いてから、摘み上げた神楽の葉へと霊力をのせた息をふうっと吹きかけた。すると、焦げていた箇所が徐々に半透明になっていき、信は己の視線より少しばかり高く持ち上げ、かざし見た。

　色が変わったそこが、燃えた瞬間と同じようにさまざまな色に変化し、きらきらとした輝きを放つ。

「懐かしいな。沙月よ」

　信は切なそうに顔を歪めながら、まるで近くに本人がいるかのような口ぶりで話しかけた。
















五幕、共に手にした運命







　中央地域の祝祭の日を迎え、朱蛇の町には中央地域内の当主たちが続々と姿を現し、普段とは違い物々しい雰囲気に包まれていた。

　当主たちが向かう先は、蛇へび屋敷と呼ばれる大きな和風邸宅だ。朱蛇が中央統括首となってすぐに建てられたもので、当主たちを呼び集める際には決まってこの邸宅が使われている。

　迎賓館として機能しているこの屋敷は二階建てで、一階に格式高い大広間があり、二階は客間となっている。

　今、大広間にはずらりと座布団が並べられていて、すでに腰を下ろしている当主たちが談笑している。開始時間までまだ少し余裕があり、上座に朱蛇の姿もないためか、すっかりくつろいでいる姿も見受けられた。

　並べられた座布団の数は、朱蛇の呼び出しを受けた当主の分しかない。

　しかし、当主をとっくに退いた身であっても、信もその数にちゃんと含まれている。そして末席を選んで座した信の周りに三人のあやかしが集まっていた。

「信殿、久しぶりではないか。元気そうだな」

「あちこち遊び歩いていると聞いたぞ」

「なんと！　信殿は羨ましい余生を送っていますな」

　畳にぺたりと座り込んでいる彼らは、同じ鬼のあやかしである智里の父と、狐に、蛇のあやかしで、みなもちろん当主である。

　三人から一斉に話しかけられ、信は少し身を後ろへ引きながら苦笑いを浮かべた。

「あちこち飛び回れるくらいには元気ですよ。私が自由にできるのも、しっかりと当主を務め上げてくれている息子のおかげです」

　穏やかに紡がれた信の言葉に、当主たちは揃って首を縦に振った。

「確かに魁殿は素晴らしい。うちも息子にそろそろ座を譲りたいがなにぶん実力不足で、なかなか話を進められないでいる」

「誰も魁殿のようにはいかないさ。なにせ当主を引き継いだのはこんな小さな時だからな」

　智里の父がぼやくと、狐の当主が目線より低い位置で手をひらひらさせた。それは当主を継いだ当初の魁の身長を表していて、即座に蛇の当主が「それは小さすぎだろ」と指摘する。

「しかし、跡目に関してはみんな頭の痛い問題ではないでしょうか……朱蛇殿のところも例に漏れず」

　智里の父は、当主がこれほど集まっている場所であるにもかかわらず、我が物顔で大広間を闊かっ歩ぽする松波を横目で見た。

「あの息子に朱蛇殿が当主の座を譲ると決めたのを、信殿は聞いているか？」

「ええ、聞きました。手始めに領地を半分譲るとも。確かこの町もそこに入っていますね……とても懸命な判断だと思います」

　淡々と告げた信に、蛇の当主はもともと細い目をわずかに大きくさせる。

「そうか？　俺は納涼床のあるあの店が好きで、しょっちゅう食事に来ている。息子が傲慢に振る舞い、店主を困らせるような事態に陥るようなら、黙っちゃいない」

「そこですよ……この町には多くの目が向けられている。だからそれを利用して試していらっしゃるのです。あの子が本当に当主としてやっていけるかどうかを」

　三人から疑問の眼差しを寄越され、信もちらりと松波を見てから、再び口を開いた。

「統率力は必要ですが、あの様子ならただの独裁者となってしまってもおかしくない。身勝手なやり方を押し通し、民を顧みず贅沢を極めれば、それに気付いた当主たちから必ず不満が上がってくる。もしそうなった時、あの子は当主相手にどのように対応できるか」

　そこで、信は小さく笑って、はるか昔を懐かしむように遠くを見つめた。

「実は、私も魁に当主を譲る際、同じことをやりました。あの町をとても贔屓にしてくださっている当主殿がいらっしゃったので、その方に容赦ないだめ出しをしていただけたらと」

「それは誰ですか？」

　智里の父が興味深げに問いかけ、信があっさり答える。

「朱蛇殿です」

「朱蛇殿！　確かに厳しい目をお持ちで色々と容赦ない……で、魁殿はいかがでしたか？」

「文句を言われるたび、魁は朱蛇殿に食ってかかっていきました。でもその裏で、あいつなりにしっかり考えて、だめなところは直していった。その姿を見て私は大丈夫だと判断し、そのまま魁に当主を押し付け……任せました」

　信の本音がポロリと落ちたところで、三人が「ふふっ」と笑い声を発する。

　信もつられて苦笑いをするもののすぐに表情を戻し、真剣さを交えて話を続ける。

「まあ私の場合は最初から魁に譲ると決めていましたが……はてさて、朱蛇殿はどのようにお考えか。あの子を立派な当主へ育て上げるか、もしくは、跡目の話を取り下げるか。まあ、取り下げても問題ないでしょう。朱蛇殿にはもうひとりお子様がいらっしゃいますから」

　兄の仁はあまり印象に残っていないのか、狐と蛇の当主は揃って思い出せないといった顔をするが、智里の父は「ああ」と納得したように頷いた。

　そこで膳を手にした女中たちが連なって大広間に入ってきて、上座から順に並べ始める。「もうそろそろ時間ですね」と誰かが話しているのを聞きながら、智里の父はまだ話し足りないように信に質問する。

「次の旅はどこの予定で？」

「行くとしたら……魁の屋敷だな。孫がとっても可愛くてな。しばらくは爺さん面をさせてもらおうと思う。魁に嫌がられるだろうが」

「おめでとう。お前も爺さんか」

　智里の父は茶化すように言葉を返した後、なにかを思い出したような顔をし、「そういえば」と話を切り出す。

「統括首を魁殿に譲る話が出ていると聞いた。引き受けたのか？」

「話は確かにあったようだが、それ以上のことはわからない……でも、本人たちがどのような結論を出したのかは、焦らずとももうじきわかるだろう」

　肩を竦めた信の視線の先を、ふたりの子どもがはしゃぎながら駆けていった。それを目で追いかけた後、信は大広間を見渡して、魁夫婦の姿がいまだないことを確認する。

（それ以前に巴乃もいるとわかっているこの場に、魁は美織さんを連れてくるだろうか）

　来なければ朱蛇を落胆させてしまうだろうし、来れば巴乃との激しい衝突が起こるだろう。

　どちらに転んでも不正解な気がして、信はため息をついた。




　そんな信の後ろを、当主の妻のひとりだろう母親が子どもに話しかけながら手を引いて歩いていく。

　大広間には当主だけでなく、共についてきた妻や子供の姿も数多くある。

　そして、相手をうかがいつつ挨拶を交わす声や、楽しそうに走り回る子供の足音は、大広間だけでなく、屋敷の中や庭など至るところで耳にすることができた。

　庭の奥にある東屋にも話好きの女のあやかしたちが三人集まっていて、巴乃はその中心で涼しげな顔で語る。

「この着物も、この町の呉服屋で買い求めました」

「そうだと思いました。見た目からして上質ですもの」

「この前、一緒にお食事した時は赤色の着物をお召しになっていましたよね。それもよく似合っていらっしゃったけれど、その黒もとっても素敵ですわ」

　巴乃は気持ちよさそうな顔で褒め言葉を受け取ると、「おふたりもお似合いよ」ととってつけたように褒め返した。

　巴乃は黒、他のふたりはそれぞれ緑と藍色の着物を着ている。その全員が鬼のあやかしで、当主、もしくは元当主の妻である。昔からの知り合いで、時々この町に集まっては買い物や食事に、情報収集を兼ねたお喋りを楽しんでいる仲だった。

　ふたりから微笑み返された後、巴乃は近くを通り過ぎたあやかしへと目を向け、じっと見つめる。

「……あんな安っぽい着物を着て、恥ずかしくないのかしら」

　ぽつりと呟かれた言葉に反応して、ふたりも視線を移動させ、「ふふふ」と小馬鹿にするように笑った。

「私は着物も口紅や簪も同じ店でばかり買っているわ。だってこの私に相応しいものが揃っているのだもの。この町は私の生活になくてはならない場所よ」

　田舎から出たいと言われたくなくて、瀧が町へ行くことは禁じているが、巴乃自身は控えていない。気が向けばふらりと足を運んだり、欲しいものがあれば女中に買いに行かせたりする。

　しみじみと告げた巴乃の言葉に、緑色の着物を着た女が「私もです」とすぐさま同意したが、思い出したように顔をしかめた。

「でも私、しばらく簪屋には行かないつもりよ。店主の融通が利かなくて、腹立たしいったらありゃしない」

「どうなさったの？」

　藍色の着物の女が不思議そうに問うと、女の顔がさらに歪む。

「ちょうど店を訪ねた時、店主がとても綺麗な簪を持っていらして、すぐさま欲しいと申し出たの。でも売れませんと突っぱねられて……修理として受けたものだから、すでに持ち主がいるとかなんとか」

「あの店主、腕はよいけど昔から頑固で、私もたまに衝突しているわ……けど、新しいものを買った方がいいわよ。いくら綺麗なものでも、どこぞの女中の簪だったとしたら、つけたくないでしょう？」

　巴乃は嫌そうに言うが、緑色の着物の女は頷かない。

「でも、どうしても欲しかったの。だから粘ったのよ。最後には元値の倍出してもいいとまで言ったわ。鬼のあやかしであるこの私がこんなにもお願いしているのだから頷くだろうと思ったのに、だめだった。とても屈辱的だったわ」

「持ち主とやらは、どこの誰なの？」

「それも教えてくれなかった」

　巴乃の質問に、緑色の着物の女が苛立ちを込めて答えた時、ひとりの少女のあやかしが駆け寄ってきて、三人のすぐそばで勢いよく頭を下げた。

「お待たせしました。実は町で道に迷ってしまいまして……あっ」

　返事がなかったため、少女が恐る恐る顔を上げると、鬼のあやかし三人とそれぞれ目が合い、顔を青ざめさせた。

「誰かしら。どなたの娘さん？」

「ち、違います。私はただの付き人で……」

「付き人？　それがどうして気安く喋りかけてくるの？」

「申し訳ございません。私がお仕えするお嬢様と雰囲気が似ていて、間違えてしまいました。あやかし違いです」

　真っ青な顔のまま再び頭を下げた少女を、巴乃は不満そうに見つめていたが、庭に出ているあやかしたちからの視線に気がつくと、わずかに声音を落として話しかけた。

「顔を上げなさい。みんな見ているわ。虐めているのかと誤解されるじゃない」

　巴乃から嫌みったらしく求められ、少女は恐怖に満ちた表情で顔を上げるものの、目線は下に留めたままで三人の顔を見られない。

「悪いと思っているなら、お茶を持ってきてちょうだい。それで許してあげる」

　続けて巴乃が当然の権利を主張するかのようにそう求めると、少女は困ったように視線を泳がせる。

「お嬢様をお待たせしているので、早く行かないといけなくて……開始の時間も迫っていますし、間に合わないとお嬢様がお困りに……」

　よく見ると、少女の手には細長い箱が握りしめられていて、大急ぎで町でなにかを買って戻ってきたのだと推測される。しかし、それは巴乃には関係のないことだ。

「この私のお願いを断るつもり？」

　苛立ちを露わにし、鋭く少女を睨みつけた。巴乃の怒りと高圧的に放たれた霊力を受け、少女の手が恐怖で震えだす。

　庭にいるあやかしたちは、その様子を遠巻きに眺めるだけで決して近づこうとはしないが、そんな中、まったく動じることなく、ひとりの女性が近づいていった。

「どうかなさいましたか？　それはうちの女中です。今日一日は私の付き人として、動いてもらっていますけど」

「あら、智里さんじゃないの……そう。あなたの付き人だったのね。見知らぬあやかしに話しかけられたから驚いてしまったわ」

　智里は半泣き状態で自分のもとへ駆け寄ってきた女中をちらりと見てから、巴乃へと視線を戻す。

「そうですか。女中となって日が浅い上に、日頃から早とちりが多くて、お三方にご迷惑をかけたなら謝ります。申し訳ありませんでした」

「あらやだ。あなたは簡単に謝ってはいけないわ。鬼のあやかしなのだから、気高くいなさい」

　巴乃からぴしゃりと言われ、智里は納得いかないように眉根を寄せた。

　智里の機嫌が急降下していることに一向に気付かない巴乃の友人たちは、品のない笑みを浮かべる。

「でも巴乃さん、智里さんが謝るのも仕方ないわよ。だって相手が私たちなんだもの」

「まだお若いのに、しっかりわきまえている智里さんは素晴らしいわ」

「うふふふふ」と不快な笑い声を響かせるふたりに対し、智里は鬱陶しそうな顔をした後、巴乃をまっすぐ見据える。

「本日の祝祭、魁様はいらっしゃいますか？」

　魁の名前を出されて巴乃は顔をしかめたものの、思い直したように微笑みを浮かべる。

「この時間になっても姿を現さないのだから、来ないんじゃないかしら。でも、位の高いあやかしばかりが集うこの祝祭に、元人間の嫁を連れてくるのは恥ずかしいだろうし、残念だけど仕方ないわね」

「巴乃さんも気苦労が絶えませんね。お可哀想に」

「息子が元人間の嫁をもらうだなんて、考えただけでも虫むし唾ずが走るわ」

　残念だとは微塵も思っていない様子の巴乃に、友人ふたりが同情の言葉をかけるのを見つめながら、智里ははっきりと断言する。

「私はいらっしゃると思います。統括首を継ぐ話も出ているのだから、欠席などすれば朱蛇様の面子を潰すことにもなりますから」

　友人ふたりはその話を初めて耳にしたらしく、驚きで目を見開き、「……統括首……本当なの？」と巴乃に確認する。

　巴乃はふたりには目もくれず、智里を鋭く見つめ返す。

「魁は統括首になれませんよ。だって、あの能なしの嫁など誰も認めないもの。元人間の娘なんかに大きな顔をされ、あれこれ指図されるなんて想像もしたくないわ……おふたりもそう思うでしょう？」

　すぐさま友人たちから「もちろん！」と声があがると、ようやく自分の気持ちを理解してくれる者がいたとばかりに巴乃は大きく頷く。

「智里さんのような優秀な鬼が嫁だったら、魁も大手を振ってここに来られたでしょう……そもそも、魁はあなたと縁を結ぶと思っていたのに、どうしてこうなってしまったのかしら。どこまでも愚かな子ね」

　そこでひとつため息を挟むと、巴乃は遠慮なしに踏み込んでいく。

「そうだわ。あなたにその気があるなら、元人間の小娘など追い払ってしまいましょう。それであなたを妻に迎えれば、魁は問題なく統括首になれますもの」

　よかれと思ってした提案に、智里が顔を青ざめさせて大きく身震いしたため、巴乃は怪訝に思い眉をひそめた。すると、智里がはっきりと言い放つ。

「私にその気はないので、お断りさせていただきます。私を好いてくれない男にもう興味はありません。それに今私は……その小娘の方に興味があります。元人間のくせにその辺にいるあやかしよりも芯が強く、底なしかと思えるほどの奥深さが面白く、なかなかに手強い」

　美織のことを言っているのはわかるのに、その言葉の意味が理解できず、巴乃は肩を竦めた。

「あの小娘のなにが面白いのか、わかりやすい言葉で言ってちょうだい」

「……もしかして、美織さんとまだお会いしていないのですか？」

「つい先日会ったわよ」

　巴乃が噛みつくように言い返すと、智里は驚きと呆れが混ざった声で確認する。

「面と向かって会っているのに、私の言うことがまったく理解できないと？　……あらあら。おいたわしや」

　智里の小馬鹿にしたような物言いに、巴乃が「お前！」と声を荒らげた時、門の方からざわめきが起こる。

　智里はそちらに目を向けなくても、強大な霊力で誰が到着したかをすぐに判断したようで、にやりと笑った。

「噂をすればなんとやら。ちゃんといらっしゃいましたね」

　最後にチクリと言い放つと、智里は踵を返し、女中を連れて歩きだした。

　見れば、門から玄関までの道を、紋付袴姿の魁を先頭にして、彗を抱いた美織、さらにお付きの者たちが進んでくる。

　あやかしたちの注目を浴び、魁だけでなく、美織までも大きな顔をしているように、巴乃の目には映り、苛立ちが一気に込み上げてくる。

　美織は藍色の着物を着ており、色が被ってしまった巴乃の友人のひとりは、自分の方が見劣りしているような気持ちになったのか、居心地の悪そうな顔をする。

　そしてもう片方の女も、静々と進んでいく美織をじっと見つめていたが、「あっ、あの簪よ！」と髪に挿している簪を指差し、悔しそうに唇を噛んだ。

　巴乃は友人の言っている簪に目を留めた瞬間、大きく息をのみ、拳を握りしめた。

「……鬼灯の簪」

　その瞬間、遠い昔の記憶が巴乃の脳裏に苦痛を伴って蘇る。

　巴乃は東地域の出身で、曽祖父はかつて東統括首を務めていたこともあり、幼い頃から一目置かれて育ってきた。

　そんな巴乃が信と出会ったのはまだ幼かった頃のこと。怪我をして動けなかったところを助けてもらったことで、巴乃は信に恋心を抱くようになった。

　それから巴乃はなにかと理由をつけては中央地域に行き、信と会っては恋心を育てていった。

　やがて大人になり、巴乃が信のもとに嫁に行くことを希望すれば、当然のように縁談の話が持ち上がる。

　当主を引き継ぎ、次の中央統括首候補にも挙がっていた信の花嫁として相応しいと、信の両親から色よい返事をもらい、巴乃は婚約者として信のもとで暮らし始めることとなる。

　しかし、すぐに信には現世に沙月という想い人がいることがわかり、信本人は自分との結婚にまったく乗り気でないことも気付かされる。信は沙月を自分の花嫁として迎え、すぐにでも自分の子を身籠ってもらい、共に常世で暮らしたいと考えていた。

　鬼である自分より下等な存在にもかかわらず信から大事にされていることに、巴乃の尊厳は初めて傷つけられた。

　信の恋心が募れば募るほど、沙月への嫉妬は膨らんでいき、そして、信が沙月に求婚の証である簪を渡すのを目にした瞬間、なぜ自分より先にあいつが簪をもらうのだと殺意も湧き始める。

　信から婚約の件は白紙に戻したいと告げられ、巴乃は怒りを加速させたが……どうしても、幼い頃から抱いていた信への恋心だけは捨てられなかった。

　そして沙月の様子から、巴乃は希望も捨てきれずにいた。沙月はとても体が弱く、たとえあやかしになれたとしても、長生きできないように思えたのだ。

　だから巴乃は信の屋敷に居座り続けた。そして、沙月がいなくなったら自分を後妻に据えるよう実家から根回しをしてもらい、虎こ視し眈たん々たんとその時を待ち続けたのだ。

　そうして沙月が信と夫婦となり、ほどなくしてお腹に赤子を宿した。その後、無事に男の赤子を産んだが、体が弱かった沙月は産後生死をさまよい始めることになる。

　周りが悲痛な面持ちで沙月のために動く中、元人間の女の命が尽きたら、自分があの赤子を育てればいいと考えながら、巴乃はいつも通りに毎日を過ごしていた。

　言葉にはしなかったが、このままいなくなればいいと願っていたのは事実だ。そうすれば自分が彼の妻となり、いつか助けてくれた時のように優しい顔を向けてくれるのだから……。

　しかし、沙月が亡くなった後、巴乃を後妻に娶っても、信の態度は変わらなかった。

　ただ沙月だけに愛を誓うかのように鬼灯の簪を握りしめ、赤子の魁を抱き、悔しそうに涙を零し続けた。

　その瞬間、沙月だけでなく鬼灯の簪もまた、巴乃にとって憎しみの対象となり、今もなお、そうあり続けている。

「あの簪、今すぐ奪い取って、粉々にしてやりたい」

　沙月への怒りや憎しみがまだ消えていないのを認識し、一気に沸き上がってきたどす黒い感情が、鬼灯の簪をつけて目の前に現れた美織へと向かっていく。

「私たちも大広間へ行きましょうか」

　巴乃はふたりに声をかけ、屋敷に向かってゆっくりと歩きだした。




　朱蛇の屋敷へやってきた美織は、小走りで敷地内へ入り、庭にたくさんのあやかしたちがいるのを見たところでホッと息をついた。

「よかった。間に合ったようですね」

　彗のぐずりがひどくて出発が遅れてしまったため、開始時間に間に合わないかもとひやひやしていたのだ。

　大泣きしながら嵐を巻き起こし、襖を吹き飛ばしたり、最近また飾り始めた花瓶を薙なぎ倒したりし、美織の準備もままならないほどぐずっていた彗は、今は警戒するように屋敷をじっと見つめている。

（大勢の前でぐずり始めたらどうしよう）

　今から向かう先に集まっているのは中央地域の当主たちで、絶対に失礼があってはならない。無事に乗り越えられるだろうかと、美織は不安を覚えた。

　くじ引きで本日の美織の付き人の座を勝ち取ったハルが、美織の呟きに反応し、斜め後ろからぽそりと話しかけた。

「美織様、庭にいる者は身なりからして女中ばかりです。奥方は……数名いらっしゃるようですが、みなさんもうすでに大広間に集まっていらっしゃると思われます。急いだ方がよろしいかと」

　庭を見てどことなく苦々しい顔をしたハルを不思議に思いながらも、美織は「はい」と返事をし、魁を追いかける速度を上げた。

　通りすがりに目が合ったあやかしたちからお辞儀をされ、その都度美織も同じように返しながら、ようやく玄関にたどり着く。

　屋敷の中に入ると、仕立てのいい着物や艶やかな簪などで、綺麗に身なりを整えている女たちの姿が多く見られた。彗に時間を取られ、自分のことは二の次だったこともあり、今さらながら身なりが崩れていないか美織は気になりだす。

「髪は乱れていないかしら」

「乱れていないわ」

　屋形の中で彗に髪を掴まれたのを思い出して独りごちると、すぐに横から言葉を返され、美織は驚きと共に目を向ける。

「智里さん。この前は、ありがとうございました」

　その感謝に心当たりがないというように智里が首を傾げた時、美織の腕に抱かれている彗が智里へと顔を向けた。

　その小さな手に、かざぐるまがしっかり握りしめられているのを目にし、智里は息をのむ。

「彗のお気に入りです。さっきぐずった時も智里さんがくださったこのかざぐるまのおかげで機嫌が直り助かりました」

「……そう。それはよかった」

　智里はそれだけ言ってさっさと歩きだし、残された女中が「智里様！」と慌てて後を追いかけていく。

　あまりにも素っ気ない智里の態度に美織は戸惑うが、智里が横に並んだ女中へ「今の見た？　なんて可愛い生き物なの！」と興奮気味に話すのが聞こえ、美織はわずかに目を見開く。

「そろそろ時間みたいですよ」

　同じく智里の言葉が聞こえていたらしいハルに苦笑いで促され、美織は笑みをこぼしてから、少し先で自分を待っている魁のもとへ大急ぎで向かう。

（私は……魁様の足を引っ張らずに済む？　……みなさんに受け入れてもらえるの？）

　池のほとりで意見をぶつけた時から美織の考えは変わらない。

　あの後、「俺が統括首になるのを本当に望んでいるのか」と何度か魁に問われ、かつ「元人間だと見下してくる相手と繰り返し向き合うことになるが本当にいいのか」と確認されても、美織は魁が統括首となるべきという意見を曲げることなく、力強く頷き返してきたのだ。

　そして、魁が統括首の話を受ける決断をし、美織はこの場に挑んでいる。

　美織は髪に挿している鬼灯の宝玉の微かな重みへと意識を向けて、出発時に「美織様なら大丈夫！」と背中を押してくれた屋敷のみんなの姿を思い出す。

「美織」

　それでもやはり不安を拭えずにいると、魁に呼びかけられた。

「気楽にいけ」

　力強い言葉と、まっすぐ自分に向けられる優しい微笑みに、美織の心が熱くなる。

（たとえ同意を得られなかったとしても、最後まで魁様の妻として堂々と務めよう）

　気持ちを奮い立たせて、美織が未来を受け入れるように廊下の先へ目を向けたところで、後ろに控えていた八雲が話しかけてきた。

「俺たちは、この場所で待たせていただきます」

「いってらっしゃいませ」

　ハルは緊張の色を見せつつ、魁と美織にそう声をかけ、深く頭を下げた。

　この先にある大広間には当主とその家族しか入ることを許されていないとあらかじめ聞いていたため、美織も力いっぱい頷き返す。

「行ってくる」

　魁が美織に目配せし、大広間へ向かって歩きだした。

　豪華絢爛な大広間は魁の屋敷のそれよりもさらに大きく、ずらりと並べられた膳の前に当主たちが座っていて圧巻の光景である。

　とはいえ、まだ朱蛇が姿を現していないからか、大広間は話し声で溢れていて、和やかな雰囲気だ。

　すでに着席していた当主たちから「来たな」といった視線を向けられる中、大広間入り口のそばに信が座っているのに気付いた。それと同時に信も魁夫婦に目を留め、安堵した様子で立ち上がった。

「来ないのかとそわそわしてしまったよ」

　魁に続いて、自分の傍らで足を止めた美織へと、信は体を向ける。

「巴乃のことで気になることがあって心配していたんだが、姿を見られてよかった」

　思わず美織が杏子の顔を頭に浮かべたところで、後ろから声がかけられた。

「私の名前が聞こえた気がしたけど、なんの話かしら？」

　振り返った美織の目に巴乃の姿が映り込むと、杏子への仕打ちに対する怒りが強まっていく。

「挨拶していただけだ」

　信はぼそっと呟いた後、さっきまで座っていた座布団に腰を下ろす。すると、それを見た巴乃が信じられないとばかりに目を大きくする。

「信様、こんな隅では朱蛇様のお声が聞こえません。あちらに移動しましょう」

　席は決まっていないため、当主たちは思い思いに座っている。ここよりも上座に、まだ空いている席が所々あるのを見て取って、巴乃は信に提案する。しかし、信に立ち上がる様子がないため、不愉快そうに顔をしかめた。

「この私を、下座に座らせるつもりですか？」

　怒りを交えたひと言を耳にし、美織は座布団に座る当主の後ろに妻や子供がいるのを確認する。

　巴乃は自分が末席に座らないといけない状況がどうしても我慢できないらしい。

「私は元当主だ。本来ならこの場に参加する資格はない。現役で当主の役目を果たしている者たちの間に割って入っていけるわけがないだろう」

　信は静かだが威厳に満ちた声ではっきりと告げる。

　巴乃は悔しげに唇を噛み、魁のそばで俯き立っている美織を睨みつける。

　元人間の美織が上座に座ることだけはどうしても阻止したい様子で、巴乃はすぐそばの空いている席を指差した。

「そこが空いているわね。魁たちも信様の近くに座るといいわ。美織さんとお話もしたいし」

「魁殿の席はすでに決まっておる。儂の隣だ」

　威厳に満ちた声が響き、巴乃はハッと息をのむ。魁と美織は入口に現れた朱蛇へと顔を向け、信もすぐさま立ち上がり、朱蛇へと軽く会釈をする。

　統括首の登場で、大広間に響いていた話し声がぴたりとやみ、信と同じように当主やその家族が朱蛇に敬意を示すように立ち上がる。

「お二方、こちらへ」

　朱蛇は魁と美織に短く声をかけ、そのまま上座にある自分の席へと歩きだす。

　それに続く形で、膳と座布団をそれぞれ手にした女中ふたりが美織たちの横を通り過ぎていく。そして、朱蛇から一番近い席へ膳が置かれた後、丁寧な手付きで座布団も添えられる。

　魁の席だけ特別に設けられたことに少しばかりざわめきが起こる。巴乃は悔しそうに拳を握りしめているが、魁はそれらを気に留めることなく、眼差しで美織を促してから堂々とした足取りで歩きだす。

　自分のそばにやってきた魁と美織、彗にも目を向けてから、朱蛇はわずかに口元を綻ばせる。そして集まった当主たちを見回してから、低い声を響かせる。

「始めよう」

　朱蛇が姿勢よく座ると、倣うように当主とその家族も着席する。

　同様に魁も準備された座布団に腰を下ろし、美織は魁の大きな背中を見つめながら、彼の後ろに座した。

　次の言葉を待つようにしんと静まり返る中で、幼い子どものぐずるような声を美織の耳が拾う。それに目くじらを立てている大人は見当たらないが、少しばかりハラハラしながら自分の膝の上にちょこんと座った彗の頭へと視線を落とした。

（彗が警戒している……大丈夫かしら）

　ぐずるようなら大広間を離れるという意向はすでに魁に話していて了承ももらっているが、それは避けたいと美織は思う。

（なるべくなら最後まで退席せず、魁様のそばにい続けたい）

　とはいえ、霊力の高い者ばかりが集まっている中にいて、幼い子どもに怖がるなというのも酷である。

　不安いっぱいに彗を見つめていると、やがて美織は彗が朱蛇だけをじっと見つめているのに気付いた。一番警戒するべきは朱蛇であり、敵か味方かを見極めるような表情でもある。周りには目もくれていない様子に美織は面食らう。

（……さすが魁様の息子だわ）

　彗の勝気さに美織がそんな感想を抱いた時、朱蛇の後ろに色白な女と松波が着席した。

　少し緑がかった黒髪に、肌は血が通っていないのではと思えるほど白いその女は朱蛇の妻で、松波の母で間違いない。

（仕方ないとは思うけど……やっぱり仁さんはいないのね）

　当然のようにこの場に呼ばれていないのだろうと察すると、朱蛇の妻の冷淡な双眸が美織を捉えた。

　睨みつけられ美織は息をのむが、それと同時に彗だけでなく魁からもピリッとした殺気が放たれたため、すぐさま朱蛇の妻は美織から視線を逸らした。

「……そうだな。まずは報告から聞こうか」

　思案した後に、朱蛇がそう告げると、上座に座している当主たちから順々に発言を始める。それにみんなが耳を傾け、時折意見をぶつけるように口を挟みながら、徐々に発言主は末席の方へと移動していく。

　時間をたっぷりかけてひと通り報告が済むと、当主たちの視線が朱蛇と魁に向けられていく。朱蛇は深く息を吸い込んでから、口を開いた。

「みなが気になっているようなので、話を移すとしよう。儂は中央統括首の座を退こうと考えておる。そこで次の統括首をそこにいる魁殿に引き継ぎたい。魁殿、まずは返事を聞かせてくれ」

「その申し出、引き受けよう」

　魁が臆することなく答えると、当主たちの視線が彼から自分へとあからさまに移ったのを感じ取り、美織は伏せ目がちとなる。

「魁殿からの了承は得た。みなの考えは？」

　朱蛇は満足げに笑みを浮かべてから、再び当主たちを見渡した。すると、当主たちを差し置いて朱蛇の妻が発言する。

「反対です。魁殿は若い。統括首を任されるのは時期尚早だと思います。朱蛇様こそが適任。せめて、若い世代がもう少し育つまで続けるべきです」

　まるで、松波が経験を積み、統括首として相応しくなるまでの繋ぎをしろと言っているようで、上座に座っていた智里の父が苦笑いを浮かべた。

　一方で、朱蛇の妻に背中を押されたように、同じく若い世代の息子がいる妻たちも「同感です！」と声をあげた。

　女たちの声で騒がしくなる中、智里の父の三つ隣に着席していた狐の当主がそっと手を挙げてから発言する。

「どうか魁殿には気を悪くしないで聞いてほしい……そなたの妻は元人間だと聞いた。元人間というだけで、我々は他地域の統括首、当主たちから舐められることになる……次の統括首も、他から見くびられることのない妻を持つ者であるべきだと思う。反対だ」

　その意見を受けて、他の当主たちも口を開き始める。

「昔、北統括首の任についた当主の妻は元人間だった。妻の霊力はあまり高くなかったことから、見下した東地域の当主が攻め込み、争いになったのは知っているだろう？　結果たくさんのあやかしが死んで、いまだに両地域の間にしこりが残っている」

「朱蛇殿はそれを考慮した上で魁殿を指名したのか？」

「魁殿はその嫁のせいであやかしたちを危険に晒すことになったらどう責任を取るつもりだ」

　朱蛇が小さくため息をついたその後ろで、彼の妻がわずかに口元を綻ばせた。

　最後に問いをぶつけてきた当主を魁が鋭く見据えると、当主はその威圧感に顔を強張らせ、言葉を失う。

　魁は不敵に笑ってから、毅然と言い放った。

「俺はその心配はないと考えている……気を悪くしないで聞いてほしいが、ここにいるどの女よりも美織の方が優れていて、美しい。舐められる要素などない」

　優れているというよりは、誰よりも美しいと評されたことが妻たちの反感を買ったらしい。不満の視線が一気に突き刺さってきたため、美織は余計に顔を俯かせていく。

　朱蛇は美織に対して否定的な発言をした当主たちへ呆れ顔をし、智里の父へ意見を求めた。

「そなたはどう思う？」

「私は次の統括首は魁殿で賛成だ。異論はない」

　反対の者たちから信じられないといった顔をされ、智里の父はそこでいったん言葉を途切らせる。ため息をひとつ挟んだ後、朱蛇と魁へ交互に視線を向ける。

「がしかし、こうして納得できない者も多いのは確か。朱蛇殿と魁殿は、元人間という点を踏まえてもみなが納得できる理由を明示するべきでは？」

（私がみなさんを納得させる）

　苦慮していた流れとなってしまい、美織は怯えたように周りのあやかしたちを見た。

（……そんなこと、本当にできるの？）

　重圧に押し潰されそうになった時、美織は巴乃が歩み寄ってくる気配に気付き、恐れと共に顔を上げた。

「みなさん、みくびらないでくださいな。魁の子どもを無事に産み落としたのだから、美織さんの霊力は私たちと同様に高いと決まっているじゃありませんか。さあ美織さん、ここで霊力を披露してみなさんを唸らせてあげなさい」

　巴乃は美織の傍らで足を止め、親しさを装うように美織の肩に手をのせた。美織はぞくりと背筋を震わせ、否定的だった当主たちは「そうだな。見せてもらおう」と巴乃の提案に賛同する。

「あれがいいわ。式属をみなさんに見せて差し上げて」

　巴乃は袂から取り出した神楽の葉を、微笑みと共に美織に差し出す。美織は震える手でそれを受け取ると、今にも高笑いしそうに自分を見つめている巴乃の様子に気づいて、気持ちがくじけかける。

（逃げちゃだめ。私は魁様の妻なのだから）

　美織は呼吸を止めて、神楽の葉をじっと見つめる。指先へと集中し、そこから葉へと霊力を流し、式属を作り出そうと試みた。

　しかし次の瞬間、その場に現れ出たのは鬼火だった。

　いつも通り燃え上がった葉っぱが手からひらりと落ちていき、美織は涙だけは流さぬように歯を食いしばった。

　あれから何度も何度も挑戦はしたが、結局美織は一度も式属を生み出すことはできなかった。そしてまた、失敗できないこの場でも、いつもと同じ結果を迎えてしまう。

（……やっぱり、魁様の足を引っ張ってしまった）

　反対する当主たちが話にならんとばかりに首を横に振るのが見えて、美織は視線を落としていく。

「やだわ、美織さん。式属ごときも作れないだなんて……この程度の霊力しかないくせに、統括首の妻の座を得ようだなんて、なんて厚かましい」

　先ほどとは打って変わって巴乃は表情を歪めて責め立て、美織は顔を上げられない。

「問題はあなたが統括首の妻に相応しくないということだけ。そもそも当主の妻としても相応しくないのだから、今すぐここから出ていきなさい！」

「巴乃、やめるんだ！　それ以上、恥を晒すな！」

　そこで信がすっと立ち上がり、巴乃を怒鳴りつけた。当主を退いて随分経つが、今もなお衰えを感じさせない威厳ある姿に、あやかしたちのざわめきが弱まる。

　信は厳しい面持ちを巴乃から特定の当主たちへと向けた。

「私も、ひと言言わせていただこう。今この瞬間、美織さんに異を唱えている者は当主の器ではない。速やかに退く方が領地の民のためだ」

　反対の意思を示していた当主が「信殿、侮辱する気か！」とすかさず声をあげると、その隣に座っていた当主が腕を掴み、「お前本当にわからないのか？」と唖然とした顔をした。指摘した当主の言葉通りで、周りには顔色を変えて美織を見つめる当主が多くいて、反対している者の数をあきらかに上回っていた。

　そんなやり取りに気付いていない巴乃は、信へと金切り声で怒りをぶつけた。

「恥なのはこの小娘の方です！　魁は統括首になりたいなら新たに花嫁を娶るべきよ。元人間ではなく高貴なあやかしの娘をね」

「黙れ」

　今度は魁がぼそりと呟いた。苛立っているのは声音で判断できたが、魁は前を向いたままであるため、巴乃は強気の姿勢を崩さない。

「元人間がそんなに大事？　だったら、統括首を辞退するしかないわね。ついでに当主の座からも降りるべきよ。そうすれば、あなたに元人間の嫁がいても誰もなにも言わ……」

　殺意が立ち込め、巴乃はそこで言葉が出なくなる。ゆっくりと魁は振り返り、巴乃を射すくめるように睨みつけた。

「黙れと言っている。まだ続けるなら、その口に毒入りの饅頭を目いっぱい詰め込むぞ。お前が女中にしたようにな」

　容赦なく投げつけられた言葉に巴乃は顔色を変える。しかし、信やあやかしたちから困惑の視線を向けられているのに気付き、すぐさま冷静さを装った。

「……なんの話？」

「とぼけるな。女中を使って美織に毒入りの饅頭を食べさせようとしたが失敗した。だからその責任を取らせるべく、そして証拠を消すために女中に毒入りの饅頭を食べさせた。その罪は重いぞ」

　そこまで言い並べられてしまうと、表情を取り繕うこともできなくなり、巴乃は顔を青ざめさせながらなんとか言い返す。

「なにを証拠に……」

「証拠ならある。美織に危害を加えようとした男を俺が見逃すとでも？　九尾の狐に足を噛まれ、美織の鬼火で負傷し、見つけ出すのは簡単だったぞ」

　傷を負っていたことを知らなかった様子の巴乃を見て、魁は鼻で笑ってみせた。

「気付かなかったのか？　無能が」

「母親に向かってその口のきき方はなんですか！」

「他人のお前が俺に指図するな！　不愉快だ！」

　魁の迫力に気圧されて、巴乃の足が無意識に後退する。その表情から怯えが垣間見られても、魁の怒りは勢いを弱めない。

「美織。見せてやれ」

　魁に求められて美織はこくりと頷き、自分の髪から鬼灯の簪を引き抜いた。

　神楽の葉から鬼灯の宝玉に持ち替えて、美織は先ほどと同じように意識を集中し、霊力を注ぎ込む。

　すると、鬼灯の宝玉が眩い輝きを放ち始め、あやかしたちの見ている前で、小さな童――杏子が姿を現した。

「……しっ、死んだはずじゃ！」

　巴乃が思わずといったように声をあげる。しかし直後に、しまったと手のひらで自分の口を覆い、甘い声で呼びかけた。

「急にいなくなるから心配していたのよ。私は少しも怒っていないから、こちらに戻っておいで」

　杏子は首を大きく横に振ってそれを拒否し、美織のそばから離れようとしない。

　その様子から、巴乃が女中を虐げていたことを事実だと判断した当主の妻たちが不快感をあらわにしながら声をひそめて話し始めた。

　焦りを滲ませながらも、それでもなお「来なさい！」と杏子に命じる巴乃に、魁が呆れ顔で言い放つ。

「美織が依り代から杏子を出したのが、見えなかったのか？　杏子は……この座敷童の主は、お前じゃなく美織だ」

「ふっ、ふざけないで！　この子はうちの女中よ。返してちょうだい！」

　反省の色が見られないことに美織は我慢ならなくなり、巴乃に非難の眼差しを向けた。

「まずは杏子に謝ってください」

「なぜ私が女中ごときに謝らないといけないの？　……この私に生意気な口をきいたこと、絶対に後悔させてやる」

「後悔しなければならないのは、あなたの方です」

　美織は立ち上がると、依り代である鬼灯の宝玉を両手で包み込み、祈るように目をつぶる。

（杏子。お願い……もう一度、あの時のように……）

　心の中で杏子に話しかけると、徐々に美織の体が熱くなっていく。

　解放された霊力は圧倒的で、美織を否定していた当主たちは唖然とした顔をし、どこからか「これはすごいな」と感嘆の声もあがり始める。

　美織の霊力に感化されるように杏子の体も輝きだす。そして、杏子がその姿を変化させた瞬間、あやかしたちは絶句し、逃げようと腰を浮かせる者と、顔を真っ青にさせて固まる者とで分かれた。

　小さな童だった杏子は、背丈は美織の腰まで高くなり、艶やかな水色の小こ袿うちぎを身に纏っていた。表情からは幼さがぬけ、大人びたものへと大きく変化していた。

　当主のひとりが立ち上がった瞬間、杏子は美織と魁を守るように前へと進み出た。人差し指と中指を己の口元に添えたその姿は、あやかしたちの目には陰陽師のように見えた。

「子狐が霊力で強化すれば九尾の狐となるように、この座敷童も陰陽師に変化したとでもいうのか」

　朱蛇が戸惑い呟くと、その答えを告げるように美織が口を開く。

「人間の時、私は浅羽美織と名乗っておりました」

「浅羽……そうか。道理であのアンズに似ているわけだ」

　主治医宅に杏子を運び込んだあの時も、魁と八雲と主治医が、目の前の姿へと変化した杏子を見て〝アンズ〟という名前を口にしていた。

　そして、アンズをみんなの前で出現させ、浅羽の名を告げれば、当主たちを簡単に納得させることができると断言すらした。

　高圧的だったあやかしたちが、恐ろしいものでも見るような顔で美織を見ている。確かに見る目が変わったことは肌で感じているが、その理由が美織にはよくわからず戸惑いが膨らむ。

「式属程度でガタガタ言うな。美織は御覧の通り高位使役を扱えるが、あなた方はどのような使役を出せるんだ？」

　魁のひと言で当主の妻たちは一斉に押し黙り、朱蛇が愉快だとばかりに「ははは」と笑いだす。

「ここにいる妻の中で高位使役を扱える者はいない。魁殿の言うように、確かに美織さんが一番優れておる」

　そして朱蛇は、唯一現状を理解できない様子の美織に気付いて、話して聞かせる。

「大昔、あやかしは浅羽の名を持つ陰陽師たちに打ち負かされてきた。人間であるのに、統括首ですら簡単にその命を奪えないほど強かった。その中でも、アンズという名の女子は別格だった。その者の視界にすら入ってはならない、入れば命を奪われると恐れられていたほどに」

「……私のご先祖様ということですか？」

　確かに浅羽家は陰陽師の家系であり、昔は名を馳せていたとされていたため、先祖にそのような人物がいたとしてもおかしくない。

「みなの顔を見ての通り、アンズへの恐怖心は、我々あやかしの心に深く根付いている。それは他の地域のあやかしも同じ。舐められるどころか、大いなる牽制となるだろう」

　朱蛇は改めて当主たちへと顔を向け、呼びかけた。

「もう一度、みなに問う。魁殿に統括首を継いでもらおうと考えている。異論があるものは挙手せよ」

　それに誰ひとり手を上げることはなく、「決まりだな」と朱蛇は満足げに笑った。




　祝祭から一週間が経った、麗らかなある日の昼下がり。ぽかぽかの陽気の中、魁の屋敷の庭では、はしゃぎながら動き回る彗をハルと九尾の狐と童姿の杏子が追いかける姿があった。

　縁側に魁と美織と信が並んで座ってその光景を眺めていたが、やがて申し訳なさそうに信が口を開いた。

「毒入りの饅頭の件、本当にすまなかった」

「巴乃様の動向には目を光らせていたのに……奥様とご子息を危険な目に遭わせてしまいました。申し訳ございません」

　信に続いて、三人の少し後方に座している高明からも謝罪を受けた魁は物言いたげな顔をするもののなにも言わず、彗を笑顔で追いかけている杏子へと視線を移動させる。

　杏子は幾分頬がふっくらし始め、ようやく浮遊できるようにもなった。そのことも魁から聞いていた信は「あの子にも謝らなければいけないな」と沈んだ声で呟いた。

　しかし、笑顔で歩み寄ってきた彗に気付いた途端、信は嬉しそうに顔を綻ばせる。手を伸ばして彗をひょいと持ち上げて、自分の膝の上に乗せてから、思い出したように話を続けた。

「しかしアンズには驚いた。私も子供の頃に一度だけその姿を見かけたことがあるが、確かにそっくりだったよ」

「……アンズさんは、視界に入れば命を取るような方だったのですか？」

　美織が少し狼狽えながらそんな質問をしてきたため、信は思わず破顔する。

「それは彼女の命を狙った場合の話だと思う。私が見た時は、あやかしと楽しそうに話をしていたからな」

（てっきり瑠花のように苛烈な人かと思ってしまっていたけど、違うみたいでよかった）

　美織が大きく安堵したところで、彗が信の膝から下り、九尾の狐を追いかけ始めた。

　信は少し寂しそうにしつつも、「そういえば」と話を続けた。

「中には、自分の息子を統括首にできず悔しがっている者もいたが、当主のほとんどは美織さんの高い霊力に感心していたよ。高位使役を傍らに置き、あやかしたちを見据える姿は、とても凛々しかった」

「そのように見えましたか？　実はアンズを長い時間保っていられず、あの時は少しばかり目が回ってしまっていました」

　それに気付いたのは魁だけで、お開きとなると同時に「よく頑張ったな」と横抱きにされたのを思い出し、美織は気恥ずかしくて頬を赤らめた。

　そこへ「美織様。茜あかね様より贈り物が届きました」と、屋敷の奥からアキが箱を両手に持ってやってきた。

　箱は受け取ったものの、美織は〝茜〟という名に覚えがない。いったい誰なのかと困惑していると、高明が「ああ」と声をあげる。

「巴乃様のご友人にそのような名前の方がいらっしゃいました……きっと美織様に取り入っておこうという考えでしょうな。これから同じような贈り物が続々届きますよ」

「そんなことをしたら、巴乃様がお怒りになられるのでは？」

「毒を使って美織さんを陥れようとしたことや、女中にそれを食べさせて命を奪おうとしたことを知って、彼女たちは巴乃から距離を置き始めている」

　どうしましょうといった様子で箱を見つめる美織に、信は弱々しく笑いながら状況を告げた。

「しかも、当主の妻たちからその話があっという間に広がったらしく、祝祭の翌日にはあやかしたちの視線が嫌だと言って、巴乃は朱蛇殿の町に行かなくなった。昨日も散歩に行って早々、村のあやかしたちも嫌だと言いながら戻ってきた」

「話が村にまで広がってしまったのでしょうか？」

　黙っていた魁がそこで「違うな」口を挟み、美織は疑問に満ちた顔で魁を見上げた。

「天狗に見張られていることに気付いて、慌てて帰ってきたんだろう。手下の男が証言し次第、捕らえて牢にぶち込むつもりでいます。杏子の件も合わせて罪を問おう」

「いや、その必要はもうない……実は、今日は覚悟を告げに来た。美織さんに毒を仕掛けたのは、当主である魁への反逆とし、私が責任を持って巴乃を詰所に連れていく。罪を償わせることにした」

　美織と魁は揃って目を大きく見開き、それを前もって聞いていただろう高明は表情を崩さぬまま、静かに耳を傾けている。

「その足で、私は東統括地域にある巴乃の実家に行き、顛てん末まつを話してくる。あちらは少々血の気が多く、話がこじれれば争いに発展するかもしれないが、その時は私の命と引き換えにしても中央地域の平和は守り抜こう」

　信は心の中にある重苦しさを逃すようにため息をついてから、ゆっくりと立ち上がり、庭で遊んでいる彗の姿を記憶に焼きつけるかのように見つめる。

「あの子は私にとっても宝だ。お前たちと共にいつまでも成長を見守らせてもらうよ」

　命がなくなってもという気持ちが含まれている気がして、美織が居たたまれなくなって立ち上がると、すぐに信は言葉を向ける。

「見送りはいいから、そのままで」

　彗は九尾の狐を捕まえて、もふもふの毛皮に頬擦りしていたが、信と高明が動きだしたことに気付いて、つぶらな瞳をふたりへ向ける。「彗、またな」と自分に手を振る信を、彗はじっと見つめた後、にっこりと笑って手を振り返す。

「魁が子どもの頃を思い出すな」

　信は顔を綻ばせつつも、寂しそうに呟いた後、高明と共に廊下を歩きだした。

　魁に腕を引っ張られた美織は、ふたりの会話に耳を傾けながら彼の隣にぺたりと腰を下ろす。

「ひとつだけ寄り道をしてから屋敷に帰ろうと思う」

「それはどこでしょう？」

「彗を見ていたら、久しぶりに沙月との思い出の地に……朱果の林に行きたくなった」

「かしこまりました」

　そんな会話を交わす信と高明の間にほんの一瞬女性の後ろ姿が見えた気がして、美織は目を瞠る。

（……あれは、お義母様？）

　沙月の姿絵すら目にしたことがないのに美織にはそう思えてならなく、自然と口元に笑みが浮かぶ。

「お義父様はお義母様を……沙月さんを本当に愛していらっしゃるのですね」

　そう考えると、屋敷で信の帰りを待つしかない巴乃が少しばかり可哀想にも思えてくる。

「お義父様たち、大丈夫でしょうか」

「父上も一筋縄じゃいかない相手だ。なんとかするだろう。それに命を奪えば、息子であり中央統括首となった俺が黙っていないのは相手側もわかる。その上、毒をもった相手がアンズを使役しているとなれば、これ以上不敬を働くわけにいかないとなるだろう」

「そうなるといいです。お義父様とまたお話したいですから」

　信がさっきまで座っていた場所を不安そうに見つめていると、魁が頬に触れてくる。ハッとして顔を上げると、力強く微笑みかけられた。

「大丈夫だ」

「……はい。大丈夫ですよね。信じて待ちましょう」

　美織が笑顔を取り戻したところで、魁は思い出したように告げる。

「俺たちも少しばかり旅に出ることになるぞ。俺が正式に朱蛇の跡を継ぐために、連判状が必要らしい」

　突然の話に美織は「まあ」と目を丸くする。

　反対の手が上がらなかったといっても、その心に不満を燻くすぶらせている者はいるだろう。特に、祝祭で厳しい意見をぶつけてきた当主や、息子を継がせたかった朱蛇の妻との顔合わせは、想像しただけで胃が痛くなりそうだ。

　しかし魁の妻であるのだから、今から気持ちで負けるわけにはいかない。

　美織は改まるようにして魁へ体を向ける。それに気付いた魁も美織と向き合った。

「私が人間だった事実は消えません。そのことで魁様の足を引っ張ることもあると思います……でも私は、いつまでも魁様の隣にいたいです。離れません」

　魁の右手を両手で掴んで美織が宣言すると、魁はなめらかな美織の手に左手を重ね置く。

「美織を手放さないと得られないものなど興味はない」

　はっきりと告げられた言葉に心をしっかりと掴まれ、美織は魁から目を逸らせない。

「諦めずに向き合おうとする姿に、周りを圧倒させた凛々しさに、周囲の者たちに向ける優しい微笑みに……こうしてほんの一瞬目が合った時でさえも、美織に惚れ込んでいる自分を実感させられる」

　そのまま抱きしめられ、魁の腕に包まれると、美織は甘えるように魁の胸に頬を擦り寄せる。

「美織、愛している」

「私も魁様を愛しております」

　視線を上げると目と目が合い、引き寄せられるように唇を重ね合わせた。心の奥底から湧き上がる幸福感をふたりで共有する。

　自分たちのもとへとやってきた彗に美織が微笑みかけると、魁も優しい眼差しで我が子を見つめながら手を伸ばし、その小さな体をひょいと抱き上げ、自分の膝の上に座らせた。

　魁が片手で彗を支えながら、もう片方の手で互いの指を絡めるようにして美織と手を繋ぎ合わせる。

　美織はそれに笑みを深めた後、魁の肩にもたれかかるようにして身を預けると、多幸感に浸るようにゆっくりと目を閉じた。




　これからなにがあろうとも、手と手を取り合い、同じ歩幅で歩いていこう。

　永遠に変わらぬこの愛と共に――。




ＥＮＤ










あとがき




『冷酷な鬼は身籠り花嫁を溺愛する～幸せな運命～』を手に取ってくださり、ありがとうございます！




　作品を書き終えた後もなお、登場人物たちが頭の中で動いていて、物語の続きを生きていたりします。これまで何度もそんな体験をしてきたのですが、続編として書ける機会がなく……でも、前作を手に取ってくださった皆様のおかげで、こうして美織と魁のその後を書くことが叶いました。本当にありがとうございます！




　話を戻しますが、もちろん書き手だけでなく、読者側に立っても、登場人物のその後を想像することはあるかなと私は思うのですが、今作、最後を書きながらこれだけは伝えておこうと思ったことが……。

　雰囲気的にあれな感じで終わっていますが、信は死にません。手土産いっぱい持った高明と共にニコニコ顔で美織たちの前に姿を現すことでしょう。




　今作は和風ファンタジーですが、実は同月、同じくスターツ出版様のベリーズファンタジースイートより、『私を殺すはずの公爵様に嫁いだら、なぜか溺愛が待っていました～妹に全てを奪われた令嬢の幸せな結婚～』が発売されております。

　こちらは西洋ファンタジーですが、今作同様真っ直ぐに溺愛されておりますので、少しでも気になりましたら、そちらもよろしくお願いします（宣伝）




　前作に引き続き、表紙イラストをご担当くださった、すがはら竜先生。三人の姿から幸せな様子が伝わってきて、胸が温かくなりました。泣きそうです。ありがとうございます！

　出版にあたり、ご尽力くださった皆様、ありがとうございます。

　そして何より、こうして手に取ってお読みくださっている読者様、前作だけでなく今作にも手を伸ばしてくださった読者様にも心から感謝申し上げます。




　では、またなにかの作品でお目にかかれますように。




真崎奈南

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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